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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　サウンド・オブ・サイレン







　　　　１






　ほのかな草木の匂いとともに、柔らかで甘い香気が鼻をくすぐっている。

　小さい頃、俺おれは大きな寺に住んでいた。

　何百年も前に組み上げられた梁や柱からは幽玄な木の香りが、畳からはイグサの香りが、そして隣で寝ている母さんからは花のように甘くて優しい香りがした。子供だった俺が、安心して眠れる場所がそこにはあった。懐なつかしい香りだった。

「かあ、さん……」

　手を伸ばせば、確かな柔らかさを感じることができる。甘えん坊だった俺は、いつでも母さんの近くで寝たがっていた。今から思えばちょっと恥ずかしい。

　でも母さんに抱きしめられるとすごく幸せで。

　だからまぶたを開ければ、ほら、今でもすぐそこに──

「く、九く郎ろう様……そんなに激しく揉もまれてはっ……」

「ん……母さん……？」

　うっすら目を開けると、羞しゆう恥ちに耐える美少女がいる。俺おれの手は、彼女のボリューミィで柔らかな胸の膨らみを揉もみしだいていた。

「え？　えっと、誰……？」

「お忘れなのですか？　わたしは九く郎ろう様の従者、ノエル・エクセルシアですうっ……」

　プラチナのような白銀の髪。優しく温和で、見ていると心が温あたたかくなる顔立ち。そんな美少女のノエルが俺におっぱいを揉まれ、顔を赤く染めている。

　……って。

「うおああぁ───っ!?　なっ、なぜにノエルがぁ──────っ!?」

　慌てて手を引っ込め、ベッドの隅まで後ずさりして。勢い余って頭を打ちつけた。

「はふう、朝から激しかったです」

「いったぁ……一体何がどうなって……？」

　頭を押さえて悶もん絶ぜつしつつ、寝ぼけ眼で辺りを見回す。

　古びた木枠にガラスがはめ込まれた二重窓があり、その向こうはウッドデッキが見える。黒ずんだ木目の床に年代物のデスクと大きなベッド……うん、俺の部屋だ。

　昨夜は一人で部屋に戻り、先ほど目が覚めるまでぐっすりと寝ていた。途中でトイレに行った記憶も、部屋を間違えた記憶も、誰かを連れ込んだ記憶もない。

　つまり、ここにノエルがいるのはどう考えてもおかしい。

「おはようございます、九郎様」

「お、おはよう。じゃなくて！　どうしてお前がここにいる!?」

「えへへ、九郎様がお休みになった後、こっそりと忍び込ませていただきました」

　かわいらしくぺろっと舌を出すノエル。

「テヘペロみたいな顔すんな！　お前はニンジャか！」

「九郎様の祖国に伝わるミラクルファイターのことですね。なんでもアイエエエエ！　という叫び声で挨あい拶さつをする習慣があるとか」

　お前、知識が偏ってるぞ……。

「と、というかだな。その格好は一体なんだ？」

　俺のベッドにぺたんと座り込んだノエルが着ているのは、シルクのシャツに下着だけ。朝っぱらから刺激が強すぎる格好だった。

「これは裸ワイシャツというもので、九郎様の祖国ではこれが睡眠時の正装なのだとミアさんからお聞きしました。なので、その、頑張ってみましたっ」

「相変わらず斜め上に頑張りやがって！　俺の国にそんな正装はねーよ！」

「ふええぇっ!?　そ、そうなのですか？」

　いや気付けよ、普通に考えてエロすぎるだろ。

「とにかく、もう一緒に寝るのはやめようって話になったはずだぞ」

　イグナスと一戦を交えてから早一週間ほど。

　前に住んでいた寮はイグナスの襲撃で跡形もなく燃え尽きた。代わりとして理事長が用意してくれたのは、お化け屋敷イーター・ハウスことアロサール寮だ。

　外観はいかにも怪しげな木造の洋館で、最初は少しビビった。だが中は小こ綺ぎ麗れいで電気もガスも通っていて、暮らすのに不自由はなかった。日本では寺に住んでいたので、古くさい木の香りのするこの家にもすぐ順応できた。

　この屋敷は俺おれたち以外の住人がいない。完全に貸し切り状態だ。だから俺もノエルもそれぞれ自分の個室を作り、そこで寝ようと話し合って決めたのだ。

「これからはノエルも自分の部屋で寝る、そういう約束だ」

「はい……ですが、しばらく九く郎ろう様と夜をともにしていましたので、独り身では夜が寂しいのです。ただ九郎様のご負担になっては申し訳ないと思い、お休みになった後でこっそりと忍び込めば問題はないのではないかと」

「うん、問題しかないよね！」

　出会った当初から、ノエルはどことなく一般常識が欠けていた。まあ元がお姫様だから仕方ない、と割り切っていたのだが……さすがにこれは看過できない。

「九郎様はあの時、『全てを委ゆだねて俺についてこい』とわたしに言ってくれました。ですから、この身も心も全てを九郎様に委ねるつもりで甘えさせていただけるのだろうと思っていたのです。でもそれは、わたしの勘違いだったのですね……」

　くにくにとベッドの上でのの字を描きながら、目を潤ませるノエル。

「い、いや、それはっ……」

　ああ、言ったさ。確かに俺は「全てを委ねて俺についてこい」とノエルに言った。あの時の言葉は本心だし、口にした以上は覚悟だってある。

　でも俺は身体からだを捧ささげて欲しいとか、そういう意味で言ったわけじゃない。

「九郎様は、わたしと一緒に寝るのはお嫌ですか？」

「バカ、そんなわけあるか！」

「でしたら一緒に寝てもいいではありませんか。わたしもそれを望んでいます」

「う、ううん……そう言われてもな……」

　まずい、このままでは押し切られる。そう思った矢先──




「い・い・わ・け・がっ、ありませんわあああぁっ!!」




　ズバアァン、と凄すさまじい音を立てて扉が開き、シルヴィが飛び込んできた。

「さっきから扉越しに聞いていれば、なんてハレンチなことをっ！　ノエルさん、あなたには乙女の恥じらいというものがありませんのっ!?」

「シルヴィさん、おはようございます」

「あら失礼、おはようございますノエルさん。って、そうじゃなくてっ！」

　バンバンと足を踏み鳴らすシルヴィ。

「学園生が同どう衾きんなんて許されないことですわ！　そうですわよね、クロウっ！」

「はい、その通りです」

「ええぇ～」

　ぷくっと頰ほおを膨らませるノエル。まるでだだっ子だ。

「ノエルさんが甘えるのはクロウが毅き然ぜんとした態度を示さないからですわ。ダメなものはダメだ、ときっちり告げなさい！　ほらクロウ、男を見せる時ですわよ！」

「わ、わかった。ノエル、聞いてくれ」

「イヤです」

「なにいっ!?」

　ここ最近、ノエルは急に拗すねたりだだをこねたりするようになった。今まで人がよすぎたくらいだしちょうどいいとは思うのだが、今は都合が悪い。

「ノエル、同衾はダメだって。約束しただろ」

「……ぐすん」

　語気を強めてノエルを注意すると、今度は泣き出した。

「は!?　ちょっと待て、泣くのは反則じゃないか!?」

「…………」

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、じい～っと俺おれの目を見つめてくるノエル。無言の反抗だった。どうやらノエルにとって同衾はどうしても譲れないことらしい。

「……わかったよ、俺の負けだ。ノエルの好きにしていい。だから泣かないでくれ」

「本当ですか？　よかったです、九く郎ろう様っ」

　ぱっと笑顔を見せるノエル。

「なに泣き落としに負けてるんですの!?　クロウ、あなたチョロすぎませんこと!?」

　そんなこと言われたって他にどうすりゃいいんだ。

　困り果てている俺に代わって、じりりとノエルがシルヴィに詰め寄る。

「どうしてシルヴィさんは同衾がいけないことだと思うのですか？」

「そ、それは……だってクロウはわたくしに辱はずかしめを与えたんですのよ！　その決着をつけないまま他の女性と同衾するなんて、二股をかけているのと変わりませんわっ！」

「そうか……いや、そうか？」

「二股というのは男性が複数の女性とお付き合いをすることを言うのでしょうか」

「ええ、そうです。決して許されないことですわ」

「どうして許されないのですか？」

「……え？　いえその、当然のことじゃありませんこと？」

　予想外のツッコミに戸惑いを見せるシルヴィ。

「わたしの祖国では、男性は複数の妻を娶めとることができます。むしろ多くの女性を幸せにできる男性は尊敬される存在なのですが」

　どうやらネーベリアでは一夫多妻制が認められているようだ。

「えっ!?　そうなんですの!?　で、ではノエルさんは、愛する殿方が他の女性と付き合ったり結婚したりしても気にならないんですの？」

「はい、平等に愛していただけるのでしたら、わたしは全然構いません」

　笑顔で言い切るノエル。

　しかし、そんなノエルの思考がシルヴィには理解不能だったらしい。

「そ、そんなぁっ！　そんなの、わたくしは絶対に納得できませんわぁ～っ!!」





　　　　２






　アロサール寮は大きな家を複数人でシェアし、共同で暮らすタイプの寮だ。

　なので寮内には皆で使う広いダイニングスペースがある。俺おれたちは毎日、そこで一緒に食事を取ることにしていた。

「はあ、まさかノエルさんが重婚容認派だとは思いませんでしたわ……」

　大きな丸テーブルに柔らかな朝日が差し込んでいる。そこに肘ひじをつき、シルヴィはバターを塗りたくったパンを咥くわえながら、渋い顔で何やら呟つぶやいている。

「わ、わたしの国はそんなに特殊なのでしょうか？」

「殿方と女性は一対一のお付き合いが基本ですわ。とはいえ他者の文化や信仰を排斥するなど文明人として許されないこと。悩ましい問題ですわねぇ……はむ」

「……人の作った朝食をまずそうな顔して食べないでくださいよ、シルヴィさん」

　ミアがジト目を送る。今朝の料理当番はミアだった。

　いま食卓を囲んでいるのは俺とノエルと、ミア、そしてシルヴィの四人。俺とノエルは獣けもの使つかいと従者だし、ミアは相棒みたいなものだ。だがシルヴィは特に俺たちと関係ない。なのにどうしてシルヴィがここにいるのかというと……。

「まったく、学園自警団ビジランテの強権を使ってムリヤリ押しかけてきたくせに、シルヴィさんは頭ずが高いです。お邪魔虫はお邪魔虫らしく分をわきまえてください」

「なっ、その言い草は何ですの!?　わたくしは立場上、獣使いであるクロウを監視するため仕方なく、仕方な～く、ここにいるんですのよ！」

　学園自警団ビジランテは、学園内で起こった事件に対する一定の捜査権が認められているそうだ。シルヴィは俺おれとイグナスの一件が気になったらしく独自に捜査を進めたのだという。

　結果──俺が獣けもの使つかいだということがシルヴィにバレてしまった。

「あのですね、前から言ってますけどご主人様は鈴すず鹿かさんに認められて学園に通ってるんです。シルヴィさんが監視する必要はどこにもないんですよ」

「百ひやく獣じゆう学園はレオンティエラの公益法人、理事長の私物ではありません。そして百獣学園は獣人による獣人のための学舎ですのよ。万が一、支配を望まない生徒がクロウの従者になってしまったらどうするんですの？」

「ですからぁ、獣人側が望まない限り従者にはなれないんですってば！」

「そんなことわからないでしょう？　万が一ってこともありますわ。監視は必要ですっ」

　シルヴィがやってきてから恒例となった押し問答を繰り広げる二人。

「あの、ミアさんもシルヴィさんも、今はお食事中……」

「なーにが監視ですか！　そんなこと言って本当は大好きなご主人様のそばにいたいだけのくせに！　このムッツリのぞき魔！　ドツンデレ！」

「ちょぉーっ!?　ちち、違いますわよ！　どうしてわたくしがクロウなんてっ！」

　ガタンと机を打ち、顔を真まっ赤かにして立ち上がるシルヴィ。

「今朝だってノエルさんとのイチャラブタイムを邪魔して、ちゃっかり自分が割り込もうとしてたでしょう！　気付かれてないとでも思ってるんですか!?」

「なっ……そ、そんなことあるわけがぁっ！」

「お二人とも、やめてください。せっかくのご飯が冷めてしまいますよっ……」

「待ってくださいな、この誤解だけは絶対に解かねばなりません！」

「誤解じゃなくて事実でしょ～に！」

　たしなめるノエルだったが、二人の言い合いは一向に収まらない。

　と、その時。ノエルのしっぽがぶわっと持ち上がる。その先にはミアとシルヴィが──

「あっ、ダメですっ！」

　ノエルが自らのしっぽを押さえ込んだ、次の瞬間。

　しっぽの先から白銀の光線がほとばしる！

「にゅああぁっ!?」「ひいいぃっ!?」

　ミアとシルヴィの悲鳴が響く。慌てて飛とび退のいた二人の間をまばゆいばかりに輝く白銀のレーザーが走り、廊下に通じる壁をすっぱりと切り裂いてしまった。

「おいレオーネ、家に穴を開けるなよ！」

『我とてそのつもりはなかったぞ、九く郎ろうよ。ノエルが狙いを狂わせなければ、そこな二匹に穴を開けて仕し舞まいだったのだがな』

　凛りんとした声が脳内に響き渡る。

　レオーネとは『裏のノエル』と呼んでいた人格のことだ。












　ノエルが侶りよ伴はん階位になると、裏のノエルはノエルに生えたしっぽに顕けん現げん、俺おれやノエルと意思疎通ができるようになった。とは言っても、裏のノエルには身体からだがないので直接会話ができるわけではない。従者と獣けもの使つかいの繫つながり──魔ま素そのリンクを通じてやりとりする。そのため、レオーネの声が聞こえるのは俺とノエルだけだ。

　とにかくも、話ができるようになった相手を『裏のノエル』などと呼び続けるのは不都合があった。そこでノエルや本人と話し合い、レオーネという名前をつけた。

「レオーネさんっ、お友だちに危害を加えてはいけないと言ったではありませんかっ」

『ははん、知らぬなぁ。我に命令できるのは九く郎ろうだけだ』

　ぷいっとノエルのしっぽがそっぽを向く。

「か、勘弁してくださいよぉ……あんなの食らったらミア死にますよ？」

「すみませんすみません！　レオーネさんったら全然言うことを聞いてくれなくて……」

　レオーネが放った白銀のレーザーは、正式名称を『魔白銀光ミストベクトラ』という。

　白銀は全ての物質を燃焼させ、一瞬にして消滅させる。その正体は超加速エントロピーなのだ、いや反粒子力なのだ、など諸説あるが未いまだ結論は出ていない。何しろこの世界に魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの獣人が現れたのはノエルが二人目、研究が進んでいないのだ。

「もう……九郎様、レオーネさんを注意していただけませんか？」

「さんざん注意したんだけどなぁ……」

「ノエルさんと元は一つだったのに、制御はできないんですの？」

　レオーネが顕けん現げんしてから、ノエルは感情が高ぶっても爆発しなくなった。あの白銀の爆発はノエルの感情に呼応したレオーネが発生させていたものだからだ。

　かわりに、ノエルの感情や周囲の反応に対してレオーネが魔白銀光ミストベクトラをレーザーみたいに放ち、直接攻撃してくるようになった。

『ノエルの怒りは我が怒り、ノエルへの侮ぶ辱じよくは我への侮辱。我が鱗を逆なでにする輩やからには万死を与えねばならぬのだ』

「いや万死って、お前の攻撃をモロに食らったらマジで死ぬからやめろって」

『ふふ、わかっておる。愛いとしいお前の言うことなら何でも聞くぞ、九く郎ろうよ』

　妖艶な笑み声を響かせ、恭順を示すレオーネ。

　先ほどレオーネが『命令できるのは九郎だけ』などと言っていたが、あれは噓うそだ。言うことを聞くふりはしてくれるが、実際には従ってくれない。

「もう……ダメですよ、レオーネさん。次やったらわたしも怒りますっ」

『お前は怒ることなどできぬ。それに感情を理性で説得できると思うか？　我を御ぎよすことなど不可能だ。悪あがきはやめることだな、ノエル』

　こいつ、堂々と開き直りやがった……。

「以前にクロウから聞きましたけれど、ノエルさんはレオーネさんを封じ込める獣技ゾイオンをお持ちなのでしょう？　どうしてレオーネさんを抑え込めないんですの？」

　ノエルは魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの獣人だが、今まで竜としての力、魔白銀光ミストベクトラを封印して生きてきた。この封印こそノエルが唯一使える獣技ゾイオン、挺身封殺サクリフアイスだ。今でもノエルの全能力は、この封印を維持するために使用されている。

　なのに今、なぜレオーネが顕現しているのかと言えば──

「レオーネとも従者の契約を結んだからだよ。そのせいでかなり力が増してる」

　イグナスに攻撃されて裏のノエルが顕現した時、俺おれは彼女を諫いさめて従者契約を結んだ。結果、レオーネはノエルの封印をかいくぐって顕現できるようになったらしい。

「獣けもの使つかいに魔鋼乾竜ミスラルドラゴンって最凶の組み合わせですよね。しかもレオーネさんを怒らせたら容赦なくレーザー攻撃とか……存在が危険すぎます」

「ううぅ、生きていてごめんなさい……」

　我がことのように謝罪し、申し訳なさそうに縮ちぢこまるノエル。

「でもなぁミア、これでもノエルはせいいっぱい封印の獣技ゾイオンを行使してるんだぞ。だからこの程度で済んでるんだからな」

「封印しているのにこの威力なんですの？　解放したら一体どうなるのかしら」

「この浮島が半分くらい吹っ飛んでなくなる」

　ひい、と悲鳴をあげるシルヴィ。

『貴様らはノエルのお陰で生き長らえている。感謝することだな』

「何を偉そうに……」

　あながち冗談でもないのが困ったところだ。

「ノエルさん、レオーネさんはなんて言ってるんですの？」

「皆さんはわたしの封印のお陰で生き長らえている、感謝しろ、などと申しており……」

「暴力をちらつかせて感謝しろって。それもう完璧にヤクザじゃないですか」

「本当に。美人局つつもたせに等しいですわ」

『ふむ、貴様らよほど死にたいらしいなっ……！』

「あっ、ダメですよ～っ」

　ノエルがしっぽに飛びついた途端、再びあちこちに白銀のレーザーが走る。

「おわああぁぁっ!!」「ひいいいいぃぃ～っ!?」「死ぬ、死にますぅっ！」

　地面に這はいつくばりながらレーザーを避よけて逃げ惑う俺おれたち。白銀を食らった椅い子すやテーブルは細切れに切り刻まれ、壁に鋭角の穴が開いた。

「やめろバカ、俺まで殺す気か！　お前らもレオーネを刺激すんなっ！」

「はあ、はあっ……寿命が縮ちぢみますわ……」

「ノエルさんが自分の能力をコントロールできないのは変わってないわけですね……」

「ふあ～ん、ごめんなさい～っ」

　げんなりした顔で告げるミアに、ノエルは嘆きの声をあげた。
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「今日の授業はこれまで。各自、わからないところは復習しておくように」

「ふくしゅーしておくよーに」

　本体のミー太た先生の後にオマケのエウリンが続き、教壇を降りて教室を出ていく。

　イグナスの姿が消えて一週間経たったが、クラスにさして変化はない。

　百ひやく獣じゆう学園は生活費が保証されるような超エリート校で、課題がクリアできないと学年の途中でも退学になったりする。誰かがいなくなるのは日常茶飯事、ということらしい。

「クロウ、ちょっとよろしくて？」

　座学の資料を机に戻していると、シルヴィが話しかけてきた。

「少々お話ししたいことがあるんですの。一緒に来てくださる？」

　シルヴィに連れ出され、ぷらぷらと二人で廊下を歩く。中庭に出ると、赤や白のツツジが咲き誇っていた。春のうららかな日差しに照てらされ、花と緑が眩まぶしく映る。

「わざわざこんなとこに呼び出してどうしたんだ？」

「その……寮ではミアさんやノエルさんがいて話しにくいので。実はクロウに折り入ってお願いしたいことがあるんですの。受けてくださるかしら」

「内容次第だな。どんなお願いなんだ？」

　周りに人がいないことを確認し、シルヴィは覚悟を定めるように深呼吸する。

「わたくしを、クロウの従者にしてください！」

「……はあ!?」

　あまりに予想外のお願いで、思わず素っ頓狂な声を出してしまう。

「しっ、クロウ、大きな声を出さないでくださいましっ、誰かに聞こえますわっ」

「す、すまん……けど、なんでいきなり従者に……？」

「今朝の続きなのですけれど……わたくし、獣けもの使つかいに興味がありますの。獣使いは絶対数が少ないものですから、触れ合う機会は限られていますわ。そんな獣使いが目の前にいるんですもの、色々と知りたいのです」

　なるほど。知的好奇心ゆえにってことか。

「理由はわかったよ。けど、そんなことのために従者にするわけにはいかないな」

「そんなことって何ですの！　わたくしは真剣なんですのよっ！」

　ずずいと詰めよって、顔を寄せてくるシルヴィ。

「近い、顔が近い！」

　シルヴィはノエルに負けず劣らずの美人だ。さらさらと流れるような金色の髪はあくまで美しく、端正な顔立ちは品位と人なつっこさが同居しており、その可愛かわいらしさは学園の中で上位五指に入る。そのシルヴィに詰め寄られ、思わずのけぞった。

「ミアも言ってただろ。従者の契約は互いに相手を信頼して、初めて結ばれるものなんだ。興味本位でなれるようなものじゃないんだよ」

「でしたら、どうやってノエルさんを従者にしたんですの？」

「どうって……それは企業秘密だ」

　ノエルと信頼を深めた経緯は彼女のプライバシーに関わる。あとはデートしたりとか、キスしたりとか……とにかく、色々と話しにくいことばかりだ。

「むう～、怪しいですわぁ～！」

　ぎりりと睨にらみ付けてくるシルヴィ。

「あのな、獣使いと従者ってのはお互いに命を預け合うような存在なんだよ。お前、俺おれに命を預ける覚悟はあるか？　覚悟もなしに軽々しく言わないでくれ」

「わかりました。ではこの命、クロウに預けますわ。虎穴に入らずんば虎児を得ず、リスクなしで得られるリターンなどありません。従者にしてくださるなら、わたくしを好きにしてくださって結構です」

「お前……本気で言っているのか？」

「ええ、もちろん。口にしたことは守ります。何でしたら試してくださって結構ですわ。服を脱げというなら脱ぎますし、キスをしろと言うなら、い、今ここでっ……！」

　羞しゆう恥ちで顔を真まっ赤かに染め、シルヴィが迫ってくる。

「ま、待てっ！　もういい、わかった！」

　シルヴィは自らの理想を高く掲げる、気位の高いやつなんだと思う。ただそれだけなら高飛車な人間になってしまうが、シルヴィは自らの選択に覚悟を持っているようだ。

　俗な言い方をすれば、すごく男らしい。

「わかった……ということは、わたくしをクロウの従者にしていただけるんですのね？」

「いや、今はまだ従者にできない」

「どうしてですの!?　クロウのいじわる～っ！」

「意地悪で言ってるわけじゃないって。まずそもそも、俺おれはシルヴィのことがよくわかってない。お前だって俺のことを頭から信じてるわけじゃないだろ？　お互いに段階を踏む必要があるってことだ」

　今日、シルヴィがどんなやつなのか見えてきた。でもまだほんの少しだ。

「なるほど、確かに結婚して夫婦になる前に、まずは恋人としてお付き合いをして相手の人となりを理解することが大切ですものね」

「例えるならそういうことだな」

　侶りよ伴はん階位、なんて言い方をするのも獣けもの使つかいと従者の関係が結婚と似ているからだろう。

「で、ではお聞きしますけれど……クロウは今、わたくしのことをどう思ってますの？」

　指をくねくねさせながら、恥ずかしげな顔で見つめてくるシルヴィ。

「どうって、それは……」

　シルヴィはかわいいと思うし、人柄も好感が持てる。だが、その先はまだ……。

　どう答えたものか悩んでいると、シルヴィのスマホが鳴り始めた。

「くうっ、こんな時に……すみません、学園自警団ビジランテからの呼び出しですわ」

　同時に俺のスマホも鳴り始める。

「悪い、俺も呼び出しだ」

「ふふふっ、お互い間が悪いですわね。今の話はまた今度にしましょう」

「おう、そうだな」

　顔を見合わせて苦笑する。

「あ、そうだ。今日の夕食当番はわたくしなのですけれど、何かリクエストはありませんこと？　クロウが食べたいものを作りますわよ」

「そうだな……じゃあ、シルヴィが一番得意なやつを頼むよ」

「わかりましたわ！　ではまた後ほどっ！」

　言い残し、シルヴィは駆けて行ってしまった。

　その後ろ姿を見送る。

「従者に、か」

　シルヴィからそんな申し出を受けるなんて思ってもみなかった。

　でも、お陰でシルヴィのことが少しわかったし、獣けもの使つかいだからと疑うたがいを向けられているわけじゃないこともわかった。もう少し真剣にシルヴィのことを考えてみよう。

「……で、と」

　スマホの画面に目を落とし、先ほど送られてきた簡易メッセージを確認する。

　送り主は理事長で、内容は『すぐに来い、緊急事態だ』。

「やれやれ、次は何が起こるんだか」

　苦笑いを浮かべ、俺おれは理事長室へと足を向けた。
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「ふふふ～ん、ふふ～っ♪」

　学園での授業が終わり、学園自警団ビジランテの業務も早々に終わらせたシルヴィは、鼻歌を歌いながら夕空をゆるやかに飛ひ翔しようする。

「さぁて、今日は皆さんに何を作ってあげようかしらっ」

　休み時間、思い切って九く郎ろうに従者の件を打ち明けてみたが、思っていたより色よい返事がもらえ、シルヴィはごきげんだった。

　シルヴィが無理を言ってアロサール寮に押しかけた表向きの理由は、獣使いである鏑かぶら城ぎ九郎を監視するためだ。これはこれでウソではない。学園に獣使いがいることに危機感を持っているのは事実だった。

　だが相手が九郎ではなかったら、同じ寮に押しかけたりはしなかっただろう。

「……だって、気になるんですもの」

　九郎は獣人の力関係を問わず、決して人を見下さない。

　シルヴィは九郎のなにげない所作から、彼の人間性を鋭するどく見出していた。

　だからこそ気になる。鏑城九郎とは一体どんな人物なのか。彼は何を考え、何を好み、何を目指しているのか。全部知りたいと思った。

「気になったことはどこまでも調べる。それがわたくしの信条なのですわ！」

　理不尽は許せない。納得のいく答えが欲しい。全ての出来事に満足な答えなどないことはわかっている。それでも自分の周りで起こった理不尽は自分の手で解決したい。そんな性分だからこそシルヴィは自ら志願して学園自警団ビジランテの一員となった。

「……あの時のクロウ、かわいかったですわぁ」

　自分のことをどう思うか尋ねたところ、九郎は顔を赤くしながら真剣に考えてくれているようだった。そんな彼を見てかなりキュンキュンしてしまった。

「まったくもう、どうしてくれるんですの～!?」

　イヤンイヤンとかぶりを振るシルヴィ。乙女チックな感情に胸を高ぶらせる。

「……はっ!?　いけませんわ、わたくしとしたことがはしたないっ。それよりも、夕食で何を作るか考えないといけませんわね」

　九く郎ろうは『一番得意なやつを頼む』なんてことを言っていた。

　それなら今日は母から教わった特製グラタンを作ろう、とシルヴィは決めた。それは彼女にとって大切な思い出の品であり、世界で一番おいしい食べ物だった。

「クロウ……おいしいって言ってくれるかしら」

　期待と、ちょっぴりの不安を抱えつつ、シルヴィは微笑ほほえんだ。




　だが、その日。特製グラタンを作り終え、帰りを楽しみに待っていたシルヴィの元に、九郎やノエル、ミアが戻ってくることはなかった。
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　翌朝。ダイニングでテーブルに突っ伏したまま、シルヴィは朝を迎えた。眼前には冷えてしまった手つかずのグラタンが置かれている。

「クロウ、ノエルさん、ミアさん……」

　せっかくおいしくできたのに、と落ち込むシルヴィ。

　だがすぐに思い直す。

　おそらく、三人の身に何かがあったのだ。そうでなければ何の連絡もなく寮に戻らない、なんてことはあり得ない。もしかしたら事件に巻き込まれたのかもしれない。

　気持ちを切り替えたシルヴィは、手がかりを探すべく九郎たちの私室に入る。悪いとは思いつつ、それぞれの部屋をこと細かに調べていく。

　その結果、わかったことが一つ。

　部屋は荒らされておらず、各人の私物や生活必需品が消えている。物取りや誘拐、拉致監禁などではなく自発的に消息を絶った可能性が高かった。

「では、なぜ何も連絡がありませんの……？」

　九郎とは、また話をしようと約束をしたのだ。なのに何も告げずに蒸発するなんておかしい。九郎はわけもなく約束を反ほ故ごにするような人間ではない。

　何か大きな力が働いている。

　直感的にそう考えたシルヴィは、急いで制服に着替え、百ひやく獣じゆう学園へと向かった。




「理事長、お伺いしたいことがございますわっ！」

　ドカンと勢いよく扉を開け、理事長室へと押し入るシルヴィ。

「な、何だ!?　ってシルヴィか、驚かせるなよ。つかノックもせずに入ってくんな」

「そんなの今はどうでもいいことですわ！　聞いてくださいまし、クロウたちが突然いなくなったんですの！　知っていることを全部教えてくださいな！」

　机で事務作業をしていた鈴すず鹿かに詰め寄り、激しい剣けん幕まくでまくし立てる。

「……少しよろしいですか、シルヴィ・ユリリエントさん。あなたが慌てる気持ちはよくわかります。ですが、鈴鹿様に対する数々の無礼は看過できません。ついてはお仕置きが必要です。というか、殺しますね」

「は？　ちょっ、アラクネ獣人さん!?　って、きゃっ!?」

　額に青筋を走らせたクリスティが下半身を蜘く蛛もにして飛びかかる。一瞬のうちに三五発の連撃を食らい、シルヴィはなすすべもなくボコボコにされた。

「ひうぅ、痛いですわぁ～」

「お前……クリスにあれだけやられてよく生きてるな。ちょっと見直したぞ」

　そんなことで感心されても嬉うれしくないですわ、と内心でぼやきつつ、シルヴィは治ち癒ゆの獣技ゾイオンで自らを治療する。

「それで理事長、クロウについて何か知りませんの？」

「懲りないですね、あなたも」

　ガン、と足爪つめをシルヴィの前に突き立てるクリスティ。

「まあ待て、クリス。シルヴィ、どうして私のところに来た？」

「理事長がクロウに目をかけており、保護者的な立場にあることはミアさんから聞き及んでいますわ。でしたら、何も知らないということはないと思ったんですの」

「へえ、なるほど。お前、思ったよりいい勘してるな」

「思ったより、とはどういうことですの？」

　ジト目を送るシルヴィ。だが鈴鹿は華麗にスルーして話を続ける。

「九く郎ろうたちは現在指名手配中だ。理由は召還命令の不履行。浮島警備隊ガーデイアンにも応援を要請、やつらの行方を全力で追っているところだ」

「し、指名手配ですって……!?　そんな、クロウが何をしたというんですの!?」

　鈴鹿は苦虫を嚙かみつぶしたような顔で教えてくれた。

　昨日、外交上の問題により九郎たちは鈴鹿の元へ召還を命じられた。だがそれを伝えた直後、三人の行方がわからなくなった。鈴鹿は九郎たちが逃亡を企てていると判断。現在、浮島全域に緊急指名手配がかけられている、ということだった。

「……事情はわかりましたわ。ですが、外交上の問題というのは何ですの？」

「それは国家機密だ。一生徒であるお前には教えられん。わかったらさっさと出ていけ。私はいますごく忙しい。お前に構っている暇ひまはないんだ」

「で、ですがっ……!!」

「鈴すず鹿か様は出て行け、と仰おつしやったのですよ。大人しく言うことを聞いてくださいませんか。これ以上私を怒らせると、次は本気で肺はい腑ふをえぐり出しますがよろしいですね？」

「ひいぃっ!?　わ、わかりましたわ！　失礼いたしますっ！」

　クリスティに脅され、シルヴィは逃げるようにして理事長室を後にした。




「何ですの、外交上の問題って。一体何を隠しているんですの……？」

　理事長室から追い出されたシルヴィは一人、学園の屋外庭園で考え込んでいた。

　イグナスと九く郎ろうの間で起こった一連の出来事については、学園理事会から各所に報告書が上がっている。シルヴィは学園自警団ビジランテの権限でそれら資料の閲覧が許されていた。

　資料には私怨でノエルを狙うイグナスに対しノエルを守ろうとした九郎が衝突、これを排除した事案だと記されていた。内容は九郎の擁よう護ごに終始しており、鈴鹿たちは全力で九郎を守ろうとしていることが読み取れた。

　なのに、今回は手のひらを返したかのように九郎たちを追い詰めている。念のため知り合いの浮島警備隊ガーデイアンに確認したところ、確かに九郎たちの指名手配が行われていた。

「つまり、これって……」

　肝心なことは何もわかっていない。しかし一つだけ確かなことがある。

「わたくしは、置いていかれたんですのね……」

　九郎たちは何らかの理由で浮島警備隊ガーデイアンから追われる身になった。だから九郎は、ノエルとミアを連れて逃亡した。自分一人を置いてけぼりにして。

　彼らにとって自分は仲間ではなく部外者だ。いや、それどころか学園自警団ビジランテは彼らを捕らえる立場にある。逃亡犯が警察をお供につれていく道理などあるわけがない。

「う、くっ……」

　やるべきことは決まっていた。彼らを見つけ、その首根っこを捕まえて浮島警備隊ガーデイアンに突き出す。彼らの事情を熟知している自分こそその役目にふさわしい。

　わかっている。全てわかっている、はずなのに。

　シルヴィの頰ほおを涙が伝う。

「ぐすっ……どうしてわたくしは、泣いているんですの……？」

　周囲には誰もいない。シルヴィの慟どう哭こくを笑うものなどいない。自分は一人なのだ。

　そう思うと涙が止まらなかった。

　獣けもの使つかいである九郎のことが、もっとよく知りたかった。だから従者にしてくれと申し出たりもした。そしたら、いきなりの話にも拘らず九郎は真剣に考え、答えてくれた。

　もう少し時間があれば。もう少しだけ、九郎と話ができていれば……九郎に声をかけてもらえたかもしれない。自分も彼らと一緒にいられたかもしれない。

　でも、それだけなのか。

　獣けもの使つかいのことが、九く郎ろうのことが知りたいから、彼らと一緒にいたかったから。それだけの理由なら、こんな風に泣く必要などない。こんなにも胸が切なくなるはずがない。

「クロウ……」

　名前を口にして、ようやく気付く。

　許せなかった。

　何が許せないのか。

　自分が九郎の大切な人になれなかったこと。

　置き去りにされ、もう二度と会えないかもしれないこと。

　九郎の大切な人になりたい。

　自分が知りたいと思う気持ちと同じくらい、九郎にも興味を持ってもらいたい。

「すんっ……クロウ、わたくしは、あなたのことがっ……」

　ミアの言う通りだった。やはり自分は、九郎のことが好きなのだ。

　気付くのがほんの少しだけ遅かった。

　この想おもいを伝えられていれば、あるいは結果が変わっていたかもしれない。そう思うと悔しくて、悲しくて。あふれ出てくる涙が止まらなかった。

　どうすればいい、もう手はないのか。

「いいえ。わたくしはシルヴィ・ユリリエント──躓つまずき倒れて泣き細るような、柔やわな女ではありませんわ。この程度のことで、諦めてたまるものですかっ……!!」

　涙を拭ぬぐい、シルヴィは立ち上がる。

　やるべきことは決まっていた。彼らを見つけ、その首根っこを捕まえて──何としてもこの気持ちを九郎に伝える。自分の名誉と、尊厳の全てを賭けて。

「見てなさい、クロウ。どんな手を使ってでも必ずあなたを見つけ出しますわよ！」

　強い決意を胸に、シルヴィは屋外庭園から飛び立った。
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　レオンティエラは三万平方キロの地表面積を誇るが、その地表から大地が終わる底面までは平均して三～四キロメートルの厚さしかない。浮島はお盆のように平たいのだ。

　そんなレオンティエラの地下一五〇〇メートル地点に、いま俺おれたちはいた。

「はあ、気が滅め入いるな……」

　昼食を口に運びながら、思わずため息をついてしまう。地中深く、浮島の中心に位置するこの施設で隠いん遁とん生活を始めて、早くも五日が経過していた。

「空が見えないってだけで、こうも息苦しいとはなぁ」

「まーまー、仕方ないじゃないですか。事情が事情なんですから」

　気楽に告げて、ミアはコンソメスープをすする。

「わたしはシルヴィさんへ、アロサール寮に戻れなくなったことをお伝えできなかったことが未いまだに気がかりなのですが……」

　暗い顔をするノエル。悩んだが、シルヴィには真実を告げず俺おれたちはここへ来た。

「ミアたちを追っているのは浮島警備隊ガーデイアンで、シルヴィさんは学園自警団ビジランテ。この二つの組織には密接な繫つながりがあります。もしシルヴィさんに通報されたらミアたちは一巻の終わりですよ。万が一のことを考えたら話すわけにはいかないでしょう」

　数日前に話し合ったことを繰り返すミア。

　俺たちは逃亡中の身で、見つかれば俺たちだけでなく理事長も窮地に立たされるのだ。




　事の始まりは五日前だった。

　理事長から緊急招集を受けて俺とノエル、ミアは理事長室へと集まった。

「何だよ理事長、もうすぐ授業が始まるんだけど」

「それどころじゃない。お前たちに極めつけの悪い知らせがある。たった今、レオンティエラ元老院の決議により、鏑かぶら城ぎ九く郎ろう、お前の島外退去が決まった」

「え、俺が、島外退去……？」

　呆ほうけた声が出た。一緒に呼ばれたノエルやミアと顔を見合わせる。

「待ってくれ、それは半年先の話じゃ……！」

「元老院メンバーの誰かがお前の即時引き渡しを提案、これを私以外の元老院メンバーが承認。私の意見を黙殺した。この件では相当な額の金が動いている。まさか未熟な獣けもの使つかい一人にそこまでするとは思っていなかった。阻止できなくてすまない」

　拳を固く握り、悔しそうに歯がみする理事長。

「……いや、理事長は悪くない」

　理事長がいつも俺のために尽力してくれていることは知っている。敵は理事長よりさらに一枚上手だった、ということだろう。

「近く日本から外交官が来島する。名目は九郎の身柄の引き取りで、こいつが今回の黒幕で間違いない。その外交官の名は、一いち柳やなぎ厳げん斗とという」

「また一柳の人間か。何者なんだ？」

「やつが何者か──それを知るためには、少しばかり昔話が必要だな」

　理事長は険けわしい顔つきで話し始めた。




　十数年前、地上は獣人たちの犯罪によって混迷の時代を迎えていた。

　既存の治安機構では獣人たちに対抗できず、恒常的に獣人犯罪が起こっていた。獣人に対する人間たちの差別や迫害も、この流れに拍車をかけていたという。

　そんな中で勢力を伸ばしたのが一いち柳やなぎ家だった。

　一柳家は昔から政治家、官僚、軍などに強い影響力を持つ。そんな彼らが結束して創り上げたのが『獣人管理官制度』だ。

　この制度下では、獣人は必ず身請けする人間の管理官をつけなければならない。要するにペット等の動物と同じ考え方だ。身元を保証して責任を取るものがいればよし、いなければ管理施設へ入所しなければならない。

　この制度で獣人を管理し、日本は世界に先駆け劇的に獣人犯罪を減少させた。

「獣人管理官制度を作った一柳は、一族に生まれた獣人を欄らん外がいとした。きっと一族の中に管理される側がいては血統に傷がつく、などと考えたんだろう」

「そうだろうな。だから俺おれも欄外になった」

「いや、もう三年生まれるのが遅かったらお前は欄外にはならなかった」

「……どういうことだ？」

　獣人管理官制度ができた当初は獣人同様、獣けもの使つかいも一族の者として認めていなかった。だがそんな一柳を出し抜くように、日本国内で覇権を握ろうとする対抗勢力が獣使いを戦力として取り込み、影響力を持ち始めた。劣勢を強いられた一柳は、ある時から一族の中に生まれた獣使いの存在を認める形に切り替えたのだという。

「その第一号が一柳厳げん斗とだ。やつはお前と同じで、一柳に生まれた獣使いだ」

「一柳の、獣使い……」

「今は外交官なんぞやってるようだが、前身は『獣人管理庁』の特殊部隊──俗に狩猟会ハンターズと呼ばれていた組織の出でだ。凶悪な獣人どもと渡り合ってきた、百戦錬磨の獣使いだよ。九く郎ろうの首根っこをふん捕まえて連れ帰るくらい、わけはないだろうな」

　面白くなさそうに鼻を鳴らす理事長。

「強いのか、その厳斗ってやつは」

「一柳厳斗は世界屈指の獣使いですよ。日本では国防の要かなめとして数えられてます。ガチでやりあったら、万に一つもご主人様に勝ち目はないですね……」

　青ざめた顔で告げるミア。

「理事長、九郎様はどうなってしまうのでしょうか。このまま、その一柳厳斗さんの言いなりになるより他はないのでしょうか」

　ノエルが心配そうな顔で理事長に尋ねる。

「……もうすぐここへ浮島警備隊ガーデイアンがやってくるだろう。厳斗が来島するまで九郎の身柄を確保しておく必要がある。私は立場上、お前を引き渡さないわけにはいかない」

「つまり今回は理事長も俺の敵、ってことか……」

「なぁんてな。私はお前のお姉ちゃんだぞ。敵に弟を売る姉などいるか」

　不安を払拭するかのように、理事長がニヤリと笑う。

「ということで、お前たちは今から行方不明になってもらうぞ」




　理事長に連れてこられたのは、地中奥深くに造られた浮島管理室の一角だった。

　浮島管理室とは読んで字のごとく、浮島を制御するために造られた施設だ。浮島管理室は浮島国家における最重要施設であり、外部の人間は立ち入り禁止だ。つまり厳げん斗とやその配下はどんな理由があっても入り込めない。

　その上、俺おれたちがいるのは理事長が他の元老院メンバーに秘密で造った緊急避難室パニツクルームだ。有事の際に身の安全を確保するための区画で、応接室に会議スペース、リビングにキッチン、寝室に浴場、スポーツジムにシネマルームと至れり尽くせりだった。

　また区画全体に二重の隔壁が備えられており、ノエルの爆発くらいなら余裕で耐えるのだという。食料庫には二週間分の食料や水が蓄えられていて、いざという時はここに籠城することも可能らしい。

　理事長は俺たちのために虎の子の隠し部屋をあてがってくれた。

「ありがたい話なんだけどさ、地中に閉じ込められてるって状況はぞっとしないよな」

「そうですか？　ミアは楽しいですけどね」

　昼食を終え、そそくさと部屋から出ていこうとするミアの襟えり首くびを捕まえる。

「おい待て、どこに行く気だ？」

「食後の散歩ですよ。ただ単にぐるっと施設を見て回って、ちょっとケーブルをいじったり隙すき間まに潜もぐり込んだり、端末をくっつけたりするだけです」

「いやそれ絶対ただの散歩じゃないよな!?」

「浮島管理室のセキュリティは軍事機密レベルでして。今まで一度も突破できなかったんです。ハッカーとしては好奇心がくすぐられるじゃないですかっ」

　ここに押し込められて唯一元気なのはミアだ。何やら楽しんでいる様子で微笑ほほえましい。やろうとしていることは決して褒められたものじゃないが。

「そういえば、この管理室はこのレオンティエラの動きを制御するための施設だと聞きましたけど、どのようにして浮島を制御しているのでしょうか」

　ノエルは不思議そうに首をかしげる。

「浮島の地中には『礎そ石せき』と言われる大量の魔ま素そを含んだ岩石が存在します。その礎石を中心にして地層が龍脈を作っていて、龍脈の流れをコントロールすることで浮島の動きを操作するそうですよ」

　大昔、世界各地で同時多発的に火山活動が起こった。その際に地脈の働きが乱れ、魔素だまりができた。この魔素だまりが岩石化したもの──それが礎石だ。

　礎石は莫ばく大だいな魔素を蓄えており、魔素の宿った岩石の根──龍脈を四方に伸ばし、巨大な岩盤を持ち上げた。これが浮島の起源だと言われている。

「不思議なお話ですね。以前に、魔ま素そは生命にしか宿らないというお話を授業で聞いたのですが、浮島では岩石に魔素が宿ったのですか？」

「まだ詳しくは解明されていないんですが、礎そ石せきは半生命らしいです。獣人の中でも特に力の強い竜種は、礎石と同質の力を宿しているとも言われていますね。つまり浮島は半分生き物で、ノエルさんの親戚みたいなものだってことですよっ！」

「わ、わたしと浮島は親戚なのですかっ」

　解説してドヤ顔を決めるミアに、素直に驚いてみせるノエル。

「で、浮島はどうやって操作するんだ？」

「馬を操るため鞍くらや手た綱づななど馬具を利用するのと同じように、浮島を操作するため専用の機器を利用します。まあコンピュータ制御の超巨大な魔装具なんですけどね。これが原子力空母並みのシステムでして、いやもう今から解析するのが楽しみで仕方ないっ」

「解析すんな！　お前のせいで浮島が落ちたらどうする気だ！」

「大丈夫ですって、浮島は元から浮いてるんです。そこに獣人たちが移り住んで、後から制御システムを組み込んだわけで。何もしなくとも宙に浮いてるものなんですから、そう簡単に落ちたりしませんよ。むしろ落とす方が難しいんです」

「それなら安心だ。でもハッキングはするなよ？」

「まーまーご主人様、そんな固いこと言わずにっ。ちょっとだけですからっ」

「ちょっとでもダメだっつの！　大人しくしてろ！」

「えー、そんなぁ～っ！」

　こいつ……目を離したら絶対やる気だ。監視しとかないと。

　と、その時。

『警告、浮島管理室に侵入を試みる者が現れました。第一警戒レベルに移行してください。これは訓練ではありません、速すみやかに第一警戒レベルに移行してください』

　けたたましい警報音が室内に轟とどろき、緊迫したアナウンスが場の空気を一気に冷やす。

「……警告？　もしかして俺おれたちを狙った襲撃か？」

「さあ、どうでしょうね」

　不安げにアナウンスが流れてくるスピーカーを見つめるミア。

「ど、どうしましょう、九く郎ろう様」

「とにかく、ロックドアを閉じて様子を見よう」

　緊急避難室パニツクルームの出入り口には、銀行の金庫室に備えられているような分厚い鋼鉄の扉──ロックドアが控えている。これを閉じれば滅めつ多たなことでは破れない。

　なおも流れ続ける緊急放送の中、俺はロックドアの起動ボタンを押した。
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「……ったく、このクソ忙しい時に警報なんぞ鳴らしおって、どこのアホだ」

　鈴すず鹿かは苛立たしげに声を荒らげ、地下通路を足早に辿たどる。

　九く郎ろうの所在を隠匿するため偽装工作を行い、ようやく一いち柳やなぎ厳げん斗とを出迎える準備も整ってきた。そうした合間を縫い、昼食にありつこうとした矢先に警報が鳴り出した。

「これが誤報だったら担当者は火あぶりだな……！」

　剣けん吞のんな独り言を呟つぶやきつつ、鈴鹿は浮島管理室の入り口へと向かう。

　百ひやく獣じゆう学園は浮島のほぼ中央に位置している。そのため地下一五〇〇メートルに造られた浮島管理室へ続くエレベータは学園の敷地内にあった。学園の治安は学園自警団ビジランテによって守られており、一種の治外法権を有している。そのため警備警察の機能を持つ浮島警備隊ガーデイアンは手が出しにくい。九郎を匿かくまうにはうってつけの場所だった。

　浮島管理室へ続く唯一の入り口、エレベータルームへ近づくと──怒声や悲鳴、破壊音や炸さく裂れつ音といった派手な音が聞こえ始めた。

「へえ、どうやら本当に侵入を試みる者がいるらしい。ちょうどいい、イライラしていたところだ。私が直々に相手をしてやろう」

　拳をゴキゴキと鳴らしてエレベータルームへ足を踏み入れる。

　部屋は二階層分の吹き抜けで、エレベータを中心に半径二〇メートルほどの広大な待まち合あいスペースがある。侵入者の姿はそこにあった。

「そこをおどきなさいなっ！　わたくしはクロウに会いに行かなければなりませんの！　今のわたくしは手て加か減げんなどできませんわよっ!!」

「……何をやっているんだ、あのバカは」

　鈴鹿は額に手を当てる。

　人魚のような足と天使のような羽を持ち、金髪をたなびかせ、応戦する警護班を相手に空中から水弾や空気弾でなぎ倒す、シルヴィ・ユリリエントの姿があった。

「理事長、来ましたわねっ！　何も知らないふりしてよくもまあぬけぬけと『私も九郎を探している』などと言ってくれたものですわ！　もう全部お見通しなんですのよ！」

　警護班を倒し終えたシルヴィは、腰に手を当てて鋭するどい視線を鈴鹿に送る。

「どうやって九郎の居場所を突き止めた？」

「まずは学園自警団ビジランテと浮島警備隊ガーデイアンの友人にお願いをして、監視カメラによる映像の精査を行いましたわ。その結果、九郎たちは学園から出ていないことを突き止めたんですの。後は狼獣人ワーウルフの友人に嗅覚追跡スニツフイングをしていただいたら簡単に居場所がわかりましたわ」

「はあ、やっぱり匂いを完全に消すのは無理があったか……」

　一部の獣人は嗅覚が非常に優すぐれており、犬や熊を上回る能力を持つ。さらに匂いに特化した獣技ゾイオンを持つ者もおり、専門の訓練を受けた嗅覚追跡者スニツフアーは一千万人の異なる体臭をかぎ分け、三キロ離れた場所に落ちた汗の一滴まで感知することができる。

　これに対する欺ぎ瞞まん工作も行っていたが、徹底するには多くの手間と時間を要する。急場しのぎではやはり限界があったようだ。

「ただ……色々と調べたのですが、どうしても一つだけわからないことがありますわ」

「一つだと？　他は全部わかるとでも言うのか？」

「ええ、大体のことは」

　わかりやすく挑発する鈴すず鹿かに対し、余裕の笑みを浮かべるシルヴィ。

「クロウが指名手配されているのは島外退去が決まったにも拘らず、身柄の拘束を恐れて逃亡しているから……ということになっていますけれど、本当は近く来島する一いち柳やなぎ厳げん斗とという日本の外交官にクロウの身柄を引き渡すことになっているから、ですわよね。そして理事長は、彼からクロウを守りたくて浮島管理室に匿かくまっている、そうでしょう？」

「お前……どこでそれを」

　予想していなかったシルヴィの発言に、鈴鹿は内心で驚く。

　島外退去はともかく、一柳厳斗の来訪は元老院のメンバーと浮島警備隊ガーデイアンの高官しか知らされていない。一介の学園自警団ビジランテがタッチできる情報ではないのだ。

「わからないのは、どうして理事長がクロウに肩入れをするのか。クロウの逃亡を幇ほう助じよ、おまけに隠蔽工作なんて、どう言いつくろっても背任罪は免れませんわ。明るみに出れば元老院の椅い子すを失うでしょう。そこまでしてクロウを守る理由は何ですの？」

「……どうやらお前のことを見くびっていたようだ、シルヴィ」

　鈴鹿は半身で立ち、拳に力を込める。

　なぜシルヴィが学園自警団ビジランテをやっているのか、今まで疑問だった。

　鈴鹿は学園のトップであり、学園自警団ビジランテの能力や学力は全員把握している。シルヴィは直情型で猪ちよ突とつ猛もう進しん、地に足の着いた調査は苦手だと思っていた。

　だが、こいつの嗅覚と直感は本物だ。現職の捜査員にも勝るものを持っている。

「わたくしの熱意と能力をご理解いただけたなら話は早いですわ。わたくし、どうしてもクロウに会って話したいことがありますの。理事長でしたらこの先へ案内していただく権限がありますわよね？　わたくしを通していただければ、お互い傷つくことなく無事に目的を果たせると思いますけれど、いかがかしら？」

　口角をつり上げるシルヴィに、鈴鹿は思わず吹き出す。

「お前、面白いな。理事長を恫どう喝かつする気か？」

　こともあろうにシルヴィは、理事長である自分を脅迫している。自らの要求を飲まなければ、あなたに不都合な情報をばらまくぞ、と。

「どう受け取っていただいても構いませんわ。通していただけるんですの？」

「ダメだ、と言ったらどうする」

「わたくしはやると決めたことは絶対に曲げません。クロウに会うと決めた以上、全ての障害を排してでも罷まかり通るまでですわ！」

　片手に空気弾、もう片方に水弾を創り出して鈴すず鹿かに対たい峙じするシルヴィ。

「いい覚悟だ。かかってこい」

　鈴鹿は不敵な笑みを浮かべ、臨戦態勢を取った。
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　侵入者が現れた、というアナウンスとともに鳴り続けていた警報が解除された。

　どうやら侵入者は無事に排除されたらしく、先ほどからその旨を伝えるアナウンスが流れている。静けさを取り戻し、ようやく人心地ついた。

「なあ、さっきの侵入者ってやっぱり厳げん斗との手下だと思うか？」

「いやあ、違うんじゃないですかねぇ」

　俺おれの背中に張りつき、腕立て伏せのウェイト代わりを務めていたミアが答える。

　俺たちは隠いん遁とんの身で学園には行けない。できることと言えば身体からだがなまらないよう基礎鍛たん錬れんをくり返すことくらいだった。

「このタイミングで強行突破がバレたらレオンティエラに来られなくなるじゃないですか。そしたら何のために外交ルートで来島する手はずを整えたんだって話になります」

「そりゃ、そうだっ」

　二〇〇回を超えたあたりで腕立て伏せを終え、立ち上がる。

「ですから襲撃するなら来島した後でしょうね。注意した方がいいですよ、ご主人様」

「ああ、気をつける。腕立て伏せは終わりだ。ミア、もう降りていいぞ」

「まあまあ、そんなこと言わないでくださいよ～。ご主人様って細身なわりに筋肉質で、触れてるとすごく気持ちいいんですよね～」

　ミアは俺の背中に張りついたまま降りようとしない。

「お前、ちょっ……身体をまさぐるなっ」

「はあぁ～、ご主人様の汗がミアの身体の一部になっていきますぅ♪」

「やめろキモいわ!!」

　振りほどこうとするも、ミアは粘性を発揮して俺の身体に張り付いてくる。身体に密着したスライムを引きはがすのは本当に難しいのだ。

　そんな感じでドタバタやっていると、インターホンが鳴った。

　この部屋の入り口には自動で施錠される二重のドアが設置されている。一つは通常のドアで、もう一つは先ほど利用した鋼鉄製の分厚い扉──ロックドアだ。どちらも内側からしか開けられない仕組みになっている。

「ほら、誰か来たぞ。早く離れろっ」

「はいはい、どなたですかね」

　にゅるりとミアが離れ、インターホンに出る。

『……私だ。開けてくれ』

　ディスプレイに映ったのは理事長だった。ミアが鍵かぎを解除して理事長を招き入れる。

「よう、理事長。どうしたんだ、疲れた顔してるな」

「ダメだと言ったんだが説得に応じなくてな。仕方ないから連れてきた」

　連れてきたって、誰を。そう尋ねようとした矢先。

「……クロウ、会いたかったですわっ!!」

　何かが理事長の陰から飛び出し、激しくぶつかってきた。

「なっ……んぐ、んんんっ……!?」

　端正な顔立ちに流れるような金色の髪──シルヴィだった。

　なぜかいきなり俺おれの首に腕を絡ませ、強引に自らの唇を俺に押しつけてきている。

「お、おい……シルヴィ、まっ……」

「んふぅっ、ちゅっ……んぁ、はんんっ……ちゅぷっ、くふぅっ……！」

　倒れる俺にのしかかり、さらに腕と唇を絡ませてくるシルヴィ。

　熱く柔らかいシルヴィの唇は、もう離れまいと一心不乱に俺の唇へと吸いつき、口内に舌まで侵入させてくる。あまりに情熱的、かつ突然のことでわけがわからない。

「さっきの侵入者はこいつだ。九く郎ろうの居場所を嗅かぎつけて暴れてやがった。楯たて突ついてくるからブチのめしたんだが、何度やられても治ち癒ゆして立ち向かってくるんで、さすがに面倒くさくなった。ということで後始末は任せたぞ……って聞いてるのか？」

「聞いっ……んぐ、ちゅぷっ……」

「ったく、いきなり姉の前でキスしやがって。見てるこっちのが恥ずかしいわっ」

　などと言いながら去っていく理事長を、何も言い返せずに見送る。シルヴィのキスに口を塞がれ、満足に息もできない状態だった。

「んはっ、くぅんっ……クロウ、クロウっ、会いたかったですわっ……！」

　押し倒された俺はシルヴィに上から抱きすくめられ、なすがままに唇を吸われている。なぜシルヴィが危険を承知で会いに来たのか、どうしてキスをしてくるのか、何一つ状況がわからなかった。

「お熱いですねぇ。まるで肉食獣にむさぼられる草食動物みたいですよ、ご主人様」

　そんな俺とシルヴィを、側そばにいたミアが白い目で観察している。すごく恥ずかしい。

「し、シルヴィっ、落ち着けっ……まずは話をっ……」

「はふっ、んちゅうっ……んぐっ、クロウ、ううっ、ふええぇぇんっ！」

　キスしてきたと思ったら、今度は泣き出した。

「ちょっ……はあぁっ!?　おいシルヴィ、お前何なんだよっ!?」

「だって、だってぇ、わたくしを置いていなくなるんですものっ、ひどいですわぁっ！」

　シクシクと泣くシルヴィ。彼女をなだめるのに、たっぷり三〇分ほど要した。




「すみません、取り乱しましたわ……」

　ノエルに用意してもらった紅茶を飲んで、ようやくシルヴィが大人しくなった。

「おう、そうだな。壮そう絶ぜつに取り乱してたな」

「再会した一秒後にはキスシーンですからねぇ。どんだけ発情してるんですか」

「うう、羨うらやましいです。わたしもまた九く郎ろう様と……ぽっ」

　ノエル、どさくさに紛れてなに言ってるんだ？

「んああぁ～っ、もう言わないで！　思い出しただけで顔から火が出ますわ～っ！」

　頭を抱えて悶もん絶ぜつするシルヴィ。俺おれとしてもできればそっとしておきたかったが、理事長から後始末を任されている。キスも含めて諸もろ々もろの事情を聞かなければ。

「で、シルヴィ。どうしてこんなとこまで来たんだ？」

「クロウに会って話がしたかったからですわ」

「話がしたい……って、それだけの理由で浮島管理室に侵入しようとしたり、鈴すず鹿かさんを相手に暴れたりしたんですか？　よく死にませんでしたね」

「三度ほど死にかけましたわよ。でもまあ治ち癒ゆ術が使えますので。わたくし、やると決めたことは必ずやり通す主義なんですの」

　呆あきれるミアに、シルヴィは涼しい顔で答える。まさに猪ちよ突とつ猛もう進しんだった。

「クロウたちがいなくなって、わたくし色々と調べましたの。クロウのこと、一いち柳やなぎ厳げん斗とのこと、そして理事長のこと。その上で、どうしても伝えなければならないことがあって、ここまで来ました」

　シルヴィは顔を赤らめつつ、はっきりと俺を見据えて告げる。

「クロウ、わたくしはあなたが好きです。クロウたちに置いていかれて自覚しましたわ。このままお別れは絶対に嫌だと。どうしてもこれをクロウに伝えたかったのです」

　シルヴィは俺の手を取り、ぎゅっと自分の胸のうちに抱き込む。

「……それを伝えるためだけに、ここへ来た？」

「はい、そうですわ」

　胸に押し抱かれた俺の手には、シルヴィの熱い鼓動と、基点ドグマが伝わってくる。

　シルヴィの基点ドグマは『敦とん厚こう』──信じることを決して恐れず、誰よりも誠実であろうとすること──だった。猪突猛進だと思っていたそれは、己の信念を貫かんとする強い意志と、どんな結果も受け止める底なしの覚悟を意味していた。

「シルヴィ……」

「クロウ、あなたが一いち柳やなぎの名を捨てて鏑かぶら城ぎを名乗った理由も今はわかりますわ。あなたが何を志し、何を求めているのかも。平等を求めるあなたが獣けもの使つかいだなんて、皮肉なものですわね。でも、だからこそあなたは世界一の獣使いになれる」

「一からそこまで調べたのか……？」

「ふふ、随分と骨が折れましたわ。でも、少しもつらいとは思いませんでした」

　口で言うのは簡単だが、その労力は半端ではなかったはずだ。しかしシルヴィは諦めずにやってのけた。そうして全てを知った上で、理事長に刃向かってここまでやってきた。俺おれに会って好きだと伝える、ただそれだけのために。

「これから、どうするつもりなんだ？」

「さあ、わかりませんわ。わたくしはこの気持ちをクロウに伝えたい、その一心でここまで来ただけですもの。後のことは何も考えていません」

　ほがらかに笑うシルヴィ。

　見ようによっては考えなしの馬鹿な行いかもしれない。でも、何の下心もなくここまで純粋に自分の気持ちを貫く人間を、俺は今まで見たことがなかった。

「強いて言えば、わたくしが一番得意な料理をクロウに食べていただきたいですわ。クロウにおいしいって言ってもらえるかわかりませんけれど……頑張りますから、ね？」

　恥ずかしそうにはにかむシルヴィ。

　それは、シルヴィと従者の話をした時に俺がした約束だった。

　どれだけ彼女が俺のことを考えてくれているのか、今のでわかった気がした。

「……なあ、シルヴィ。今もまだ俺の従者になりたいって思ってるか？」

「もちろんですわ、クロウ」

　シルヴィの心には一点の濁りもなく、清らかな水のごとく澄んでいた。彼女は言葉通りのことしか考えていない。基点ドグマが読み取れる俺には、それがわかってしまうのだ。

　そんな一途な思いをぶつけられて、黙っていたら男じゃない。

「なら、俺の従者になってくれないか？」

「い、いいんですの？　わたくしをクロウの従者にしてくれるんですの!?」

「ああ、お前さえよければ。俺の側そばにいて欲しい」

「嬉うれしいですわ……クロウっ……！」

　シルヴィは瞳ひとみをうるませ、胸元にあった俺の手を自分の頰ほおに当てる。

　その途端。

「きゃあぁっ……!?」

　猛烈な光が辺りを包み込む。

　甲高い音が鳴り響き、気付いた時には。

「……な、今のは何ですの？」

　シルヴィの手首に、楔紋ギアスの刻まれた黄金色に輝くブレスレットが現れていた。

「シルヴィさん、腕に証が現れましたよ！」

「えっえっ、証って？　な、何ですの、この腕輪はっ!?」

「おめでとうございます、シルヴィさんも九く郎ろう様の従者になられたのですね」

　黙って様子を見守っていたノエルも嬉うれしそうな声を上げる。

「本当に？　それはつまり、クロウがわたくしのことを従者として、側そばにいていいよって認めてくれた証ということなんですのね……？」

「そうだよ。よろしくな、シルヴィ」

　シルヴィの目から雫しずくがこぼれ落ちる。

「……ありがとう、クロウ。わたくし、今日ほど自分を誇らしく思えた日はありませんわ。これからよろしくお願いします、皆さんっ」

　濡ぬれた頰ほおを手のひらで拭ぬぐい、シルヴィは満面の笑みを浮かべた。
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「それで、このブレスレットは何なんですの？」

　自分の手首に現れた黄金の腕輪を、ためつすがめつ眺ながめるシルヴィ。

　シルヴィの興奮が収まり、人心地ついた後。理事長に彼女が従者になったことを伝え、夕食後にシルヴィを迎えるささやかなお祝いをしていた。

「ご主人様の従者になった証、楔紋ギアスですよ。しかも透けてないってことは一気に侶りよ伴はん階位まで進んだってことですね」

「侶伴……？　ということは、わたくしとクロウは夫婦ってことですの!?　きゃあ～っ、クロウと結婚だなんてそんな～っ！」

「待て待て！　そういう名前ってだけで、実際に夫婦ってわけじゃ！」

「夫婦ですよ」

　ノエルがニッコリと笑って肯定する。

「え？　いやだから、それは便宜上であって……」

「夫婦ですよね？」

　ノエルはカルディアの指輪が嵌はまっている指を撫なでながら断言した。

「ということは、わたくしもクロウの奥さんってことで確定ですわねっ!?　やりましたわノエルさんっ！　わたくしもクロウと夫婦ですわ～っ」

「よかったですね、シルヴィさんっ」

　ノエルとシルヴィは互いに手を取り、きゃっきゃと喜び合う。

「ご主人様、強硬に妻と言い張る二人が凄すさまじいお花畑を展開してますが」

「もう好きにしてくれよ……」

　抵抗する気力がなくなり、ソファで突っ伏す。

「それにしてもシルヴィさんはすごいです。揺よう籃らん階位を飛ばして、いきなり侶伴階位に達してしまうなんて。わたしの時は色々と大変だったのですが……」

「ノエルさんは隠し事をしてたり裏に別人格があったりしましたから。それと比べてシルヴィさんは単純ですからね。疑うたがう余地がないんですよ」

「ちょっとミアさん、言い方に何か悪意がありませんこと!?」

　口をへの字に曲げるシルヴィ。でも理屈はわかるような気がする。

「その点、ミアは複雑ですからねぇ。人を謀ることにかけては右に出るものはいません」

「自画自賛すんな。そんなんだから従者にできないんだろ」

　ミアとはあれから何度か試しているが、未いまだに楔紋ギアスは現れていない。

「ふふん、ミアさんを追い越してわたくしが先に従者になってしまいましたわっ」

　夕食時、シルヴィは「今日こそみんなに食べて欲しい」と言って特製グラタンを作り、俺おれたちに振る舞ってくれた。おいしかったと褒めまくったら感激したらしく、シルヴィは先ほどから俺にまとわりついて離れない。

「あ、あのさ、シルヴィ。嬉うれしいのはわかったから、ちょっとだけ離れようか」

　ふくよかな胸が当たるのも構わず、ぐいぐいと自分の身体からだを寄せてくるシルヴィ。

「いいえ、離しませんわ。わたくしはもう遠慮したり、恥ずかしがったりしません。これからはクロウから離れないで済むよう、ありのままの姿をクロウにお見せするって決めたんですの。ね、いいでしょう、旦那様っ」

　キラキラとした瞳ひとみで、俺の顔を間近から覗のぞき込んでくる。勝ち気な雰ふん囲い気きのシルヴィが信頼しきった顔で俺の肩に頭を預け、好き好きオーラ全開でくっついてくるのだ。嬉しいやら照てれくさいやらで色々とたまらなかった。

「うう、シルヴィさんが羨うらやましいです……」

　シルヴィにいいポジションを陣取られ、指を咥くわえるノエル。

「これからはノエルさんにクロウを独り占めはさせませんわよ。ノエルさんがクロウの隣で寝るなら、わたくしもクロウと一緒に寝ますからそのおつもりでっ」

「はい、それでは今日から三人で寝ましょう」

「勝手に同意すんな！　よく考えろ、シングルベッドで三人も寝られると思うか!?」

「そんなの、ベッドを二つ合わせて使えばいいだけですよね」

「いいアイデアですわ、ミアさんっ」

「ばっ、余計なこと言うんじゃねーよ、このゲル状生物がっ！」

「ひどっ！　スライム差別ですよご主人様！」

　その夜。俺は従者となった二人に両腕を抱えられる形で寝る羽目になった。

　たまには普通に寝かせてくれ……。
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「おはようございます。昨夜はお楽しみでしたね、ご主人様っ☆」

「……ミアぁ、俺にケンカ売ってんのかっ」

　朝方まで眠れず目の下にクマを作っている人間を満面の笑顔で煽あおるとはいい度胸だ。

「別にいいじゃないですの、どうせやることはないのでしょう？」

　朝食を食べている最中にも拘らず「ここが定位置っ」と言わんばかりに俺の腕にすがりついてくるシルヴィ。朝からベッタベタだった。

　これまで表面上は一応ツンデレをやってたのに、まさかここまで豹ひよう変へんするとは……。

「ご飯も食べてくださいね、九く郎ろう様。おいしいですよ、はい、あ～ん」

「い、いやノエル、飯は自分で食べるから」

「ずるいですわよノエルさんっ、ほらクロウ、わたくしのも食べてくださいなっ」

「だ、だから自分で……」

「うう～、九郎様っ、先にわたしの方をっ」

「わたくしの方が先ですわ、クロウっ」

　左右からスプーンを押しつけてくるノエルとシルヴィ。もう限界だ。

「み、ミア、助けろっ！」

　二人の間から抜け出し、ミアの後ろに隠れる。

「スライムより立場が弱いとか人としてどうなんですか。イヤならイヤって言わないと、後でもっと大変なことになりますよ？」

「それはわかってるけど、厳しく言うとノエルがな……」

　ほら、もう何か泣きそうな顔してるし。

「九郎様……もしかして、わたしたちのことが嫌いになったのですか？」

「ひどいですわぁ、側そばにいていいって言ったのにぃ……」

「はあ、ご主人様のせいで朝食がお通夜ムードです。早く何とかしてください」

「俺おれの味方はいないのかぁ───っ!?」

　よく考えたら……いや、よく考えなくても気付いた。

　俺、ハーレム王の素質ない。

　これ以上、人数が増えたら心労で早死にする。二人目にして早くも挫折しそうだ。

「まったく、仕方ないなぁ……ノエルさんもシルヴィさんも、ちょっと聞いてください」

　俺と二人の間に入って話を始めるミア。

「みんなで楽しくイチャラブして青春を謳おう歌かするのもいいんですけどね。獣けもの使つかいは従者が増えれば使える獣技ゾイオンも増えます。ですから厳げん斗とが来る前にシルヴィさんの獣技ゾイオンを使いこなせるよう訓練した方がいいと思うんですけど、ご主人様はどう思います？」

　こちらを向き、こっそりとウィンクをするミア。助け船を出してくれたらしい。

「み、ミアの言う通りだ。朝食後にさっそく訓練しよう！」

　改めて実感した。従者じゃなくても、ミアは俺にとって不可欠な存在だ。




　浮島管理室の近辺にはいくつもの天然洞窟が存在する。その一部を加工して造り上げたトレーニングルームを貸し切り、まずはシルヴィと訓練をすることにした。

　部屋は巨大なドーム状になっており、端から端まで一〇〇メートルほどある。この大きさなら、ちょっと暴れたくらいじゃビクともしないだろう。

「うふふ、二人きりですわね、クロウっ」

「ラブラブオーラ出すな。訓練を始めるぞ」

「ぶぅ～、クロウはいけずですわ。少しくらい二人の時間を楽しんだっていいと思うのですけれど。まあいいですわ、何から始めるんですの？」

「まずはお前の獣技ゾイオンを全部見せてくれ。攻撃系は俺おれに仕掛けてきていいぞ。ダメージは負わないから全力でやってくれ」

　シルヴィはどんな獣技ゾイオンが使えるのか。見せてもらわないことには始まらない。

「わかりましたわ……っと、その前に」

　シルヴィは、もそもそと自らのスカートの中に手を入れる。

「な、なにしてるんだ？」

「わたくし、脱がないと変身ができませんの……」

　すらりと伸びた足の間、白い布が降りてくる。シルヴィのパンツだった。

「おまっ!?　な、なに人前で脱いでるんだよ!?」

「だ、だってわたくしはクロウの従者ですからっ、わたくしの全てはクロウのものですし、恥ずかしいところも全部お見せしたいんですのっ」

　いやだからって目の前で脱衣シーンを見せつけなくても……！

「クロウ、これ……いります？」

　シルヴィは、脱ぎたてのパンツを俺に差し出してきた。

「いるかよ！　お前は俺を何だと思ってるんだ！」

「でも以前にわたくしのパンツをお持ち帰りしましたわよね。ですから、パンツがお好きなのかと思ったのですけれど……違うんですの？」

　イグナスと一緒に激辛担たん々たん麵めんを食いに行った時のことだ。

　どうやらしっかりと覚えていたらしい。

「いいから、パンツはいらないから！　早くそれしまって、お前の獣技ゾイオンを見せてくれ！」

「本当にいらないんですの？　無理しなくていいんですのよ？」

　ええい、可哀かわい想そうな人を見るような目を向けてくるな。

　未練を断ち切り、パンツを断る。

「そうですの、わかりましたわ。では気を取り直して、いきますわよっ！」

　シルヴィの身体からだが宙に浮き、足が魚の背びれへと変化した。

「わたくしの操る獣技ゾイオンは二つに大別できますわ。一つめは空気を操る力。これを駆使することで空を飛ぶことができますの！」

　猛烈な風が巻き起こり、シルヴィの身体が急上昇を始めた。そのままドームの天井まで上昇し、ぶつかる寸前で急旋回。ドームの形に沿って高速で回転飛行を始める。












「二つめは水を操る能力。こちらがわたくしの起源に近い力ですわっ！」

　空中で制止したシルヴィは手の内に水の塊を創り出し、凄すさまじい速度で打ち出す。地面に着弾すると爆発音が轟とどろき、大きな穴が穿うがたれた。

「水は見た目の印象以上に重量がありますの。たとえば一立方メートルの水を創り出せば、それだけで一トンの重量があるんですのよっ！」

　言うなり、自分の身体からだと同じ大きさの水球を創り出すシルヴィ。

　と、今度は俺おれに向かって一直線に水球が飛んでくる。そのスピードは凄まじく、かろうじて避よけられるかどうか。だが今回は避けずに真っ正面から受ける。

「ぐうぅっ……!?」

　当たった衝撃で身体が大きく後方へ飛んだ。

　問い、一〇〇メートルの高さから水に飛び込むと人間はどうなるか。

　答え、ほぼ確実に死ぬ。相対速度が上がると水はその粘性によってコンクリート並みの硬さへと変化する。高速で投げつけられた水は、同じ質量の石とそう変わらない。

「だ、大丈夫ですの……？」

「ああ、この程度、イグナスやレオーネに対たい峙じした時と比べれば何でもない」

　ふらつきながらも立ち上がる。

「じゃあ最後に一つ、傷つかないクロウには必要ないかもしれませんけれど……」

　シルヴィは俺おれの身体からだに寄り添い、目を閉じる。

　すると、キラキラと光る粒子が俺の身体の周りに現れ始めた。

「これは治ち癒ゆ術ですわ。わたくしも理屈はわからないのですけれど、こうして念じることによって対象の傷を癒すことができますの」

「そういやエウリンに石化光線を食らって泣きながら治してたな」

「は、恥ずかしいことを思い出さないでくださいましっ」

　バシバシと背中を叩たたかれた。

「とにかく、これでわたくしの獣技ゾイオンは全部ですわ。どれから覚えますの？」

「んー、そうだな。とりあえずは空を飛んでみるか」

　シルヴィの能力のうち、もっとも汎用性が高いのは飛行能力だろう。

「ふふっ、そう来ると思いましたわ。ですが考えが浅はかですわよ、クロウっ」

「お前、従者になっても煽あおりはそのままなんだな」

「はっ!?　く、クセでついっ……許してくださいまし～！」

　顔を赤くしてモジモジするシルヴィ。いじった時の反応はかわいい。

「で、ですが飛行は今まで見せた中で一番制御が難しいんですのよ。あれこれ言うよりも試してみた方が早いですわ。まずは足の周囲、前後左右に対して均等に下向きの風を創り出してみてくださいな」

「おう、わかった」

　シルヴィとのリンクを辿たどり、固有振動を読み取って獣技ゾイオンを把握。脳内のイメージを出力するように風を編み、足から風を送り出す──

「おっ……おおっ、浮いっ……!?」

　足が地面から離れた、と思った刹せつ那な。

　身体がぐるんと一回転し、顔から地面に激突した。

「ぷっ、うくくくっ、あはははははっ、やっぱりそうなりましたわねっ」

「いっってえええぇっ……」

　推力が足、重心が腰にあるので、ちょっとでも足を曲げると一気に身体が傾いて反転してしまう。シルヴィが言った通りで、確かにこれは難しい。

「空中で姿勢を保つためには微に入り細を穿うがつがごとく風を操らなければなりませんわ。わたくしですら自在に飛べるようになるまで五年かかったんですのよ。一朝一夕で飛べるようになるとは思わない方がいいですわね」

「いや、そんなに時間はかからないと思う。今ので何となくコツは摑つかんだ」

「強がりを言って、負けず嫌いなんですのねぇ」

　うぷぷぷ、といやらしく笑うシルヴィ。こいつ……見てろよ。

　再び力を解放し、風の力で身体を押し上げていく。途中、バランスを崩しかけたが何とか持ち直す。耐えること数分、どうにか身体からだを垂直に持ち上げることができた。

「よっ、と……とりあえずは最初の段階はクリアだな」

　さっきは足だけに推力を持たせたからバランスが取りづらかった。そうではなく、身体全体を包み込む円柱をイメージすればさほど苦労せずに姿勢を制御できる。

「ちょっ、なっ、そんな簡単に獣技ゾイオンの使い方が理解できるものなんですの!?」

「ま、コツさえ摑つかめればな。それじゃ次は飛行だ」

　ドームの天井近くまで浮き上がり、身体を傾けてゆっくりと飛び始める。

　徐々に速度を上げ、急旋回、きりもみからの急制動。一〇分後には一気に発展させて空気の壁で身体をバウンドさせての無制限軌道も体得した。

「よし、飛ぶのはオッケーだ。次はちょっとトリッキーなことをしてみるか」

　地へ足を着け、体たい捌さばきと飛行を組み合わせてみる。

　今までは慣性に負けて身体が流れてしまうところも、空気の力で制動をかければ、あり得ないほど鋭するどい切り返しができる。初見でこれを避よけられるやつはまずいないだろう。

　さらに圧縮空気の力を乗せてパイルバンカーのように自分の拳を打ち出せば、筋力以上の力をパンチに込めることができる。

「シルヴィ、これ面白いな！　獣じゆう巴は拳けんと組み合わせるとすごく使えるぞ！」

「す、すごいですわね……あっという間に既存の技術との応用までやってのけるなんて。獣けもの使つかいはみんな、こんなものなんですの？」

「他の獣使いを知らないから何とも言えないけど、こういうのは得意なんだ」

　生身の人間が獣人に打ち勝つためには、相手の獣技ゾイオンを理解することが何よりも大切だ。だから獣人と戦う時は命がけで相手の基点ドグマを読み取り、相手の手のうちを読む。

　だが、ただの人間が獣人に打ち勝つにはそれだけでは足りない。獣人を超えるには自らの肉体を極限までコントロールすることが必要だった。

　相手の獣技ゾイオンを知ること、そして自らの肉体を制御すること。

　この二つは俺おれにとって生命線であり、だからこそ誰よりも努力を続けてきた。

「その経験が役に立ってるんじゃないか」

「むう、それではわたくしが教えられることが何もありませんわ。せっかく手取り足取りお教えできると思っていましたのに……」

　がくりと肩を落とすシルヴィ。何だかちょっと可哀かわい想そうだった。

「よし、じゃあ気分を変えて鬼ごっこでもやってみるか。飛行能力を使ってな」

「あら、面白そうですわね。いいですわ、受けて立ちましょう！　十年以上も飛び続けているわたくしの実力、思い知らせて差し上げますわっ！」

　途端にシルヴィが生き生きし始めた。

「最初は俺が鬼でいいか？」

「あら、それだと一度も交代できませんわ。最初から最後まで鬼のままですわよ？」

「大した自信だなオイ。後で吠え面かいても知らないぞ」

「ふふ～んだ。もし一度でもわたくしに触れることができたら、地べたに頭を擦りつけて土下座をして差し上げますわっ！　さあ、来なさいっ!!」

　シルヴィは意気揚々と飛び上がり、俺おれを見下ろして叫んだ。




　鬼ごっこを始めて、一時間後。

「うっうっうっ、申し訳ございませんでしたわぁ～っ」

　シルヴィは涙目になりながら、土下座して地面に頭を擦りつけていた。

「い、いや、いいから。土下座しなくていいから！」

「ダメですわっ、たとえ恥辱にまみれようとも約束は約束、口にした言葉を違えるなど人としてあってはならないことなのですっ」

「わかったって。でも、もう十分だ。ほら、顔を上げろよ」

　シルヴィの手を取って立ち上がらせ、額についた土を払ってやる。

「くすん、クロウは優しいんですのね……」

「お前のそういう約束を大だい事じにするところ、けっこう好きだぞ。実直でさ」

「わ、わたくしのことが好きなんですの？　ふふ、嬉うれしいですわっ」

　すぐに機嫌を直し、微笑ほほえむシルヴィ。お前、チョロすぎるだろ。

「それにしてもクロウ、鬼ごっこの終盤はわたくしよりスピードが出ていましたわよね。この狭いトレーニングルームであんなに速く飛んでも壁にぶつからないなんて、一体どういう離れ業を使ってるんですの？」

「ああ、あれは気圧の差を利用するんだよ。推進方向の気圧を下げるんだ」

「ふあぁ？　気圧を下げる……ですの？」

　空気は気圧の高いところから低いところへ流れる。最初はシルヴィの能力で空気を増幅させて気圧を上げ、それを一定方向に流すことで推力を得ていた。だがシルヴィの獣技ゾイオンはただ空気を増幅させるだけ、なんて単純な能力ではない。

　この獣技ゾイオンの本質は流動体創生操御フルイド・フラクチユエート──水や空気といった流動体を自由に増減させ、意のままにコントロールできる能力なのだ。

「お前の獣技ゾイオンは増幅もできるけど減少させることもできるんだよ」

　手を中空に掲げ、シルヴィの能力を解放。瞬く間に氷の剣が手のうちに生まれた。

「は、はあぁっ？　何ですの、氷でできた剣っ!?　まさかわたくしの能力でこれを？」

「そうだよ。シルヴィが何もないところから水を創り出せるのは、空気中の水蒸気を増幅して水を生成できるから。そうやって創った水を剣の形に整形してから、次に剣の周囲の空気を一気に膨張させて気圧を急激に下げる。すると温度が下がって水が氷になる」

「ど、どうして気圧を下げると氷になるんですの？」

「空気は膨張するとき温度が下がるんだよ。で、低温になった空気を増幅させてまた膨張、っていうのを繰り返せば温度が下がる。クーラーや冷蔵庫と原理は同じだな」

　逆の手順を辿たどれば、凄すさまじい高温を創り出すこともできるだろう。この理屈がわかれば、シルヴィの能力は途と轍てつもなく応用範囲が広い。

「た、たった一日で人の獣技ゾイオンをそこまで使いこなすなんて……。クロウ、あなた一体どれだけ器用なんですの？」

「言っただろ、コツを摑つかむのは得意だって」

　ニヤリと笑ってみせると、シルヴィは目をキラキラと輝かせ始めた。

「格かつ好こいいですわ、クロウっ！　ますます好きになってしまいますっ！　やはりクロウはわたくしの見込んだ男ですわね。もう、好き好き、大好き～っ！」

　シルヴィは俺おれの胸に顔をうずめ、ぎゅっと抱きついてくる。

「クロウ、もう訓練はおしまいにして、二人きりで愛を語らいましょう？」

「い、いやいや、次はレオーネの獣技ゾイオンをだなっ」

「レオーネさんは明日でも大丈夫ですわ。ですから今は、クロウと二人でっ」

「ばっ……おまっ、変なとこ触るなっ」

　何とかシルヴィを振りほどき、飛行能力を使って空へと逃げる。

「む～、なぜ逃げるんですの？　あ、わかりましたわ。今度は恋の鬼ごっこという趣向ですわね。ふふっ、負けませんわよ～っ☆」

「なにを言っとるんだお前はっ!?」

　その後。ミアが呼びに来るまで、恋の鬼ごっことやらが三時間ほど続いた。
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　砂さ塵じんを飛ばしながらティルトローター機が舞い降りてくる。

　定刻一〇時、浮島警備隊ガーデイアンが管轄する軍用空港に鈴すず鹿かとクリスティはいた。

「……ふん、来やがったか」

　鈴鹿は出迎えに並んだ面々を流し見る。こちら側の外交官と向こうの大使館職員が十名ほど。少し離れた位置に元老院メンバーの一人、クルーグス・ヒラギがいる。

「やはり、ヤツの手引きだったんだな」

　クルーグスはカメレオン獣人で、左右バラバラにぎょろりと動く目を持っている。せわしなく目を動かすその横っ面を、鈴鹿は敵意剝むき出だしで睨にらみつけた。

「お許しをいただければ今すぐにでも殺しますよ」

「やめておけ、クリス。やつの幻術で恥をかかされるだけだ」

　クルーグスは対象の五感を奪い、望みの感覚を与える幻術の獣技ゾイオンを有している。

　存在しないものを見せたり聞かせたり、幻の痛みや刺激を創り出せるのだ。その手しゆ練れんは卓抜しており、老いてなお衰えていない。

「幻術とは、クソ野郎にふさわしいクソみたいな獣技ゾイオンでございますね」

「まったくその通りだな」

　今回ばかりはクリスティの悪態をたしなめる気にはなれない。九く郎ろうの島外退去を推進し、奸かん計けいで他の元老院メンバーを抱き込んだのは間違いなくあの男なのだ。

　ティルトローター機のハッチが開き、男が降りてくる。

　白いものが混じり始めた髪をオールバックで固め、高級なベージュのスーツで身を包んでいる。羽織ったコートの上からでもわかるほど胸板は厚く、四十路よそじを超えたにも拘らず、精せい悍かんな顔つきが印象的だった。

「……あれが一いち柳やなぎ厳げん斗とですか」

「そういえばクリスは初見だったな。よく覚えておけ、あれが私たちの敵だ」

　いの一番に厳斗を出迎えたのはクルーグスだった。親しげに握手を交わしてコソコソと何かを話し合っている。きっと晩飯の献立でも決めているのだろう。

　厳斗の後ろから従者と思おぼしき屈強な獣人たちが降りてきた。

「……おかしいな、数が足りない」












　巷ちまたに出回っている情報では、厳げん斗とは少なくとも十数名の従者がいるとのことだった。しかし航空機から降りてきたのは五名ほどだ。

「舐なめられているのでしょうか」

「さあな。ともあれクリス、プロファイルを頼むぞ」

　獣けもの使つかいの能力は従者によって決まる。従者の経歴や能力がわかれば、厳斗の手のうちを明らかにできる。この場にクリスティを連れてきたのは厳斗の力量をはかるためだった。

「はっ、お任せください」

　クリスティは鈴すず鹿かに頭を下げ、音もなく去っていく。

　入れ違いに、クルーグスや職員に挨あい拶さつを終えた厳斗が鈴鹿の方へと近づいてきた。

「久しぶりだな、獅し子し堂どう鈴鹿。随分といい女になった」

「あんたに褒められても嬉うれしくないね。おみやげ買って早く帰ってくれない？」

　侮蔑を込め、薄笑いを浮かべる鈴鹿。

「ふん、旧交を温あたためる気はないか。まあ、こちらとしても長居をするつもりはない。用が済めばすぐに帰るさ。それで一いち柳やなぎ九く郎ろうはどこにいる？」

　張りのある低音で親しげに話しかけてくる厳斗。だがその声色には有無を言わせない、脅迫めいた響きが込められていた。

「あんたが来るって聞いたらしっぽ巻いて逃げ出したよ。目下のとこ捜索中だね」

「やはり大人しく返すつもりはないか」

　喉の奥で笑う厳斗。全てはお見通しだと言わんばかりだった。

「返すも何も九郎はお前のものじゃない。言いがかりはやめてもらおうか」

「とぼけるのは結構だがな。あれは昔のよしみで鹿か角づのに預けておいたものだ。しかし今は鹿角の手から離れている。ならば持ち主へ返すのが道理ではないか？」

　厳斗と鹿角は獣人管理庁特殊部隊──狩猟会ハンターズの元同僚という間柄だった。浅からぬ縁にあったらしいが、詳しいことは知らない。鈴鹿にとって二人は敵だったからだ。

「お前、なめてんのか？　九郎の意思を無視して持ち主を気取ってるんじゃねえよ」

「随分とご執心じゃないか。もしや九郎といい仲にでもなったか？」

「はっ、年を考えろバカ。あいつとは十も離れているんだぞ。お前こそ、ガキ一人のためにわざわざ浮島まで足を運んで、そんなに九郎が恋しいか？」

「つまらん冗談だ。一柳の血統に生まれた獣使いがどれだけ貴重な存在か、わからんお前ではあるまい。獣使いは獣人を統べるもの、一柳は人間を統べるもの。九郎は、この世界を手中に収めるだけの器となり得る。これからの一柳には不可欠な存在だ」

　厳斗の言葉に、鈴鹿は思わず吹き出した。

「絵本の中の大魔王様でも目指しているのか？　一人で舞い上がるのは勝手だが、九郎は死んでもお前の描いた絵には従わないぞ。なにせあいつは一柳が大嫌いだからな」

「私が誰か忘れたか？　最初は皆、私に牙きばを向けてきた。だが最後は腹を見せて仰ぎよう臥がする。獣をしつけるコツは心得ているさ。九く郎ろうは若いからな、時間はたっぷりとある」

　そう言うと厳げん斗とはアルカイックな笑みを浮かべた。

「てめえ……」

「それではまた後でな、鈴すず鹿か」

　再会の約束など取りつけてはいないが、必ずどこかで相まみえることになる。

　その確信を胸に、鈴鹿もまた厳斗に背を向けて歩き出した。
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　シルヴィと訓練をした次の日。

「なあノエル、ちょっと一緒に訓練を……って、のわあぁっ!?」

　レオーネの獣技ゾイオンも扱えるようにするため朝一番にノエルの部屋にやってきた……のだが、部屋に入った途端、いきなりガーゴイルが襲いかかってきた。

「九郎様、どうかされましたか？」

「ど、どうって……」

　目の前に鎮座するガーゴイルの鬼気迫る顔つきは、命を刈り取らんとする殺気に充みち満みちている。鋭するどいかぎ爪づめは一瞬で身体からだを引き裂くに足る能力を備えていた。

　──と、よくよく見れば。

　今にも俺おれに襲いかかろうとしているそれは、木を削りだして作られた彫刻だった。

「これはガオさんです。すごくかわいいと思うのですがどうでしょうかっ」

「一ミリもかわいくねえよ！　メッチャ怖こえーよ！」

　超絶技巧によって腕の静脈、翼つばさの毛羽立ちにいたるまで精緻に作られたガーゴイル像は、今にも動きそうなほどのリアリティを誇っていた。

「ええぇー、この牙を剝きだしている辺りがチャームポイントなのですよ。鋭い爪があるのに弱点である顔を近づけてカミカミしようなんて、お茶ちや目めだと思いませんか？」

「爪だろうが牙だろうが、どっちにしろ死ぬわ！」

「ふふ、九郎様は恐こわがりさんなのですね」

「お前の技術力が現実を上回りすぎてるんだよ……」

　世界では様々な獣人が暮らしていて、中にはガーゴイルの容姿を持つ獣人もいる。だが彼らもここまで恐ろしくはない。ノエルの想像力と作り込みが半端ないのだ。

「ところで、何のご用だったのでしょうか」

「そうだった。俺の訓練に付き合ってもらいたかったんだけど、いいかな」

「はい、ではガオさんを片付けたらすぐに行きますね」

「わかった。よろしくな」

　凄すさまじい形相で睨にらみ付けてくるガオさんに恐々としつつ、ノエルの部屋を後にする。

　じゃあな、ガオさん。頼むから動き出さないでくれよ。




「お待たせしました、九く郎ろう様。それでわたしは何をすればいいのでしょうか」

　ノエルと連れ立ってドーム型のトレーニングルームまでやってきた。

「悪い、用があるのはレオーネの方なんだ」

「くすん、そうですよね……わかっていました。戦いの訓練でわたしがお役に立てるはずがないと思っていましたが、やはりそういうことなのですね……」

『ふむ、我に入り用か。よい心がけだ。我と蜜月の時をすごそうと言うのだな』

　蜜月て。単に力を使って訓練するだけなんだが。

「うう、レオーネさんが不穏ですっ……」

『さあ九郎、我の力を存分に使え。我とともにこの世を破壊の嵐あらしで埋うめ尽くすのだ！』

「埋め尽くさねーよ！　ナチュラルに破壊神みたいなこと言うな！」

　従者の契約をして以来、レオーネは俺おれにとても懐なついている。だが、ときどき素で恐ろしいことを言うので油断ができない。

「それで九郎様、どのような訓練をされるのでしょうか」

「レオーネの力をうまく引き出して、いざという時に扱えるようにしておきたい」

　トレーニングルームでノエルに訓練の概要を話して聞かせる。

　シルヴィの獣技ゾイオンについては、昨日のうちにほぼマスターした。これでレオーネの獣技ゾイオンもうまく制御できるようになればさらに戦力は高まる。

「なるほど。ですがレオーネさんの力はあまりにも強力で、わたしもレオーネさんも満足にコントロールができません。九郎様が扱う上で危険はないのでしょうか」

『我の力はそもそも制御など不要なのだ。敵がおらば屠ほふり、障害があらば滅すればよいだけのこと。それをいつもお前が邪魔をする』

「いけませんよ、レオーネさん。過度の暴力は憎しみを生むだけです」

『憎しみは生者が抱いだくもの。全てを滅すれば憎むものなどいなくなるぞ、くくくっ』

「だめですってば～！」

　窘たしなめるノエルを楽しそうにからかうレオーネ。この二人は基本的に水と油だ。

「あのなぁレオーネ。制御できない力なんて、そんなの災害と同じだろ」

『我が力を欲するなら芯まで我に染まればよいものを……まあよい。力を行使することに抗しはせぬ。九郎の求めるままに我が力、魔白銀光ミストベクトラを貸してやろう』

　そりゃよかった。じゃあ早速始めるか。

「ノエル、自分に備わっている獣技ゾイオンはもう自覚できているか？」

「わたしは挺身封殺サクリフアイスという能力を持っているのですね」

　ノエルは自らの持つ魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの力に強力なリミッターをかけている。それが挺身封殺サクリフアイスだ。このリミッターは俺おれの方に流れてくる魔ま素そにも影響を及ぼす。だからノエルがリミッターを外してくれないとレオーネの力は扱えない。

「ですが、今まで無意識でしたから、どのようにすれば外せるのかわかりません」

「爆発しそうになった時に、魔素が内側から溢あふれてくるような感覚があったはずだ。それを意図的に創り出すことはできるか？」

「……やってみます」

　ノエルは目を閉じ、手を組む。

　すると身体からだから白銀の燐りん光こうが漂い始め、一気に膨れあがっていく。

「あっ、んんっ……これは、爆発しそうな感じがっ……」

「大丈夫だ、ノエル。レオーネは怒ってない。内側から魔素が溢れてきただけだ」

　言っている間にも、ノエルを包み込む白銀が量を増していく。

　そうしてノエルがふっと身体から力を抜いた途端、爆発的に白銀が溢れ、輝き始めた。

「…………んん？　これは、どういうことだ」

「その声は、レオーネなのか？」

『はうぅ、身体を奪われてしまいましたっ!?』












　ノエルの声が脳内に響く。いつもと立場が逆になっていた。

「なるほど、封印を解くとレオーネと入れ替わるんだな」

「ふむ、これは一種の防衛機構であろう。我われが為なすことは我の意思によるものとし、切り分けることでノエルが我に染まることを防いでおるのやも知れぬ」

「精神を分断することでノエルは力と無縁でいられるわけか」

　ひとたび魔白銀光ミストベクトラが放たれれば、必ず破壊が生み出される。その行使をレオーネが受け持つことで、ノエルは魔白銀光ミストベクトラから切り離され、清廉な精神を保ち続けられるわけだ。

『わたしには何を言っているのかさっぱりなのですが……』

「簡単に言えば、レオーネが暴れた責任はレオーネにあるから、ノエルが気に病む必要は全くないってこと。まあレオーネが汚れ役みたいで少し可哀かわい想そうだけどな」

「憂うれうには及ばぬ。我はそのために生まれしもの。ゆえに我は存分に力を振るえる」

　くくく、と含み笑いをするレオーネ。

　ノエルがそんな悪い顔をすることはないので、新鮮なビジュアルだった。

「それじゃ今度は俺おれの番だ。レオーネの力を引き出して……」

「その前に九く郎ろう、頼みがある」

　言うなり、レオーネは俺の肩を摑つかんで乱暴に引き倒した。

「いてっ……頼みって何を、おいっ!?」

　レオーネは大きく股を開き、俺の下腹部に腰を下ろす。そして大きな胸の膨らみを俺の上半身へ擦りつけてきた。えも言われぬ刺激に、身体からだ中じゆうが熱を帯びてくる。

『レレ、レオーネさんっ!?　な、何をなさっているのですかっ、やめてくださいっ！』

「ノエルよ、お前と我の感情は通じ合っている。お前が九郎を慕えば、我もまた九郎の虜とりこになるのだ。だが我は封じられ、九郎に接する機会はなく煩はん悶もんとしてきた」

『そ、そうだったのですか。すみません、わたしは何も知らずに……』

「理解したならよい。なればこの好機、決して逃すわけにいかぬことも承知できるな？　九郎も、我を従者にしたのなら覚悟を決めよ」

「何の覚悟だよ!?　お、おいやめろっ、服をっ……！」

　レオーネが上気した顔で俺の服をまくり上げていく。

「はあ、はあっ……女を我がものにしておきながら手も出さぬなど、礼に失することだ。我は今から九郎とまぐわう……こら九郎、暴れるなっ、悪いようにはせぬっ……！」

　まぐわう、とはつまり男女の淫行のことで。要するに俺は襲われていた。

『はうあうあうあっ!?　わ、わたしの身体を使って何ということをっ！』

「そ、そうだぞレオーネ！　勝手なことすんなっ！」

　発情して妖艶な雰ふん囲い気きを醸したノエルの顔、などというものが想像できるだろうか。

　それが今、俺の眼前一〇センチのところにあった。

「ふ、ふふふっ、九く郎ろうとて本心ではノエルとまぐわいたいと思っておろう。いいから我に全て任せておけ。この身体からだで、今から天にも昇る快楽を味わわせてやるっ……!!」

「だだ、ダメだって！　ノエルの同意もなく、そんなことはっ……」

「ならばノエルに同意を取れ、嫌とは言わぬわ。何しろノエルはお前から襲われることを期待し、毎夜のこと悶々としておるのだからなっ」

「え、マジで……？」

『…………いい加減にしなさいっ!!　レオーネさんっ!!』

　突然、ぶわっとしっぽが広がったと思ったら。

　一瞬の間にレオーネの首と手足に巻きつき、雁がん字じ搦がらめに縛り上げてしまった。

「くっ、何をするノエル！　我の邪魔をするなっ！」

　必死でもがくが、ノエルのしっぽは魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの毛だ。決して切れたりはしない。しばらくレオーネはイモムシのようにジタバタしていたが、やがて諦め、ぐったりとした。




「えー、気を取り直して。これより獣技ゾイオンの訓練を始めます」

『はいっ、頑張りましょう、九郎様！　レオーネさんもよろしいですか？』

「……承知した」

　三〇分ほど時間を無駄にした後。

　ようやく大人しくなったレオーネとともに、訓練を再開することになった。

『訓練中、九郎様に触れることは禁止です。いいですね、レオーネさん』

「…………」

『レオーネさん、お返事は？』

「わかった、いちいち確認するな。承知しておるわ」

　すったもんだの末、力関係はノエルの方に軍配が上がった。

　さすが、今までレオーネを封印で押さえ込んできただけのことはある。

「じゃあレオーネ、お前の力について説明を頼む」

「我の獣技ゾイオンはただ一つ、魔白銀光ミストベクトラのみだ。この白銀は一見すると光だが、実際は光る粒子の集まり──霧のようなもの。ゆえに光のごとき直進性はなく、範囲も限られている」

　魔白銀光ミストベクトラが放たれれば暴虐のごとき破壊を生む。だがこの力は距離によって減衰する。もし減衰せずに破壊の光がどこまでも届くなら、今ごろレオーネの放ったレーザーで浮島は真っ二つになっていることだろう。

「つまり、霧を制御することでレーザーにしたり爆発させたりするわけだ」

「何も制御を加えなければ、自らを中心に爆発する。ノエルがやっていた爆発がそれだ」

　ノエルの爆発は白銀の霧が漏もれ出して起こっていたのか。

「魔白銀光ミストベクトラは破壊の意思を込めた瞬間に暴れ出し、自ら増幅を始める。これを押さえ込まねばどこまでも破壊の嵐あらしが広がり、最終的には自らをも滅ぼしかねないほどの力と化す」

「力を引き出すのは簡単だけど、制御するのは難しいってことだな」

　頷くレオーネ。

「概要はわかったよ。話だけじゃわからないし、とりあえず試してみよう」

　以前にレオーネが使っていた白銀のレーザーをイメージし、彼女とのリンクを確認。

　いざ、魔白銀光ミストベクトラを起動──

「……って、な、何だこれはっ!?」

　起動した途端に、膨大な量の魔ま素そが流れ込んできた。少しでも気を抜けば、そのまま流され自らを失ってしまいそうなほどの──圧倒的な力の奔ほん流りゆうだ。

「それが白銀だ。抜かるなよ、九く郎ろう。制御を誤れば暴発し、もろとも生き埋うめになる」

「わ、わかってるよ！」

　言ってみたものの、力はまるで言うことを聞かない。

　例えるなら、大河の水をたった一人の人間でせき止めるような──無尽蔵に押し寄せる激流を前に、その川底でほんの一部だけを取り出してコップに注ぐような、求められるのはそんな所作だ。そんなのうまく制御できる方がどうかしている。

「くっそ、このじゃじゃ馬がっ、言うことを聞け……!!」

『九郎様……頑張ってくださいっ！』

　猛牛のごとく暴れまわる白銀の力を必死で押さえ込み、極小へと絞り込んでいく。

　何とか髪の毛ほどに細め、そして。

　白銀の光線を放つ！

「これで、どうだ──!!」

　刹せつ那な、凄すさまじい閃せん光こうと轟ごう音おん、爆風が広がった。

　しばらくして辺りを染めた白銀が収まると……トレーニングルームを覆おおっていた鋼鉄のアーチは半壊、その先の岩盤が五〇メートルほど融解し、巨大な空洞ができていた。

「え、ちょっ……」

「上出来だな。よく抑えた」

「い、いやいやいやっ!!　抑えてこれか!?　何これ強力すぎるだろっ！」

　今のはほんの一滴、水を垂らすぐらいの感覚で力を解放した。

　それがこの威力だなんて怖おそろしすぎる。

『はうう……やはり九郎様でもコントロールが難しいのですね』

　ノエルの苦労がわかった。今までノエルはノエルなりに、頑張ってこの力を制御してきたのだ。だからこそ、電車が吹き飛ぶ程度の爆発で済んでいたんだな……。

「この力を地下で使うのはやめた方がよさそうだ」

「気にせずこの浮島ごと吹き飛ばしてみよ。さすれば問題は全て解決するぞ」

「ダメに決まってるだろ!?」『ダメに決まっていますよ!?』

　思わずノエルとハモる。

「ふふふっ、戯たわむれだ。本気にするな」

　口の端を持ち上げ、レオーネが笑った。





　　　　５






「クロウ、先ほど地震がありましたけど一体何だったんですの!?」

　訓練を終えて部屋へ戻るとシルヴィがあたふたとしていた。

「は、ははは、何だろうなっ」

　トレーニングルームを壊したことを浮島管理室の職員に告げたところ、

『どうしたらこんな大穴が開くんだ管理システムに影響出たらタダじゃ済まさんぞ！』

　と、メチャクチャに怒られた。まあ当然だが……。

「でもまあ、一応許してくれたから。次やったら追い出すそうだ」

「な、何の話ですの？」

「気にするな。それよりミアの姿が見えないけど、どこに行ったんだ？」

「さあ、朝から見かけていませんわ」

　あいつ、監視の目が緩んだと思ってハッキングしに行ったんじゃないだろうな……。

「そろそろ昼食の時間ですね。わたしが作ります」

　ノエルはキッチンへと向かう。

「いえ、それならわたくしが作りますわ、いいですわよね、クロウ」

「そんなぁ……わたしが先に名乗りをあげたのに、横取りなんて酷ひどいですっ」

「よ、横取りではありませんわ。これは親切心からなんですのよっ」

　二人が言い合っていると、部屋のインターホンが鳴った。

「あっ、ミアさんが帰ってきましたね」

　ノエルがドアのロックを開けると、ミアとともに浮島管理室の職員が入ってきた。

　茜あかね色いろの美しい体毛を持った女性の犬獣人で、胸元のＩＤカードには『アンナ』と名が刻まれている。アンナはミアの肩に手を置き、緊迫した表情を浮かべていた。

「どうかしたのか？」

「皆さん、すぐに出発の準備をしてください！　理事長から急いでここを出るように、という秘密裏の指示が出ています！」

「えっ、そうなんですの!?」

「で、ですが以前は厳げん斗とさんが去るまでここに篭こもっていろと……」

　シルヴィとノエルが不安げに眉まゆ根ねを寄せる。

「現在、理事長が厳げん斗との応対をしているのですが状況が芳しくないとのこと。浮島管理室への侵入を食い止められない可能性が出てきたそうです。あなたたちを匿かくまっていたことが発覚すれば、理事長の立場は非常に厳しいものになります……！」

　確かに理事長は数日中に厳斗が来島する予定だと言っていた。それが今日であってもおかしくはない。だが、一つだけ気がかりなことがある。

「お前はどう思う、ミア」

「……そりゃ状況が状況ですから、選択の余地なんてないと思いますけどね」

　ミアは先ほどからヘラヘラと笑っている。

　だがその裏には、いつもと違う別の感情が透けて見えた。

「なあミア、お前なんかあっただろ」

「は？　何の話ですか」

「わからないとでも思ってるのか？　何を隠してるんだよ」

　人は怯おびえている時、反射的に身体からだを緊張させる。避さけられない悪意を前にし、絶望するしかないと悟ると無表情にも似た諦めが滲にじみ出てくる。それはたとえスライムの獣人であっても関係ない。人としての記憶が、無意識のうちに感情を表出させるのだ。

「別に隠し事なんて……してませんよ」

　瞳ひとみがわずかに右へ、動揺とさらなる緊張。

　やはりミアは何かを──

「バカだね。悟られてるんじゃないよ」

　誰かが言葉を発した、次の瞬間──パァン、と水風船がはじけるような音がして。

　ミアの頭が、なくなった。

「っ…………!!」

　あまりに突然のことで言葉が出ない。ノエルもシルヴィも硬直し、動けない。

「あーあ、まったくもう。くだらないイザコザがヤだからこんな小芝居を打ったっていうのにさ。あんたの大根役者っぷりのせいで台無しじゃない」

　浮島管理室の職員──アンナが、頭のなくなったミアの首を摑つかんで持ち上げる。

「おま……ミアをよくもっ……!!」

「早合点しないの。こいつはスライムだから、こんくらいで死なないよ？」

　拳を握り臨戦態勢を取る俺おれに、アンナが口角を歪ゆがめて笑う。

　やがてアンナの言葉通り、うめき声とともにミアの身体から頭が生えてきた。

「大丈夫か、ミア！」

「……な、何とか……すみません、ご主人様っ……」

　見たところ命に別状はなさそうだが、息は荒く随分とつらそうだ。いくら全身が粘液体とはいえ、身体の一部を吹き飛ばされるのはかなりのダメージなのだろう。

「やる気なくなっちゃった。芝居の必要もなくなったし元に戻ろっかな」

　アンナがため息をつくと同時、その姿が変化する。身体からだから体毛はなくなり、髪は稲穂のような黄金色へ。尖とがった耳と同色の毛で覆おおわれた大きなしっぽが複数本、姿を見せた。年は二十歳そこそこ、妖艶な色香を漂わせている。

「……お前、姿を変えられるのか」

「ん、キツネ獣人だからね」

　鍛練を重ねたキツネ獣人は、自らの容姿を変化させる獣技ゾイオン『容姿化身メタモルフオゼス』を有することがある。物の本で読んだことはあるが実際にこの目で見るのは初めてだった。

「って、これじゃ誰かわかんないか。こっちの方がいいかな？」

　言うなり、アンナの身長がぐんぐんと縮ちぢんでいく。

　背格好は中学生くらい、童顔で栗くり毛げ色のかわいらしい女の子へと変貌する。

　その少女の容姿には見覚えがあった。

「あっ……えっ？　べ、ベッキーさん……なのですか!?」

　ノエルが悲鳴をあげる。

　その姿は街で募金活動をしていた、ベッキーノと名乗ったあの少女のものだった。

　どうして彼女がこんなところにいるのか。

「……そうか、あの募金活動はカムフラージュで、狙いは俺おれたちだったんだな？」












　わざわざ姿を変えてまで俺おれたちに近づいたのは何か目的があったはずだ。厳げん斗とに情報を流すために長期潜伏をしていたのだろうか。

「んー、前回は依頼主クライアントが違うんだけどね。今回はお察しの通り一いち柳やなぎ厳斗の手下だけど」

「はあ？　じゃあ前は誰だったんだ」

「そういえばノエルちゃんって、あたしが運び屋してるって言ったら『立派なお仕事をしてますね』とか言ってたよね。あの時は笑いを堪こらえるのが本当大変だったよ。だってさぁ、あの時あたしが運んでたのは魔砕竜毒鉄甲フアルキス・ベノマ・アモルだったんだよ？」

　俺の問いかけを完全に無視して、ノエルに笑いかけるベッキーノ。

「それは……どういうことなのでしょうか」

　ノエルは合点がいっていないようだが、俺はわかった。

「あの時イグナスが言っていた、武器を手配した一柳の人間ってのは厳斗のことか。それを繫つないだのがベッキーノ、お前ってことだな」

「だから前回は依頼主クライアントが違うって言ったじゃん。一柳も一枚岩じゃないからさ。まあその辺りは厳斗さんから直接聞いて。どうせ今から会ってもらうことになるんだし」

「ふざけないでくださる!?　黙って聞いていれば好き勝手なことを言って。わたくしたちが大人しくあなたの指示に従うとでも思ってますの!?」

「うん、思ってるよ。だってあたしに従わないと、こいつ死ぬから」

　ベッキーノはほがらかに笑うと──

「っあああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────っ!!」

　ミアが絶叫をあげ、身体からだを仰のけ反ぞらせて床に倒れた。

　身体のあちこちが小さくはじけ飛び、カーペットの染みとなって消えていく。原形は留とどめているが、頭を吹っ飛ばされた時の比ではない苦しみようだった。

「み、ミアっ……!?」

「はいはい九く郎ろうくん、下がってね。ミアちゃんに触ったら殺しちゃうよ。ノエルちゃんもそっちの金髪ちゃんも下手なことはしない方がいい。ミアちゃんを助けたいならね」

　ミアを助け起こそうとした俺に、笑顔で制止を求めてくるベッキーノ。

「お前……ミアに何をしたッ……!!」

「ここで獣けもの使つかいの九郎くんに質もーん。ミアちゃんの命はあたしが預かってて、指先一つで壮そう絶ぜつな苦痛を与えながらブチ殺すことが可能です。方法は……うん、まだ秘密にしとこうかな。九郎くんの選択肢は二つ。一、大人しくあたしと一緒に厳斗さんのとこに出向く。二、ミアちゃんを見殺しにして逃亡する。さあ、九郎くんはどっちを選ぶ？」

「っ…………！」

　歯がみする。ベッキーノはいま目の前で、ミアに悲鳴をあげさせるほどの苦痛を与えた。だが、どうやったのか。方法がわからなかった。

「あ、もしかしてあたしがミアちゃんの命預かってるっていうの疑うたがってる？　うん、まーわかるよ。一回だけならまぐれかもしれないし。そんな九く郎ろうくんのために大サービス！　ミアちゃんが苦しむとこ、もっかい見せてあげましょ～！」

「や、やめっ……うああああああああああああああああっぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　ミアの顔が引きつり、聞くに堪えないほどの激しい絶叫が響き渡る。

　その間、ベッキーノは微動だにしなかった。眉まゆ一つ動かすことなく確実にミアへ苦痛を与える方法があるのだ。

「やめろベッキーノ！　もういい、わかった！」

「ん？　どうするか決めたの？　もっと悩んでもいいんだよ？」

　まるで俺おれを試すかのように、喜悦に満ちた視線を俺たちに向けてくるベッキーノ。

「悩む必要なんてない。さっさと厳げん斗との元に案内しろ」

「やー、九郎くん男だねぇ。あたしとしてはミアちゃん見殺しにして逃げ回ってくれた方が面白いしお勧すすめなんだけどな～」

　ミアを見殺しになんてできるわけがない。

　カーペットの上に倒れ伏し、ミアは荒い息をつきながら身体からだを痙けい攣れんさせている。

　……待ってろよ。後で必ず俺が助けてやる。
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「……ここはどこだ？」

　全身を覆おおうずた袋に入れられ、外の状況がわからないままベッキーノともう一人の獣人に運ばれてきたのは、真っ白な壁に囲まれた独房だった。

　捕らえられてからこの独房に放り込まれるまで、体感では四～五時間ほど。レオンティエラの外へ運び出すならもっと時間がかかるから浮島内のどこかだろう。

「おい、ノエル、シルヴィっ！」

　声を張り上げてみるが返事はない。音を遮断されているのか、それとも別の場所に移送されたのか。ミアがあの後どうなったかも不明だった。

「くそっ……!!」

　拳を握りしめ、壁を殴りつける。

　あの状況ではベッキーノに従うより他になかった。どうやってミアをあそこまで苦しめたのか、その方法がわからないのだ。手の出しようがない。

　ノエルやシルヴィをこんな状況に巻き込んでしまったことも悔しかった。浮島管理室のセキュリティに頼りきって、完全に油断していた。

　独房の中を調べたが特殊な加工はされておらず、魔白銀光ミストベクトラを使えば脱出は難しくない。しかしここで暴れれば他のみんながどうなるか。ノエルやシルヴィは従者のリンクを通じて異常がないことはわかる。だがミアは別だ。あいつは無事なのだろうか。

　煩はん悶もんとしていると、大きな金属音とともに扉が開いた。

「お前が九く郎ろうか。ずいぶんと大きくなったな」

　現れたのは、高そうなベージュのスーツを着た屈強な体つきの男だった。

　姿を認めて直感する。こいつが俺おれの敵、一いち柳やなぎ厳げん斗となのだと。

　厳斗は一人で俺のいる独房へと入ってきた。俺に襲われる心配をしていないのか、あるいは襲われても何とかなると思っているのか。大した自信だった。

「……一柳厳斗、他のみんなはどうした」

「ノエル・エクセルシアとシルヴィ・ユリリエントならば別の場所に隔離してある」

「ミアは？」

「スライム獣人のことか。ベッキーノに預けたままだが生きているはずだ。あのキツネは少々クセがある。だが分別はあるし、借り物を安易に壊すような真ま似ねはすまいよ」

　借り物という表現が気になったが、ここで問いただしても仕方がない。まずはこいつが何を考えているのか探り出す方が先決だ。

「俺をこんなところに閉じ込めてどうする気なんだ」

「身柄を預かっているはずの鈴すず鹿かが『九郎は逃亡中だ』などと白しらを切るのでね。手荒な真似はしたくなかったのだが、非常措そ置ちで身柄を確保させてもらった」

「浮島に着くなり俺を拘束監禁か。やけに手際がいいな」

「取り引きは下準備で決まる。用意もなく乗り込んでくるほど私は阿呆ではない」

　なるほど、つまり内通者をあちこちに潜ませていたわけだ。

　おそらく浮島管理室の誰かが買収されていたのだろう。でなければ見た目を偽ることができるベッキーノがいたとしても、ここまでスピーディに事を運ぶことはできない。

「明朝にはお前を連れてこの浮島を出る。それまでここで大人しくしていれば、捕らえた他の二名には指一本触れない。丁重に扱うとこの私が約束しよう」

「そりゃありがたい話だ。できればこんなクソみたいなところに閉じ込めたりしないで、さっさと浮島から消えてくれればもっと良かったんだけどな」

　俺の皮肉に口を歪ゆがめる厳斗。どうやらジョークは理解できるようだ。

「わからないことがもう一つ。あんたら一柳は、イグナスに俺の殺害を命じた。殺したかったはずの人間をわざわざ連れ帰ってどうする気だ」

「その件では失礼した。一柳には獣けもの使つかいを排斥したいと考える派閥があってな、一柳和かず馬まとイグナスの件はやつらの仕事だ。だが私は違う。一柳には獣使いの力が必要だと考えている。そして獣使いであるお前も、その一翼を担うべき存在なのだ」

　どうやら一柳には獣使い容認派と拒絶派があるらしい。厳斗は容認派で俺を利用しようと考えているわけだ。一いち柳やなぎの獣けもの使つかいである俺おれは厳げん斗とにとって魅力的な駒なんだろう。

「俺に一柳のため働けって言うのか？　面白い冗談を言うな、あんたは」

　思わず乾いた笑いが漏もれる。

「いいことを教えてやるよ、厳斗。俺が一柳に戻ったら、まずは父さんと母さんを殺したやつを見つけ出す。そいつに同じ苦しみを味わわせた後、一柳の傘の下でふんぞり返ってる連中を一人残らずブッ潰して再起不能にする。一柳の中にも心底から一柳を憎んでいる人間がいるってことをお前らに思い知らせてやる」

「ならば手間を省いてやろう」

　厳斗が意味ありげな笑みを浮かべる。

「一柳九く郎ろう、お前はもともと私が預かることになっていた。覇道を学び獣人を統べる一流の獣使いに育てるためにな。しかし、お前の両親は反対した。二人は人も獣人も、分け隔てなく愛する優しい人間に育って欲しい、そう言っていた」

　俺の座ざ右ゆうの銘めい、『人類みな平等』は、両親からの受け売りだった。

　獣人だろうと人間だろうと、一柳だろうとそうでなかろうと、皆同じなんだ──父さんと母さんは俺にそう教えてくれた。二人は今でも俺の誇りだ。

「だから、あの船に乗せたのだよ」

「あの船っていうのは……新年会を祝う豪華客船のことか？」

　頷く厳斗。あの日、船は沈み、父さんと母さんは一月の冷たい海へと放りだされた。

　厳斗が誘わなければ、俺の両親はまだ生きて──

「待て、いまなんて言った。あの船に乗せた、だって？」

「君と両親が乗った救命ボートには私の部下も乗り込んでいてね。彼はおそらくこう言ったはずだ。序列が低いものからボートを降りるべきだ、と」

　……そうか。手間を省くというのはそういうことか、厳斗。

「お前が殺したんだな、父さんと母さんをッ……！」

「強い人間を作り出すための方法とはいかなるものか、考えたことはあるか？　生まれ持った素質か。不断の努力か。あるいは信頼できる仲間か？　いいや、どれも違う。強い人間を形作るために必要な素そ養ようとは執念だ。強くあらねば生きる価値を見失う、そういう情念を抱いだかざるを得ない、痛烈な想おもいだ」

　つまり、俺が強くなりたいと思わせるために二人を殺したと。そう言いたいのか。

「お前を鹿か角づのに預けたのも、執念の芽を育てるために必要だと考えたからだ。案の定、お前は鹿角から獣じゆう巴は拳けんを習い始めたな。当然の帰結だ。強くなければ己が目の当たりにした不条理に立ち向かえない。理不尽を打ち払うためには力が必要だ。そうして今、お前は獣使いとして目覚め、力を蓄えつつある。全て私の望んだ通りだ」

「じゃあ……なんだ。俺はお前の手のひらの上で踊らされていた、ってことか……？」

「ああ、そうだ。楽しかっただろう？」

　ということは。

　父さんと母さんを殺されて、一いち柳やなぎの連中を皆殺しにしたいと憎んだことも。

　師匠の元で修行をしてきたことも。

　どれも俺おれの意思などではなく、そう誘導されただけだと。

　そういう話か。

「手を下さず自おのずから私の望み通りに動いてもらう。これが覇道というものだよ、九く郎ろう」

「……で、それがどうした？」

　血液が沸ふつ騰とうしたかのような、煮えたぎる激情が全身を駆け巡る。

　手のひらの上で踊らされていただけだというのなら、その手のひらを引き裂けばいい。牙きばを立て、肉をえぐり、吞のん気きに踊らせていたことを後悔させてやればいい。

　血管が浮き出るほど握りしめていた拳をゆっくりとほどき、再び強く握る。

「そこまで考えていたならわかるよな、俺がこれから何をするか！」

　コンクリでできた地面が、爆発した。

　床が抉えぐれるほどの跳躍で瞬まばたきも許さず厳げん斗とに肉薄、引き絞った拳を──

「ああ、無論だとも」

　暗転。

　一瞬のうちに視界が奪われ。

　気付いた時には、地に伏していた。

　まるで地面に縫い付けられたかのように身体からだが持ち上がらない。

「なっ……ぐうっ、何を……したッ……!?」

「存分に私を恨むがいい、九郎。そして私に敵かなわぬことを知れ。お前はもっと強くなれる。そうして十分に強くなったところでお前を隷れい従じゆうさせよう。私と一柳に忠誠を誓う、一柳のものとして恥じぬ精神を身につけさせてやる」

　地べたに這はいつくばる俺を見下ろし、楽しそうに笑う厳斗。

「誰が、お前にっ……一柳に、忠誠なんて、誓うかッ……!!」

　手足を震わせながら、渾こん身しんの力を込めて膝を立てる。

　しかし。

　巨大な鉄てつ槌ついで、背中から叩たたき潰すかのような衝撃。

　バキバキと身体からだ中じゆうの骨がへし折れる音が響き──耐えがたい激痛が走る。

「ぐっ、はっっ……!!」

　吐き出した息が呻うめきとなって漏もれた。

「心は持って生まれたものではなく後天的な経験により形作られたもの。ゆえに魂と違い、心は作り直すことができる。お前が一柳を、そして私を恨んでいるのはなぜだ？　恨むに足る経験をしたからだ。ならばその経験を書き換えたら、一柳と私に恩義を感じるような経験をしたことにすればどうなる？」

「そんなこと、できるわけがっ……！」

「カメレオン獣人は幻覚を見せる獣技ゾイオンが扱える。一部の獣人は精神操作が可能だ。対象の精神に作用する獣技ゾイオンが存在するのに、なぜ心が操作できないと思う？」

　厳げん斗とは確信に満ちた声で告げる。

　やつにはできるのだ。心をそっくり書き換え、自分の尖せん兵ぺいに作り替えることが。

「て、めえっ……！」

「だが問題は時間だ。大人の精神を書き換えるには相当な時間がかかる。例えば鈴すず鹿かなら、完全に書き換えるまで十五年はかかるだろう。だが九く郎ろう、お前なら三年ほどで書き換えは完了する。なぜこのタイミングで回収に来たか、わかっただろう？」

　これは収穫なのだ。獣けもの使つかいとして有用となった俺おれを、摘み取るための──

「……殺す。一いち柳やなぎ厳斗、お前だけは、絶対にこの手で殺してやるッ……！」

　こいつは父さんと母さんを殺した。

　ならば、こいつの命は俺の手によって終わらなければならない。

「いいぞ九郎、もっと恨め。獣使いは獣人を統べるもの、一柳は人間を統べるもの。お前はこの世界を統べる存在になる。この私の手によってな」

　動けない俺に一いち瞥べつをくれ、厳斗はベージュのコートを翻して去っていった。
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「日本とは実に気前のよい国ですな。まさかこの浮島の年間歳出とほぼ同額の出資をぽんと決めてしまえるとは。厳斗殿と言えども工面には苦労されたことでしょう」

　レオンティエラ国立ミスティカ魔導研究所の一角。

　宵よい闇やみの中、魔装具によって創り出された光の障壁が薄ぼんやりと辺りを照てらしている。幾重にも張り巡らされた障壁のただ中に建つ私邸に、厳斗は招かれていた。

　揺れるキャンドルの炎に照らされ、真紅のカーテンが滑なめらかに輝く。

　ぎょろぎょろとしきりに目を動かしながら、私邸の主あるじであるクルーグスは厳斗に年代物のワインを振る舞っている。

「一柳九郎は我が国の国防に関わる大切な資産だ。あの程度の金は惜しくない」

「私はあの小僧に、そこまで価値があるようには……いや、失礼。一柳の血族にあっての貴重な獣使い、これからの成長が楽しみですなぁ」

　クルーグスは元来、傲慢かつ尊大で、誰かにおもねるような性格ではない。

　だが、厳斗の用意した破格の好条件は、クルーグスのちっぽけなプライドを吹き飛ばすほどのインパクトがあった。さらにうまくすれば、何かと目障りだった獅し子し堂どう鈴すず鹿かを排斥できる。クルーグスとしては一石二鳥のこのチャンスを逃すわけにはいかなかった。

「そういえば先日は助かった。粒ぞろいで実にいい買い物だったよ」

「いやなに、旧市街にはあの手のガキどもが掃いて捨てるほどおりますからな。表向きには難民救済と言えば聞こえもよかろう、というものです」

　来島に先立って、厳げん斗とはクルーグスに子供たちを一〇〇名ほど寄よ越こすよう注文していた。身寄りがなく小さな子供がいい、というので、クルーグスは自らの権力をフル活用し、可能な限りいいものを揃そろえて送り出した。

「それで、出荷した子供たちはもう楽しんでいただけましたかな？」

「いや、残念ながら私の趣味ではないな。知り合いに子供好きがいてね、一人では寂しいだろうからプレゼント代わりにと思って手配したのだよ」

「ほほう、これは友人想おもいでいらっしゃる」

　下卑た笑みを浮かべているクルーグスに、厳斗は苦笑を返す。

「プレゼントの件はさておき。例の調査は行ってくれたか？」

「ええ、もちろんですとも。一いち柳やなぎ九く郎ろうが保有している従者の把握、でしたな」

　クルーグスは手元にあるファイルを広げる。

「現在、一柳九郎の従者はノエル・エクセルシアただ一人です。しかしたった一人と侮あなどることはできませんぞ。この娘、只ただ者ものではありません。調べによるとこの娘はなんと十六代ネーベリア王室に生まれた第二王女──ナタリス・イスラ・ネーベリアだとか」

「ほう、では獣人革命セリアンスプリングで滅んだ王室の生き残りか」

　厳斗の言葉に頷くクルーグス。

「ノエルは先天的獣人で、生まれると同時に能力を発現。出産時暴走であわや大惨事という事態にあって、母のネーベリア王おう妃ひに抱きしめられ何とか鎮火。以後は件くだんの革命が起こるまで目立った能力発現はなし」

「出産時暴走か。よくあることだ。だが大惨事とは穏やかではないな」

　先天的獣人は生まれ落ちた途端に、持って生まれた獣技ゾイオンを暴走させることがある。だがほとんどの場合、嬰えい児じの力は非常に弱く被害が発生することは希まれだ。

「かつてネーベリア王室の侍従をしていた者が言うには、生まれた瞬間、産室から白銀の光が漏もれ、ガラスと天井が全て吹き飛んだのだとか。いやはや、死傷者が出なかったのは不幸中の幸いですな」

「なるほど。赤子にそこまで強力な力があったのだとしたら……」

「ええ、間違いなく竜種でしょうな。しかも発現した特性から推察するに、ノエルは白銀の使い手、魔鋼乾竜ミスラルドラゴンである可能性が高いかと」

　険けわしい顔で告げるクルーグス。

　史実上、この世界に魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの獣人が顕けん現げんしたのはこれで二度目だ。一度目は一〇〇年ほど前のことで、その時は人類存亡の危機に見舞われた。

「はははっ、ただ一人の従者が魔鋼乾竜ミスラルドラゴンか、実に素晴らしい。それでこそ一いち柳やなぎの血族だ。立派な器に育っているではないか」

「しかし……勝てるのですかな？　かの竜種は絶対不可侵の体表を持つと言われています。その上ノエルは先日、このレオンティエラで暴走し山一つを軽く吹き飛ばした。一柳九く郎ろうとノエルが本気で抵抗したら、厳げん斗と殿とはいえ無傷では済みますまい」

「魔鋼乾竜ミスラルドラゴンは一度倒されている。無敵ではないのだ。それに強力な従者を連れていても、引き出しは一つだけ。しかし私には、十二の引き出しがある」

「さすがは厳斗殿、安心してお任せできますな。ノエルともども日本へ持ち帰っていただければ、こちらとしても万々歳だ」

　自信を滲ませる厳斗をこれでもかと持ち上げるクルーグス。

「一柳九郎とノエルの件はいいのですが、さて、だとしたら例の件は一体どのような用途があってのご依頼だったのですかな。技術に長けた子飼いがどうしても必要だ、とのことで一匹用意させていただいた、あれですよ」

　クルーグスには多くの顔がある。最たるものはレオンティエラの魔導研究を一手に担うミスティカ魔導研究所所長、レオンティエラ元老院理事だが、それ以外にも浮島警備隊ガーデイアンの特殊兵装準備会会長、内務省事務総長も務めている。

　さらに裏では旧市街で暗躍するマフィアの顔役までも担っていた。

　そんなクルーグスの手元には『技術に長けた何でも言うことを聞く子飼い』など五万といる。その一人を厳斗側に引き渡したが、用途までは聞いていなかった。

「本件をスムーズに進めるためには鈴すず鹿かの裏をかく必要があった。用意してくれた子飼いのお陰で、先ほど無事に九郎の身柄を確保できたよ」

「なるほど、獅し子し堂どう鈴鹿は誠に小こ賢ざかしい女だ。対策なしでは手こずる。あらかじめ子飼いを放っておいたことが今回、大きく功を奏したわけですな」

　レオンティエラの隅々に権勢を広げているクルーグスだったが、唯一、彼の権力が一切及ばない場所がある。獅子堂鈴鹿が掌しよう握あくする百ひやく獣じゆう学園だ。

　彼女は凄すご腕うでの獣けもの使つかいであり、この上なく狡こう猾かつだった。鈴鹿はクルーグスが仕組んだ妨害工作を全て退しりぞけ、あっという間に元老院のメンバー入りを果たした。

「その通り、鈴鹿は油断できない相手だ。ゆえに保険を打っておこうと思ってね」

「ほほう。その保険とは？」

「なに、大したことではないよ。レオンティエラを人質にするのだ」

「……………………は？　いま何と？」

　ひっきりなしに動いていたクルーグスの目がぴたりと止まる。

「こう言えばわかるか？　レオンティエラを落とすのだよ。今ごろお前の用意した子飼いは浮島管理室で破壊工作を行っている最中だろうな」

　たちの悪い冗談だ、とクルーグスは自分に言い聞かせる。しかし厳げん斗との瞳ひとみは如実に語っていた。これは冗談でもなければ脅しでもないのだ、と。

「馬鹿な……馬鹿な！　レオンティエラを落とすだと、一体何のためにだ!?」

「言っただろう、保険だと。万一にも鈴すず鹿かに九く郎ろうを奪還された時、九郎とこの浮島を天てん秤びんにかけさせる。くくっ、果たして鈴鹿はどちらを選ぶかな？」

　厳斗が楽しそうに笑う。対するクルーグスは、怒りに拳を震わせていた。

「……迂う闊かつだな、一いち柳やなぎ厳斗。国を代表する外交官が浮島を落とすなどと口にすればどうなると思う。今のはレオンティエラ、いや浮島連合に対する宣戦布告だと見なすぞ！」

　獣人たちが住まう浮島のうち、獣帯浮島ゾデイアフロートと呼ばれる特に大きな十二島は安全保障条約を結んでおり、有事の際は総力を挙げて集団的自衛権を行使することになっている。

　ゆえに、獣帯浮島ゾデイアフロートのどれか一つに攻撃を仕掛ければ、十二の浮島から一斉に報復攻撃を受けることになるのだ。

「それは困るな。我が国は私を始め、獣人に対する多くの戦力を保有している。だが、さすがに十二島全てを敵に回しては勝算が薄い」

「当然だ。獣帯浮島ゾデイアフロートのプレゼンスはかつての超大国にも勝る。東方の島国ごとき敵かなうものではないわ！　どうする、今なら相応の対価で発言を取り消すチャンスをやるぞ？」

　首根っこを捕まえたと言わんばかりに狡こう猾かつな笑みを漏もらすクルーグス。だが興奮気味のクルーグスを相手に、厳斗は余裕の表情を崩さない。

「取り消すつもりはない。レオンティエラを落とすことは決定事項だ」

「いいだろう！　ならば一柳厳斗、覚悟しっ……!?」

　パシュッ、という気の抜けた音と同時に、クルーグスの姿がかき消えた。

　いや、正確には消えたのではなく。

　一瞬前までクルーグスを構成していた骨と、皮と、肉と、内臓と、ついでに血液を含む全ての体液が、二次元平面上へと押しつぶされ──床と化していた。

「……人じん間かん五十年、下天のうちを比ぶれば夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくなり、か。人生は儚はかないな」

　クルーグスは幻術の名手だった。

　しかし、いかに優すぐれた能力も使う暇ひまもなく殺されては意味がない。

「ああ、そういえばお前は鈴鹿を憎んでいたな。安心しろ、あれは私が斃たおしてやる」

　床の染みとなったクルーグスに呟つぶやき、厳斗はゆっくりとワインを飲み干した。
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　突然、電灯が消えた。真っ暗になった独房に怒号と振動が伝わってくる。

　この独房に入れられてから八時間ほどが経過した。途中、厳げん斗とがここにやってきたのが数時間前。時間感覚が狂っていなければ今は真夜中のはずだ。

「……何が起こった？」

　不測の事態に備え、態勢を整える。

　と、幾許いくばくもしないうちに誰かが独房の前に立つ音が聞こえ──金属がねじ曲がる悲鳴のような音とともに、ひしゃげた独房の扉がこちらへ飛んできた。

「おわっ!?　な、なん……！」

「厳斗に捕らわれた情けない弟様、お迎えにあがりましたよ」

　扉の入り口に大きな影が一つ。八つの細い足で立っていたのは、クリスさんだった。

「ど、どうしてクリスさんが？」

「詳しい事情は後ほどご説明します。ついてきてください」

　言うだけ言ってクリスさんは姿を消した。慌ててその後を追う。

　独房を出て、細い通路に沿って走ると看守部屋へと出た。通路を塞いでいたと思われる鉄格子がねじ曲がっており、強引に通った爪つめ痕あとが残っていた。

「あっ、九く郎ろう様、よくぞご無事で」

「クロウ、元気そうでよかったですわ！」

　エントランスで待っていたノエルとシルヴィが駆け寄ってくる。見たところ傷はなく、乱暴にされた形跡はない。厳斗は二人を丁重に扱ってくれていたようだ。

「話は後にして行きますよ、弟様。こんなところでチンタラしている時間はありません」

「行くって、どこに？」

「皆さんには、このまますぐに島外へ脱出していただきます」

　にべもなく言い放ち、クリスさんは足早に出口へと向かって歩き出す。

「待ってくれ、状況は？　それにミアは……ミアはどこにいるんだ!?」

「忘れてください。あれは裏切り者です」

「いや、忘れろって……それに裏切り者？　どういう意味だよ！」

　ミアは俺おれたちの仲間だ。あいつだけここに置いて行くなんてあり得ない。

「察しの悪いガキですね。一から十まで説明させる気ですか？」

　クリスさんは苛立たしげにため息をつき、目を細める。

「ミア・レインコールは一いち柳やなぎ厳げん斗とをこの浮島に招き入れたクルーグスの手下です。任務は弟様の行動監視、目的は鈴すず鹿か様と接点のある弟様に張りつき、弱みを握って主導権を得ること。つまりあれは、最初から最後まで徹頭徹尾、内通者だったのですよ」

「ミアが、内通者だって……？」

　心臓がわしづかみにされたような、息苦しさを覚える。

　驚いた反面、納得できる部分もあった。

　出会った当初、ミアはかなり強引な方法で自分を売り込んできた。最初は疑うたがっていたが一緒にいるうちに自然と信用するようになっていた。

　打算的なくせに憎めなくて、ふざけてばかりいるくせに、いざとなると俺おれのことを心配してくれて。根は悪いやつじゃないと思っていた。それも全て計算だったというのか。

「何かの、間違いじゃないのか……？」

「そ、そうですわ！　ミアさんが内通者だなんて信じられません！」

「わたしも、ミアさんは九く郎ろう様を裏切るような人ではないと思っています」

「ギャーギャーうるせえぞ、クソガキどもが！」

　クリスさんの足爪つめが激しく床を穿うがち、硬化コンクリートの破片をまき散らす。

「お前らはミア・レインコールのことをどれほど知ってるんだ？　やつは裏切るような人じゃない？　なら聞くが、やつはどこで生まれて、どこでどんな風に育った？　どんな悩みを抱えていて何を信条としていた？　ちょっと一緒に暮らしていたからって知った風な口を利いてんじゃねえぞ」

　クリスさんの怒号に打たれて、言葉を失う。

　ミアは自分の過去を一切語らなかった。確かに俺たちはミアのことを何も知らない。

「……証拠があるんだな、クリスさん」

「今から六時間前、厳斗側の通信を傍受した。その中でミアは浮島制御システムの掌しよう握あくにどれだけ時間がかかるか、自ら厳斗に報告している。その中で防衛システムを書き換えたと伝えていた。今は管理室の防衛システムが掌握され突入さえままならず、厳斗側によって占せん拠きよされている状態だ。おそらくミアは、お前と一緒に管理室へ匿かくまわれたタイミングで防衛システムに細工をしたんだろう」

「……そうか」

　視界が揺れ、頭痛に襲われる。

　ミアは浮島の管理システムを解析したがっていた。それを隠そうともしなかった。

　あれは俺を試していたのだろうか。あるいは、話したところで真意はわかりやしないと高をくくっていたのかもしれない。

　お見事だ。ミアの演技に、完全に騙だまされていた。

　しかし、だとしても。

「……クリスさん。悪いけど俺おれはこのまま逃げるなんてごめんだ。どうするかはもう一度ミアと会って話をしてから決める。きっと何か事情があって……」

「そんな悠長なことを言ってる余裕はねえんだよッ！」

　クリスさんに襟えり首くびを摑つかまれ、身体からだごと壁に叩たたきつけられる。

「よ、余裕がないって……どういうことだ？」

「厳げん斗との目的はお前を本国に連れ帰ること、だから人質ともどもお前の身柄を拘束した。お前に逃亡されたら計画は頓挫だ。是が非でも阻止しなければならないのに、厳斗やその手下がここへ来ていない。なぜだと思う？　誰かがそれを阻止しているからだ」

「誰かが……」

　厳斗は世界屈指の獣けもの使つかいだという。相手にできる人間は限られている。

「私がここにいる時点でわかるだろう？　そうだよ、鈴すず鹿か様だ！　鈴鹿様は、お前たちが島外へ脱出する時間を稼ぐため厳斗の足止めをしている。お前たちを守るために鈴鹿様は自らの命を賭しているんだ！」

　壁に俺を押しつけながら、凄すさまじい形相で俺を睨ねめつけてくる。

「今の厳斗は鈴鹿様でも歯が立たない。ましてやお前ごときが敵かなう相手じゃない。それが嫌と言うほどわかっているから鈴鹿様は時間稼ぎをしているんだ！　なのに内通者と話をしてからどうするか決めるだぁ!?　舐なめてんじゃねえぞ！」

　クリスさんにとって理事長は自分の命より大切な存在だ。本当なら自分が代わりに厳斗の相手をしたかったはずだ。だが主あるじの命を受けて、クリスさんは今ここにいる。

　だけど。だからって。

　ミアを放置してこのまま逃げるなんて、そんなこと──

「鏑かぶら城ぎ九く郎ろう、この期に及んで『かつて仲間だったやつを放ってはおけない』なんて青臭いことはぬかすなよ。今お前にできるのはしっぽを巻いて逃げることだけだ。くだらん感傷に囚われて鈴鹿様の厚意を無下にしてみろ。その時は、私がお前を殺してやる」

　心のうちを見透かすかのように、クリスさんの瞳ひとみが俺を射貫いた。
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　獣帯浮島ゾデイアフロートレオンティエラは、その大地に発展した都市をいくつも有している。だが全体的に見れば未開発の土地も多く、それらの場所は手つかずの原生林が広がっている。

　その森を切り開いて造られた幹線道路のただ中で、男女が向かい合っていた。

「忘れているかもしれないが、私は一応、日本国を代表する外交官としてここへ来ている。それを浮島のトップが自ら襲撃、暗殺を企てるなど穏やかではないな」

　未明の暗い空の下、倒木を焼く炎に照てらされた一いち柳やなぎ厳げん斗とが告げる。九く郎ろうの身柄を押さえていた施設が急襲されたことを知り、厳斗は車を走らせ、急ぎ施設へと向かっていた。

　それを待ち伏せし、原生林を貫く道路で迎え撃ったのは──鈴すず鹿かだった。

「水くさいこと言うなよ、厳斗。十年前はこうやってお互いに襲撃しあって遊んだだろ。あの頃は肩書きなんぞ気にしてなかったはずだ」

　鈴鹿の大規模な襲撃によって周囲の木々はなぎ倒され、倒木は燃え盛り、アスファルトの焦げる匂いが辺りに充満している。だが攻撃の中心にいた厳斗はダメージを受けた様子もなく、平然とした顔で立っていた。

「懐なつかしいな、もう十年以上前になるか。この浮島へやってきた一番の目的は九郎の回収だが、お前との再戦も内心楽しみにしていたのだよ。十三個目の獣帯浮島ゾデイアフロートを消し飛ばし、核攻撃すら難なく無効化した世界最強の獣けもの使つかい──獣鬼姫ダイノ・キテイ。お前に打ち勝つことが、私の人生において大きな目標だったのだからな」

「やめろその呼び名は……恥ずかしい。もう子猫キテイって年じゃないよ」

　苦笑する鈴鹿。

　鈴鹿と厳斗は長らく敵同士だった。

　一柳の管理下にくだることを拒否し、実力で退しりぞけていた鈴鹿と、獣人管理庁の特殊部隊隊員として鈴鹿を追う厳斗。

　鈴鹿は従者を使わず自らが表に立つ。そうして厳斗を含む対獣人部隊三〇名余を相手に、当時、十三歳の少女だった鈴鹿はたった一人で勝利を収めてきた。

「手のつけられない不良娘だったお前が、今や獣帯浮島ゾデイアフロートの権力者か。随分と丸くなったものだ。それほどまでに権力の味は魅力的だったか？」

「いいや、私好みの味ではないな。だが、得た価値はあったぞ」

　その権力で九郎を守ることができるのだからな、心のうちでそう呟つぶやく鈴鹿。

「しかし、この浮島では最高の権力を有するはずのお前が、自ら私の足止めに出向いてくるとはな。よほど人材が不足していると見える」

「人任せは性に合わないタチなんだよ。お前も知っているだろ」

　実際、厳斗を相手に時間稼ぎができる人材は限られている。厳斗と渡り合うことができ、なおかつ命がけで立ち向かえる者は、この浮島では鈴鹿をおいて他にいなかった。

「わからないのは、九郎の隠し場所をこの短期間で探り当てたことだ。場所の選定にはかなり気を使ったのだが、どうやって見つけ出した？」

　九郎を隠したのは郊外にあるクルーグス所有の研究施設、その地下だった。これはクルーグスが秘密裏に建てたもので、鈴鹿も詳細を知らないはずだった。

「お前がクルーグスと結託していることはわかっていた。あとは運任せのくじ引きだよ。だが、施設を襲撃されているのにミスティカ魔導研究所の治安要員が動いていないようだ。あのクソカメレオンはどうした？」

「休暇を楽しんでいるよ。あの世でたっぷりとね」

「ほう、そいつは朗報だ！　やつは横暴で傲慢な上、部下に責任をなすりつけるクソ野郎でな。周りから蛇だ蝎かつのごとく嫌われていた。やつが死んだと聞いたら研究所の連中、パーティーを開いて大盛り上がりだろうよ」

「用済みだからといって消すべきではなかったか。失敗したよ」

　二人して笑う。クルーグスが邪魔だという点では、両者の思惑は一致していた。

「さて、鈴すず鹿か。そろそろ始めようではないか。昔なじみのお前がわざわざ時間稼ぎに来てくれたのだ。少しだけ付き合ってやる！」

「つれないこと言うなよ。朝まで拳で語り合おうぜ、厳げん斗と──!!」

　二匹の獣けもの使つかいは、牙きばを剝いて互いの獲物へと飛びかかった。
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　クリスさんの案内に従い、通信ケーブルが通る洞とう道どうを黙々と進む。

　管理室がミアたちに掌しよう握あくされているため、監視システムに引っかからない道を行く必要がある、ということだった。

「……クリスさん、聞いてもいいか？」

「なんでしょうか」

　先ほどまでの荒々しい口調から一転、いつも通りに戻っている。だがノエルやシルヴィはクリスさんの迫力にすっかりビビってしまい、口数は少ない。

「どうして理事長は俺おれを助けてくれるんだ？」

　ずっと不思議だった。出会った当初から俺のことを弟にしたいと言い、なにくれとなく力になってくれた。だが俺と理事長は学園で出会うまで全く面識がなかったのだ。そんな人間を、どうして命を賭けてまで助けようとするのか。

「……そうですね。これが今生の別れになるかもしれませんし、話しておいた方がいいのかもしれません」

　理事長が厳斗に負ければもう二度と会うことはない。そういうことだろう。

「鈴鹿様はお名前が示すとおり、弟様と同じ日本人です。日本に生まれた獣使いですから、一いち柳やなぎとも浅からぬ縁を持っておいででした。そうして出会ったのが一柳青せい嵐らん様──かつて、鈴鹿様の恋人だったお方です」

「青嵐……聞いたことがあるような気がする」

「弟様がまだ小さかった頃に、一度会ったことがあるそうですよ」

　一柳は血統を重視する家系のため子だくさんが多い。

　そのため血縁関係者が桁外れに多く、いとこだけでも三〇人くらいはいる。しかもみんな同じ苗みよう字じだから、正直、全員は覚えていられない。

「青せい嵐らん様は一いち柳やなぎの人間にも拘らず、血統など全く気にしていませんでした。人間にも獣人にも分け隔てなく接する、気さくな方でした。鈴すず鹿か様も、そんな青嵐様に惹ひかれたのだと思います。今の弟様にどことなく通ずるところがありますね」

　言われてみればそうかもしれない。小さい頃に、知り合いになれていたらよかった。

「ですが青嵐様はお亡くなりになってしまいました。新年早々に起こった海難事故で」

「ま、待ってくれ、その事故ってまさか……」

「ええ、そうですよ。弟様のご両親が亡くなった、あの豪華客船の沈没事故です。青嵐様もまた、あの事故で命を落とされたのです」

　……なんてことだ。

　あの事故による死者は三〇人、行方不明者は一〇〇人を超えた。俺おれの両親以外にもたくさんの人間が死んだ。だが、その中に理事長の恋人も含まれていたとは……。

「青嵐様の訃報を聞いて、鈴鹿様はひどく落ち込まれました。今のお姿からは想像もできないほどにやつれ、心配する皆の面会を拒否し、誰も側そばに寄せつけませんでした。多くの者が鈴鹿様のもとを去っていき……残った従者は私を含め五人だけ。獣けもの使つかいにとって従者は命綱。あの時の鈴鹿様は、半ば自らの命を放ほう棄きしているも同然でした」

「あの理事長が？　信じられないな……」

　何があっても動じなさそうな人なのに、そんな過去があったなんて。

「今でも鈴鹿様は青嵐様が亡くなったあの日のことを後悔し続けています。あの時、自分が一緒にいれば青嵐様を救うことができた。些さ細さいな判断の誤りで永遠に青嵐様を失うことになってしまった、鈴鹿様はそう悔やんでおられます。ですから、きっと鈴鹿様にとって、同じ事故に遭われた弟様は特別な存在なのです。もう二度と間違わないように、今度こそ守ってみせる、そんな風にお考えなのでしょう……」

　その思いは……わかる気がする。

　父さんと母さんが一月の冷たい海に放りだされたあの時、俺は救命ボートの片隅でただ震えていることしかできなかった。後に二人の死体を目の当たりにして、自分の不甲斐なさにどれほど後悔したことか。

「……着きましたよ、弟様。ここが終点です」

　洞とう道どうの突き当たりまでやってきた。クリスさんが金属製の大きな扉を開けると、強い風が吹き込んでくる。その先には、もう何もなかった。

「海、ですわね……」

　時刻は午前五時。春先でまだ日は昇っていないが、東の空がほのかに明るい。

「ここから浮島の下に出られます。浮島の下は監視網が薄いので厳げん斗とに見つかることなく島外に脱出できるでしょう。現在の位置はフィリピン東岸、太陽を背にして西へ向かえば陸にたどり着くはずです」

「こ、ここから飛び降りるのですか？　わたしは飛べないのですが……」

　ノエルが涙目になる。

「わたくしとクロウが交替でノエルさんを抱えれば問題はありません、けれど……」

　戸惑い、そして不安の篭こもった視線を送ってくるシルヴィ。

　きっと俺おれと同じことを考えているに違いない。

「さあ弟様、早くお逃げください。厳げん斗とが弟様の行方を捜しているかもしれません」

「……最後に一つだけ聞かせてくれ」

　ゴウゴウと風の鳴る中、クリスさんに向き直る。

「この後、ミアはどうなる？」

「浮島管理の妨害、浮島への破壊工作はどちらも重罪です。極刑は免れません。ただミアの場合は刑に処される可能性は低いと思います。その場で処刑されるでしょう」

　もしミアが本当に浮島の破壊工作をしているなら当然の帰結だ。浮島に住む何百万という獣人たちの生命を脅かしておいて何のお咎とがめもなし、なんてあり得ない。

「そんな……ミアさんを救う手立てはないのでしょうか……」

「改めて申しますが、あれはあなたたちの情報を得るために送り込まれたスパイです。巧みな話術で信頼を得て、あなたたちの感情を刺激し、情報を盗んで敵方に売る。最初から利用されていたのですよ。同情の余地はありません」

「……わかった。ありがとう、クリスさん」

　覚悟を決めて扉に手をかける。

　夜の海はまだ暗い。扉の先は夜明け前の闇が広がっていた。

「ノエル、俺に摑つかまれ。シルヴィは俺についてこい」

「九く郎ろう様……」

「わかりましたわ」

　ノエルが腕を巻きつけたことを確認し、扉から身を乗り出す。

「弟様、どうかご達者で」

　クリスさんの声を背に浴びながら、俺たちは陰々たる未明の空へと飛び出した。
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「クルーグスの情報通りか。随分と弱くなったものだな、鈴すず鹿か」

「……やかましい、余計なお世話だ」

　太陽は未いまだ昇らず、周囲はなお暗い。鈴鹿は息を荒らげながら口をへの字に曲げる。

　厳げん斗とと戦い始めて三〇分、鈴すず鹿かは劣勢に陥っていた。

「昔はあれだけ多くの従者を抱えていたというのに、今はわずか五人だとか。あの獣鬼姫ダイノ・キテイが見事な落ちぶれようだな。お前の身に一体何があったのだ？」

「……お前に、教える義理はない」

　鈴鹿は考えていた。どうすれば厳斗に有効打を加えることができるのか。

　厳斗は以前に戦った時と比べてひたすら頑丈になっていた。どのような攻撃も、まるで受けつけないのだ。クリスが厳斗の従者について調べてくれたが、そのうち二人は何の獣人かわかっていない。そのどちらかが持つ獣技ゾイオンが鍵かぎを握っているはず──

「そうか、もしかして……風の噂うわさで聞いたことがある。お前、青せい嵐らんといい仲にあったそうだな。多くの従者を失ったのは、やつの死が原因だったのか」

　得心がいった、とばかりに笑みを浮かべる厳斗。

「ああ？　喧けん嘩かの最中にくだらねえ話を始めるんじゃねえよ。こっちに集中しろ」

「なるほどな、確かに一いち柳やなぎ青嵐はいい青年だった。私と意見が異なるにも拘らず、彼は決して話し合いを拒絶しなかった。私が新年会に誘った時も、彼は嫌な顔一つせず快諾してくれたよ。穏和で優しく、お前とは正反対の男だった。だから惹ひかれたのだな」

「やめろっつってんだろうが！　そんな昔話、聞きたくもないんだよ！」

　鈴鹿は嚙かみつかんばかりに激げつ昂こうする。

「彼は獣人管理庁の基本方針に反対する穏健派のカリスマだった。獣けもの使つかいだけでなく獣人を欄らん外がいにする措そ置ちにも反対していた。だがそれはおかしい。獣人は人間と比べ理性に劣る。だからこそ獣人は人間に管理される存在となった」

「獣人は理性に劣る、言い出しっぺは一柳お抱えの御用学者だったな。その学説を根拠に作られたのが管理官制度だ。結論ありきで都合のいい証拠を作り出しやがって。青嵐はその歪ゆがんだ現実を正そうとしていたんだ！」

「知っているとも。だから青嵐をあの船に乗せたのだ」

　厳斗はゆるやかに笑っている。その酷薄な笑みが何を意味するのか。

「……だから乗せた？　だからって何だ。お前はあの船が沈むことを知っていたのか？　いや、違うな。厳斗、お前があの船を沈めたんだなッ……!!」

　身体からだ中じゆうの血管を浮き立たせ、鬼のような形相を浮かべる鈴鹿。

「どうだ、獅し子し堂どう鈴鹿。血の巡りはよくなったか？　お前を倒して獣使いの頂点に立つことは、私にとって長年の夢なのだ。これで、死力を尽くして戦えるだろう？」

「……ああ、いいことを教えてくれてありがとよ、厳斗。長い間ずっと気にかかってたことがわかって、今は清々とした気分だ。何しろ、てめえのハタワタを引きずり出してモツ焼きにすれば、全てが終わるってわかったからな！」

　天を仰ぎ、高らかに笑う鈴鹿。

「死ね、一いち柳やなぎ厳げん斗とッ……!!」

　再び戦いの口火が切って落とされた。

　八足高機動アジヤイル・エイトで瞬時に肉薄、鈴すず鹿かはオーガ獣人から借り受けた怪力で力任せに殴りつける。上からの振り下ろすような鈴鹿の一撃を真っ正面から受け止めた厳斗。衝撃で大地が割れ、厳斗は膝辺りまで地中へとめり込んだ。

　鈴鹿は止まらない。凄すさまじいまでの高機動で、一秒に満たない時間のうちに拳、肘ひじ、踵かかと、膝など六〇発を厳斗の各部へと叩たたき込む。その反動で厳斗を中心とした半径一〇メートルほどの地面がめくれ上がり、小規模なクレーターが出来上がった。

「さすがに速い……が、見えぬほどではない！」

　タイミングを合わせた厳斗の手が、鈴鹿の腕を摑つかむ。ほぼノーガードで、浴びるほどの打撃を食らったにも拘らず厳斗にダメージを受けた様子はない。

「アラクネ獣人の高機動で近づきオーガ獣人の怪力で力任せに殴りつける。シンプルだが有用な手法だ。並の獣人、獣けもの使つかいならば細工を弄する間もなく打ち倒されるだろう。かつて私もそうだった。だが……今の私はひと味違うぞ！」

　厳斗に摑まれた腕に鈍い痛みが広がる。みるみるうちに石へと変化していく。即座に厳斗の腕に足を絡めて身体からだをひねり、厳斗を大地に叩きつけて振りほどく。

「何をしてくるかと思えば石化とは、また地味な攻撃だな」

　石に変えられた右腕をさすり、つまらなさそうな顔で告げる鈴鹿。

　身体を石に変える獣技ゾイオンは扱える獣人の数が多い。それだけに対処方も編み出されており、治ち癒ゆの獣技ゾイオンを扱える者なら比較的容易に解除できる。

「火薬で金属弾を射出して肉体を破壊する、突き詰めれば銃とはそれだけの兵器だ。シンプルだが世界中の軍隊が採用している。人を屠ほふるのに複雑な手順などいらないのだよ」

「ご高説どうも。でもそれは普通の人間を殺す方法だな」

　厳斗が話している間に、既に鈴鹿の腕は元通りに回復していた。

「天翼人セラフの従者は今も健在か。それが確認できただけでもよしとしよう。どのみち、お前に私を倒す手段がないことに変わりはないが」

　鈴鹿は、世界に五〇人ほどしかいない天翼人セラフの獣人を従者として抱えていた。天翼人セラフは類たぐい希まれなる治癒の獣技ゾイオンを有しており、石化を含むありとあらゆる治療を可能とする。

「お前も私は倒せない。タフが私の取り柄だからな」

　鈴鹿には樹人トレントの従者がいる。ユグドラシルを名乗るその者は、とある浮島を覆おおい隠すほどの巨きよ軀くを誇っており、鈴鹿は彼から無限に近い魔ま素そと体力の供給を受けていた。

　ゆえに鈴鹿は二四時間三六五日、五年でも十年でも戦い続けられる。

「さすがは一騎当千の不沈戦士と呼ばれていただけのことはある。しかしこの後は予定が詰まっていてな、そろそろ決着をつけようか」

「その予定はキャンセルだ。誰が決着なんてつけさせてやるかよッ!!」

　土を蹴る鈴すず鹿か。

　しかし、振り上げた拳が届くより先に。

「がっ……!?」

　突然、押しつぶされるような重い一撃が身体からだを突き抜け、驚く鈴鹿。

　フルスピードで走る電車と正面からぶつかっても平気な体たい軀くを持っているにも拘らず、今の衝撃で意識が落ちそうになった。

「クルーグスは今ので即死だったのだが、耐えたか。さすがは稀き代だいの獣けもの使つかいだ」

「お前、いま何をした……!?」

　慌てて後退し、距離を取る鈴鹿。だが今度は横殴りの一撃が襲う。

　不可視の殴打はガードしようがなく、鈴鹿の身体は真横にすっ飛んだ。受け身も取れず、鈴鹿は地面を二〇メートルほど転がる。

「鈴鹿、私は以前から不思議に思っていたことがある。獣人とは、獣使いとは何なのか。魔ま素そを利用し獣技ゾイオンを操る、人と獣の間にある存在。なぜこんなものが世に生まれた？」

「知るかよ、馬鹿が……！」

　歯を食いしばり、犬歯を剝むき出だしにして立ち上がる鈴鹿。

「長年考えた上で出した結論はこうだ。私たち──獣人や獣使いとは、つまるところ魔法使いなのだと。ただし代償があった。それは外見と精神の変容だ。魔ま素そを扱う者はその精神的な気質に見合った外見へと変貌する。言うなれば呪いだな。獣人は力の代償として、醜き姿に変わる呪いを、その身に受けなければならなかったのだよ」












「ふん、戦っている最中に御託なんぞ並べて余裕だな……！」

　答えながら、鈴すず鹿かは必死に考えていた。厳げん斗との放った攻撃がいかなるものか。正体を見破らなければ対処ができない。空気の塊をぶつけてきたのか、あるいは気功膜壁オーラ・ブレーンの類か。いや、違う。どちらも鈴鹿にとっては見慣れたものだ。ならば一体──。

　刹せつ那な、真上から衝撃が降ってくる。たまらず鈴鹿は大地に膝をつく。

「しかし獣けもの使つかいは？　なぜ獣使いは人の形を保ち、獣人を従者にできるのか。その答えは未いまだ曖あい昧まいだ。だがわかることもある。魔法使いとは魔法が使える人間だ。すなわち、どれだけ獣技ゾイオンで身体能力を強化しても人間固有の弱点は残る、ということ」

「か、身体からだが……重い……!?」

　先ほどとは違い、身体が全く動かない。上から凄すさまじい重量の物体に押さえつけられているような感覚。指一本すら持ち上げることができない。

　重量──脳裏で閃ひらめくものがあった。

　そうか、重力だ。厳斗は重力を制御する獣技ゾイオンを得ていたのだ──！

「ようやく正体に気付いたようだな、鈴鹿。だが少々遅かった」

　厳斗はゆっくりと鈴鹿に手を向ける。

「食らうがいい、魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマ！」

　途端。寒気を伴う衝撃波が身体を突き抜けていく。

　衝撃に触れたところから身体が黒く変色──凄まじい激痛に襲われる。しかし超重力に縛りつけられ、避よけることも抵抗することもできない。

「これは竜毒っ……！　厳斗、お前っ……黒の竜種を従者にしたな……!?」

「はははははっ、そうだとも！　これこそが私の勝算だ！」

　黒の竜種には多くの種類があるが、竜毒を操るものは限られている。

　その代表は黒鉄鉱竜クロマテイツクドラゴン──あらゆる獣技ゾイオンを退しりぞける黒くろ鉄がねの竜鱗を持ち、魔素に反応する毒のブレスを放つ。この毒は竜をも殺すほど強力なため、俗に竜毒と言われている。九く郎ろうたちを苦しめた魔砕竜毒鉄甲フアルキス・ベノマ・アモルはこのブレスを魔装具として封じ込めたものだ。

「ちっ……道理で頑丈なはずだ、くそったれが……!!」

　話す間にも漆しつ黒こくの毒が身体を這はい上がってくる。

　しかしノエルを死の寸前まで追い詰めた竜毒も、天翼人セラフの蘇そ生せい術ならば中和が可能だ。急いで治ち癒ゆを行い、竜毒を相殺する。

「残念だったな、厳斗。私に毒など効くと思うなよ……！」

「これはお前が獣鬼姫ダイノ・キテイと呼ばれていた頃の話だ。獣使いの実力は何によって決まるか、私を無様に跪ひざまずかせた後で教えてくれたな。覚えているか？」

　厳げん斗とは超重力で動きを封じられた鈴すず鹿かへ、ゆっくりと近づいていく。

「はっ、そんな昔のことは忘れたね」

「ならば思い出させてやる」

　鈴鹿の首を摑つかんで持ち上げ、厳斗はほくそ笑む。

「獣けもの使つかいの真価は、どれだけ多くの獣技ゾイオンを並列に扱えるかで決まる。お前はそう言った」

「せ、石化、だとっ……!?」

　鈴鹿の身体からだが、末端から徐々に石へと変化していく。

　天翼人セラフの蘇そ生せい術を用いれば石化は解除が可能だ。

　しかし今、厳斗は魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマを同時に展開している。蘇生術は万能だが、二つ以上の効果を同時に中和することはできない。竜毒は極めて強力で、中和を止めればすぐにでも身体が死に至る。しかし石化も解除しなければならない。全身が石化してしまうと、もう自分では解除できなくなってしまう。

「どうした、鈴鹿。私は重力制御、竜毒、石化──三つの獣技ゾイオンしか使っていないぞ。昔のお前ならばこれくらい、わけなくはね除けただろう。本当に弱くなったな」

「くっそ、がぁッ……!!」

　指が、腕が、そして足が石化し、首から下が全て石へと変わる。

「少々物足りないが、ここで幕引きとしよう」

　言葉を発する間に、鈴鹿の顔が石へと変わっていく。そうして髪の毛の先まで、全てが石となり──鈴鹿は一個の彫像と化した。

「名残惜しいがお別れだ、鈴鹿。九く郎ろうはいただいていく」

　厳斗は石像の胸元に手を当てる。

　次の瞬間。

　鈴鹿だった石像は、無数の破片となって──大地と同化した。
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　初めてお母さんに連れて行ってもらった浮島は、とても楽しかった。

　アイスクリームを食べたのも、お母さんと一緒に記念写真を撮ったのも、遊園地に連れて行ってもらったのも、何もかもが初めてで新鮮だった。

　普段はどことなくよそよそしい態度だったお母さんも、今日はとても優しかった。

　それは私が生きてきた中で一番幸せな日だった。

「……お母さん用事があるから、ちょっとここで待っててくれる？」

「うん、わかった」

　お母さんは私に笑いかけ、何度も振り返りながら人混みの中に溶けていった。

　私は噴水の側そばにあるベンチに座っていた。わずかなお小遣いの入ったポシェットと、記念写真を持って、大人しくお母さんを待っていた。




　だけど、いつまで経たってもお母さんは戻ってこなくて。

　空は次第に曇り、冷たい雨が降ってきた。




「あら……お嬢ちゃん、あなた綺麗ね」

　お母さんを探して雨の降りしきる街を一人で歩いていると、ふいに大きなウサギの耳を生やした女性に声をかけられた。

「……きれい？」

「ええ、あなたの身体からだは透き通ってキラキラとしていて、とても綺麗よ」

　手のひらの中には燐りん光こうを放つ粒子が浮かんでいて、わずかに揺れている。これを綺麗だと言われたのは、生まれて初めてのことだった。

「あなた、お名前は？」

「……ミア」

「そう、ミアちゃんっていうのね。ご両親はどうしたの？」

　私は彼女に事情を話した。

　お母さんと浮島へ遊びに来たこと。お母さんを待っていたけど戻ってこなかったこと。

　話を聞いて、修道服を着たウサギの女性は、雨でずぶ濡ぬれになった私を、そっと抱きしめてくれた。

「ねえ、ミアちゃん。私たちのおうちに来る？」

　その教会は、運良く子供を受け入れる余裕があった。

　レオンティエラで私と同じような境遇で孤こ児じとなった子供のうち、施設で保護を受けることができるのは全体の三パーセントにも満たない。

「私はスロン・アルバニーナっていうの。ミアちゃんの家族の名前フアミリー・ネームは？」

「……わからない」

　私は、家族とその名を失った。

　雨の日に拾われたので、私はミア・レインコールと名乗ることにした。
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　レオンティエラで暮らす五〇〇万人の獣人のうち浮島生まれは六割で、残り四割は地上から来て居着いた連中だ。そのうち約半分は七歳未満でこの浮島の住人となる。

　世界人口の一割を獣人が占めるにも拘らず、獣人に対する偏見はなくならない。祝福されて産まれてくるはずの子供が獣人だとわかった時は、誰もが頭を悩ませる。

　耳やしっぽが生えるくらいならまだいい。中には見るも怖おそろしい容姿に変容してしまうもの、地球上の生物として認識することすら難しいものになってしまう子供もいる。今は人間と変わらない見た目に偽装できるが、小さい頃はスライムそのままの外見だった私は、どうやっても獣人であることが隠せなかった。

　そんな獣人の子供にはお決まりのコースが待っている。我が子を持てあました親は獣人が自由に出入りできる浮島に行き、そこへ捨てていくのだ。

　別に特別なことじゃない。レオンティエラでは実によくある話だった。

　子供を保護する養護施設はいつも満杯で、拾ってもらえない子供も多い。そうした子は、早ければ三日ほどで息絶える。

　それに比べれば、母に捨てられたその日に拾われた私は運がよかった。

　だが、世の中はいいことばかり続くものじゃない。




　私のささやかな幸運は、十歳の誕生日に終わりを告げた。

「ど、どうかこの子たちだけはっ……!!」

「俺おれはガキが大嫌いなんだな。あとカミサマなんぞに縋すがってるお前らもな」

　乾いた破裂音が響き、修道服を着たスロンさんの身体からだがその場でくずおれる。横たわった身体からは赤黒いものがあふれ出し、床を濡ぬらしていった。

　教会などが運営する養護施設には浮島から寄付金の配当がある。屈強な体つきのクマ獣人やヒョウ柄の獣人が狙ったのは、その寄付金だった。

　常識で考えれば寄付金が手渡しであるはずがなく、手元には大した金などない。しかし浮島に捨てられ孤こ児じとなり、まともな教育も受けずに大きくなった連中に、常識など通用しない。お目当ての金が手に入らなかった自分たちの無知無策を棚に上げ、怒り狂い、手当たり次第に教会のみんなを殺害していった。

「怖い、怖いよ、誰か助けて……！」

「大丈夫だな、すぐに怖くなくなる。ほら、さっさと死ぬといい」

　逃げようとした子供から先に対獣魔弾シルバー・バレツトを浴び、死んでいく。優しくしてくれたシスターのスロンさんも、一緒に遊んでくれた友だちも死んだ。皆殺しだった。

　当然、私も例外ではない。

　自分も死ぬ。

　このまま何もしなければ、みんなと同じように殺されて終わる。

　それはイヤだった。

　だから、私は立ち上がった。

「……ミアがお金の下ろし方、教えます」

「ああん？」

　小さく、そして貧弱なスライム獣人である私に対し、相手は巨大な体たい軀くに大木のような腕、圧倒的な体格差を誇るクマ獣人だ。百回挑めば百回殺される、そんな相手から銃口を突きつけられ、恐怖で身体からだが凍りつく。

　それでも、死の闇を纏まとったそれを無む理り矢や理りに抑えつけ、私はへらへらと笑った。

「だから、ミアを仲間にしてください」

　私は教会でただ一人、生き残った。

　同時に、それまでの私はその時に全て死んだ。
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　レオンティエラの浮島制御システムは、地上七階建てのビルに相当する巨大な施設だ。中央にはエメラルドのような輝きを発する巨大な岩石が鎮座している。その周囲には張りつくようにして大小のパイプが絡みついていた。パイプは全て、七階建てのビルがすっぽりと入るような吹き抜けの空洞の一番下、制御パネルへと繫つながっている。

　そのパネルの前に、ミアが陣取っていた。

「……ふーん、なるほど。こういう構造ですか」

　浮島制御システムは多くの技術者が十数年という年月をかけて作り上げた、バケモノのように肥大化したシステムだ。多くの問題に対処できるよう組み上げられた各モジュールは複雑怪奇で、一人の人間が把握するにはこれまた膨大な時間が必要となる。おそらくシステム全体を把握している技術者はいないだろう。

　ミアは、物言わぬコンピュータと向き合う時間が好きだった。

　コンピュータは暴れないし、文句も言わない。理解不能な理由で殴ってきたり、くだらない要求も突きつけてこない。組み込まれたプログラムに従い、忠実に働く。

「まるでミアみたいですね、なぁんて言ってみたりして」

　へらへらと笑うミア。

　困った時は笑うようにしていた。理不尽だと思った時も、怒った時も、極力笑うようにしていた。そうすることで今まで生き延びてきた。

　生き延びるために随分と悪さもしてきた。スライムの身体からだを生かして盗聴、盗撮、窃盗に情報剽窃ハツキング、機構破壊クラツキング。その時々、仕えていたボスに従って何でもやってきた。

　最初の主人は教会を襲い、シスターや友人を皆殺しにしたクマ獣人だった。頭の足りないチンピラで、一ヶ月もしないうちにマフィアともめ事を起こして殺された。

　次の主人はそのマフィアのボスだった。そいつも一年で別のグループとの抗争に巻き込まれて死んだ。すぐにそのグループへ乗り換え、何とか糊こ口こうをしのいだ。

　そうして口八丁、手八丁で次々と主人を乗り換え、何とか今日まで生き残ってきた。

「……ご主人様、か」

　強い者は自分の力で生き残っていくことができる。だが弱い獣人は強い者に付き従い、彼らのおこぼれに与るしか生きる方法はない。

　弱いことは罪だ。

　かつて九く郎ろうと対たい峙じした黒毛の牛頭人ミノタウロス──ヴァランが言っていたことは正しい。

　強者が全てを手に入れ、弱者は黙って従う。それがレオンティエラの法だった。少なくとも、自分が生きてきた世界ではそれが真実だった。強者に従うという決断をしていなければ、とっくの昔に死んでいただろう。

　九郎はヴァランに勝った。九郎の方が強かった。だから九郎は生きている。負けていれば九郎は死んでいた。強い方が正義、それだけのことだと思う。

　なのに、鏑かぶら城ぎ九郎は──今のご主人様は言った。

　強いやつも弱いやつも、獣人でも人間でも、同じ人類の一員だ。上も下もない。

　浮島でそんなことを言う人に会ったのは初めてだった。

　それは薄っぺらな理想だ。今でもそう思う。

　だけどご主人様には覚悟がある。理想を貫くためには、どれほど死にそうな目に遭ったとしても決して屈しない。

　だから、そんな薄氷の上を歩き続ける今のご主人様だけは──

　どうしても助けたいと思った。




「おーいミアちゃん、どんな感じー？」

　呼びかけられ、我に返る。

　制御パネルの前で作業をしていたミアの元へ、ベッキーノがやってきた。

「すみません、もう少し時間がかかりそうです」

「もう少しってどれくらいよ」

「んー、早くても三日……いえ、四日くらいは必要だと思います」

　困ったように笑うミア。

「はあ？　四日ってあんたナメてんの？　そんなに時間かけてたら管理室のセキュリティが突破されちゃうでしょうが。もっと早くできないわけ？」

「無理を言わないでくださいよぉ……。この規模のシステムを掌しよう握あくするには凄すご腕うでの技術者が数十人がかりでやっても一ヶ月はかかります。それを今はミア一人でやってるんですよ。さすがにこれ以上は……」

「ったくもう、役に立たないね。どうしたものかなぁ」

　ベッキーノが冷たい視線を送ってくる。

　不穏なものを感じたミアは、強引に話題を変えることにした。

「……あの、気になることがあるんですけど、質問してもいいですか？」

「んー、何よ」

「厳げん斗とさんはもう鏑かぶら城ぎ九く郎ろうの身柄を確保しているんですよね。だとしたら、今さらレオンティエラの制御システムを掌握する必要なんてないんじゃないですか？」

「あれれ～？　子飼いのくせに厳斗さんのやることにケチをつけたいってこと？」

「ちち、違いますっ、どういう目的かわかればそれに特化したシステムの掌握ができて、必要な時間が短縮できるかもしれないので！」

　咄とつ嗟さに思いついた言い訳を口にする。

　頭の回転には自信があった。弱者は頭を使うより他に生き残るすべがない。ご主人様に取り入るため死にものぐるいで頭を働かせてきた、その産物だった。

「ふーん、そういうこと。じゃあ教えてあげよっかな」

　機嫌をよくしたベッキーノが語り始めた。

「厳斗さんの目的は九郎くんの確保。そのための保険って意味合いはあるけど、もう一つ目的がある。この浮島はね、九郎くんにとって第二の故郷なわけ。九郎くんがこの先、獣けもの使つかいとして力をつけた後で離反した場合、彼はここに帰ってくる。そしてレオンティエラは帰ってきた彼を利用する」

　その読みはおそらく正しい。九郎が厳斗に匹敵する実力を持ったなら、これを利用しない手はない。獅し子し堂どう鈴すず鹿かを内部へ抱き込んだ時と同じように。

「つまりいざという時の保険として制御システムを掌握しておくってことですか？」

　ミアの問いかけにベッキーノは吹き出し、失笑する。

「あたしは死の運び屋だよ？　西に戦いの火種があれば行って爆弾をブチ込み、東に殺人鬼がいれば行って一番残酷な殺し方を教える、それがあたしの性分なの。そんなあたしが『いざという時の保険』なんて、クッソつまらない理由のために働くと思う？」

「それならどういう目的で制御システムを掌しよう握あくするんです？」

「落とすのよ、この浮島を」

　ベッキーノは口の端を歪ゆがめ、凄惨な笑顔を作った。

「え……？　ま、待ってください、この浮島を落とすって、今これから？」

「そう、いま。ナーウ、フォーリンダーンっ！」

　心底から楽しそうに告げるベッキーノ。

「で、でも、鏑かぶら城ぎ九く郎ろうが戻ってきて浮島に利用されるリスクって将来的なものですよね？　そのわずかなリスクのために浮島を落とすんですか？」

「なになに？　もしかしてミアちゃん怖おじ気けづいちゃった？」

「だって、この浮島には何百万という獣人がいるんですよ。彼らは何も関係ない……」

「だぁからいいんじゃないのさっ！　マッチ一本から始まる山火事とか、雪玉一つで始まる大雪崩なだれとか、地震で発生した津波に否いや応おうなくのみ込まれる家々とか。あたしはそういうのが好き、そういう光景こそ見たいのよ！」

　ベッキーノは天を仰ぎ見、踊るようにステップを踏む。

「指先一つで始まる、作り上げられた秩序の崩ほう壊かい。それこそがあたしのご馳ち走そう、あたしの生きる意味！　そんな光景を作るためにあたしは働いてるの。わかるでしょ？」

　後ずさりをするミア。

　この人は何かが決定的に壊れている。厳げん斗とも非道だが、明確な目的を持ち、そのために行動している分、彼の方がはるかにマシだった。

「あたしはね、ぶっちゃけ九郎くんがどうなろうと構わない。厳斗さんの目的も最初から興味がない。ただレオンティエラを落とせるっていうから協力してるだけ。だって、考えてもみてよ。ある日突然、浮島が落ちる。誰も避難なんてできない。そうして何の罪もない数百万という獣人が、浮島と一緒に死ぬ。そんな光景が目の前に広がってたらさ、もう最っ高にエクスタシーだと思わない？」

　……これは悪魔だ。

　自分は悪魔に手綱を握られている。その事実に戦せん慄りつするミア。

「さぁてミアちゃん、あなたさっき『目的がわかれば必要な時間が短縮できる』とか言ってたよねぇ？　目的はこの浮島を落とすこと。浮島を落とせれば、システムがぶっ壊れようがどうなろうが構わない。それならもっと早くできるでしょ？」

　全身を舐なめ回すようなベッキーノの視線に、心底から恐怖が湧き上がってくる。

「そ、そんなこと、ミアはっ……」

　浮島を落とすなんて絶対にやりたくない。そんな怖おそろしいことに荷担したくない。

　しかし拒否すればどうなるか、火を見るより明らかだった。

「んんん～？　もしかしてミアちゃん、一丁前に正義感とか発揮しちゃうの？」

　どうする、どうすればいい。考えても答えは出てこない。

「って、呼び出しだよ」

　通信機にコールが入った。ベッキーノは舌打ちして通話を始める。

「はい、何でしょう。……えっ、九く郎ろうくんが逃げた？　随分と場所がバレるの早いですね。わかりました、ちょっと突つついてみます。ああ、こっちは順調ですよん。あと半日くらいで落とせると思います。ミアちゃんは三日とか言ってますけどね。そんじゃまた後で～」

　通話を終えたベッキーノはミアに向き直り、にこりと微笑ほほえんだ。

「さってと、ミアちゃんに質問タイムだよ」

「な、何でしょうか」

「隔離施設に閉じ込めておいた九郎くんが逃げちゃったんだけど、どうしてかな？」

「そ、それはミアに聞かれても理由はわからな……っくああああああああぁぁぁぁっ!?」

　身体からだ中じゆうが炎に包まれたような、激しい痛みが走る。たまらず倒れ伏すミア。

　その頭に、ベッキーノの足が落とされた。

「あのさぁミアちゃん、あの場所って鈴すず鹿かたちが手出しできないっていう触れ込みで決めたわけじゃない。九郎くんたちを運ぶ時だって入念に隠蔽工作をしたわけで。なのに、たかだか半日程度で隠し場所が割り出されちゃうっておかしくない？」

「でも、ミアはどこを隠し場所に決めたかは知らなっ……」

　言いかけたミアの頭に、再び踵かかとを叩たたきつけるベッキーノ。

「場所の選定に関わる情報を提供したのってミアちゃんでしょ。意図的に片寄った情報を出してあたしたちを誘導した上、情報をリークしたんじゃないの？」

「ぬ、濡ぬれ衣ですよぉっ！　そんなことをしてもミアには何の得もないですっ！」

　頭をガンガンと踏みつけられても、ミアは抵抗しない。こういう時に抵抗すると、もっとひどい目に遭うことを経験則で知っていた。

「ふうん……まあいいや、あたしはレオンティエラを落とせれば満足だし。話は聞いてたでしょ、あと半日で制御システムを掌しよう握あくして。終わらなかったら殺しちゃうゾ☆」

「は、はい……」

　ミアはのろのろと起き上がり、制御パネルへと向かう。

　何とか追及の手を逃れた。

（はあ、危なかった……マジで死ぬかと思いましたよ）

　実はベッキーノの推察通り、ミアは鈴鹿たちに情報をリークしていた。

　浮島に関するデータを密ひそかに操作、九く郎ろうたちの隠し場所を誘導し、その情報を匿名で流したのだ。そのお陰か、九郎たちはうまく脱出できたようだ。

（あとはこのまま誰にも見つからず、ご主人様たちがこの浮島を脱出してくれれば……）

　ミアは九郎たちを助けたかった。

　獣けもの使つかいの実力は従者の質と数で決まる。ノエルとシルヴィしか従者がいない九郎では、厳げん斗とに勝ち目はない。恥も外聞もかなぐり捨てて、逃げてもらう必要があった。

　だが、それにはクリアしなければならない課題がある。捕虜の身であるミア──自分の存在だ。

　ミアはベッキーノに生殺与奪権を握られている。当然、九郎はミアを助けようとするだろう。結果、ベッキーノと争う羽目になり、逃亡するチャンスは失われてしまう。

　だからミアは、自分を見捨ててもらうことにした。

　自分が裏切り者であることを知れば、さすがの九郎もミアを見捨てるはずだ。そうして九郎たちさえ逃げおおせてしまえば、後は何とでもなる。ミアは今まで様々な主人に仕え、窮地を乗り切って生きてきた。今回もまたそうするだけだ。

（まあ、心残りは……ありますけど）

　もう一つ、方法はあった。

　それは全てをかなぐり捨てて、九郎にミアが持つ情報を全て暴露すること。

　だがその方法を採った場合、九郎はミアを見捨てない。そうなれば厳斗に捕らえられてしまう。その上、万が一ミアの裏切りがバレたら間違いなく殺されるだろう。

　うまくいけば万々歳だが、リスクが高すぎる。失敗すれば全滅だ。

　それに、もしうまくいったとしても。

（裏切り者だと知られた上で、ご主人様たちと一緒にいるわけにもいきませんしね……）

　自分はご主人様たちを騙だましてきた。

　そんなやつ、命を張って助ける価値などない。

　今のご主人様はお人ひと好よしで、ミアが困っていれば絶対に助けようとする。だから敢あえて裏切り者だということが九郎たちに伝わるように画策した。

（さよなら、ご主人様。頑張って逃げて、生き延びてください……!!）

　残るはこちらの問題だけだ。

　目下のところ、どうやって浮島を落とさないように、浮島を落とす細工を施ほどこすか。設題の時点で矛む盾じゆんしているが気にしない。今までだってそういう無理難題を切り抜けて何とか生き延びてきたのだ。弱者には弱者なりの生き方がある。

「……んん？」

　ふと、制御パネルの一部の数値が激しく乱れていることに気付く。周辺魔ま素そを計測するセンサーだ。少し前まで安定していたのに、今は数値が乱高下している。

「何ですかね、これは……」

「どしたのミアちゃん、システム掌しよう握あくできたの～？」

　椅い子すをギコギコしながら後ろで様子を見ていたベッキーノが声をかけてきた。

　と、その刹せつ那な。

「なっ……ふああああああああぁぁぁっ!?」

　激震。

　地響きのような爆音とともに、立っていられないほどの横揺れが走り、椅子から地面に投げ出された。ベッキーノも横にすっ飛び、ゴロゴロと地面を転がっていく。

　砂さ礫れき混じりの砂すな埃ぼこりが舞い上がり、辺りを覆おおい隠した。

「な、何が起こったの!?」

　ベッキーノが叫び、立ち上がる。

　砂礫は巨大な空洞である制御システムの壁面に開いた大穴から、もうもうとわき起こっている。無論、先ほどまでそんなところに穴はなかった。

「……ふう、どうやら繫つながったみたいだ」

　その砂さ塵じんを、かき分けるようにして現れたのは。

　──鏑かぶら城ぎ九く郎ろうだった。





　　　　４






　空洞の中を素早く見渡す。

　目の前には七階建てのビルに相当する巨大なエメラルド──礎そ石せきがあり、蔦つたのようにパイプが絡みついている。それらパイプが繫がっている一番下、制御パネルの前に、捜し求めていた人物の姿があった。

「ご、ご主人、さま……？　どうやってここまで……！」

　ミアは呆ぼう然ぜんとした顔で俺おれを見上げている。

「ちょいと穴掘りをしてきた」

　レオンティエラはお盆のような平たい構造体だ。下から掘り進めば二〇〇〇メートルくらいで中央の浮島管理室に繫がる。上から行けば見つかってしまうが、下からであれば姿を隠したまま掘り進めることができる、という寸法だ。

　途中まではシルヴィの流動体創生操御フルイド・フラクチユエートを使い、ウォーターカッターの要領で岩を削りながら進んできたのだが、いかんせん時間がかかり過ぎた。途中から面倒くさくなり、ある程度進んだところで魔白銀光ミストベクトラを放って一気に道を作ったのだ。

「……で、何しに来たんですか、ご主人様」

「何って、お前を助けにきたに決まってるだろ？」

　その言葉に、ミアは眉まゆをつり上げる。

「どうして来たんですかっ！　ミアなんかに構ってないで、早く逃げてくださいよ!!」

「はは、クリスさんにもそう言われたんだけどな」

　思わず苦笑してしまう。まさかミアに同じことを言われるとは。

「ご主人様、もしかしたら厳げん斗とに勝てるとか思ってます？　自惚うぬぼれないでくださいよ！　今のご主人様なんて獣けもの使つかいの中じゃ下から数えた方が早いくらい弱いんです！　厳斗と戦った獣使いは二〇人、そのうち十九人は死にました。一人を除いて、誰も厳斗には敵かなわなかったんですよ！　そんな相手と戦って勝つ自信があるんですか!?」

「厳斗には敵わないだろうな。既に一度、叩たたき潰されてるし」

「だったらどうして逃げないんですか！　捕まって好き勝手されたいんですか!?」

　激げつ昂こうするミア。

　うん、やっぱりそうだ。

「ありがとな、俺おれの心配してくれて。やっぱりお前は、裏切り者なんかじゃない」

「な、何を言って……」

　今まで幾度となくミアに触れる中で、それとなく基点ドグマを探ったことがある。

　だが、わからなかった。

　基点ドグマは獣人が固有の精神性を発揮している時でないと読み取りにくい。たとえばノエルなら挺てい身しん──自らの身を削ってでも他者へ尽くそうとしているその時に、最も基点ドグマが際だって見える。本来の自分を隠している獣人の基点ドグマは読み取りづらい。さらに高度で複雑な基点ドグマほど解釈は難しくなる。

　ミアの基点ドグマは誰よりも複雑かつ曖あい昧まいで、今まで読み取ることができなかった。

　でも、それでも。

「わかるんだよ。お前が悪いやつじゃないってことくらいはさ」

　曖昧に伝わってきたミアの基点ドグマ、そこに悪意は感じられなかった。敵と内通し、管理室を占せん拠きよしたのも何か弱みを握られて否いや応おうなくやっていることなんじゃないか。

　何にしても、こいつ一人を残して浮島から逃げることはできない。

「はあ……参りましたよ。まさかご主人様がここまでバカだったとは……もうちょっと頭を使ってくれないと、いくらミアでもフォローしきれません」

「おい！　バカ呼ばわりすんな！」

　こんな時でもミアの減らず口は相変わらずだった。

「はいは～い、皆さんちゅうも～く。誰か大切な人を忘れてませんかね～？」

　楽しそうな声が砂煙の中から響いてくる。ベッキーノだった。

「九く郎ろうくんがミアちゃんを助けにくるか半々くらいの確率だと思ってたんだけど、ちゃんと来てくれたね。偉いよー、ヒーローくん。それで、他の二人はどうしたの？」

「あいつらは先に浮島を脱出した。俺おれもミアを取り返したら逃げる」

　今はミアが人質に取られている状態だ。この絶対的に不利な状況にノエルとシルヴィを巻き込むわけにはいかなかった。

「へえ、逃げるんだ。一応自分の実力は理解してるんだね。でもさ、ミアちゃんを取り返すって具体的にはどうやって？　まさかタダで返してもらう気じゃないよね？」

　目を細めて薄く笑うベッキーノ。

「ミアの代わりに俺を好きにしていい」

「んん？　えっと、それってなに？　交換条件として成立してる？」

「ベッキーノ、お前の望みはなんだ。ミアみたいな弱い獣人をいじめて、それで満足してるのか？　それとも、お前はミア程度の獣人しか従わせられないのか？」

「……へえぇ、面白いこと言うじゃん」

　一般的に獣人は自分が弱く見られることを嫌う。だからこういう煽あおりに弱い。

「キツネ獣人の基本的な獣技ゾイオンは、妖狐青炎セルリアン・ブルームとかいう火遊びレベルの鬼火と容姿化身メタモルフオゼスくらいだよな。まあ、それじゃ弱い者いじめくらいしかできないか」

「キミさ、あたしのことナメてんの？　マジで殺すよ？」

「俺を殺すのは大変だぞ？　やってみろよ、キツネ風情がどこまでやれるか見ててやる」

　わかりやすく乗ってきたベッキーノに、だめ押しの嘲ちよう笑しようをくれてやった。

　さあ、ここからは出たとこ勝負だ。

「んぬああああぁぁっ！　ムッカつくなぁ。乗せられんのは癪しやくだけど、言わせっぱなしも癪なんだよね！　わかったよ、少しだけキミの遊びに付き合ってあげるッ!!」

　ベッキーノの手のひらに青白い炎が生まれた。そんなベッキーノへ攻撃を仕掛けるべく、大地を駆けて突進──両手に白銀の極光を創り出す。

「ストップ！　あたしを攻撃するとミアちゃんが死ぬよっ！」

「ちっ……」

　やむなく足を止め、白銀を消す。

「いきなり魔白銀光ミストベクトラをぶっ放す気まんまんじゃない、あっぶないなぁ。そんなことしたらミアちゃんも巻き添えになって死んじゃうからね」

「大丈夫だ。訓練してきたからな。ミアに何かする前に、お前だけ蒸発させてやる」

「いやそういうことじゃなくて……まったく、面倒くさいなぁ」

　ベッキーノは胸元から小瓶を取り出す。小瓶の中には薄い桃色の液体が詰まっており、その中心に一際強く光る宝石のようなものが浮いていた。

「これ、何かわかる？」

「……真核か」

　スライムの獣人は定型の身体からだを持たない。外部から水分を取り込んで自分の身体にできるし、身体からだの一部を切り離すこともできる。だから頭が吹っ飛ばされても死なない。

　では、スライム獣人はどうやって自分の肉体を規定しているのか。

　答えは真核にある。

　スライム獣人は真核と呼ばれる体組織が存在する。この真核から魔ま素そを行き渡らせた水溶体を自らの身体として操ることができる。真核は塩の結晶程度の強度しかなく、非常に脆い。温度にも敏感で凍ったり火で炙あぶられたりしたら組織が破壊され、死に至る。

　独房に入れられた間、色々と考えた。

　ベッキーノはミアの命を預かっていると言った。スライム獣人の生命線は真核だから、これを自由にできる状態にあると考えるのが順当だろう。しかし疑問が一つ残る。

「真核と身体を分離して存在させることなんてできるのか？」

「この小瓶は特殊な魔装具でね、魔素を遠隔地に飛ばせる。だからミアちゃんは真核とは別に活動ができるってわけ」

　スライム獣人は珍しい種だが、そこそこの数がいてある程度は研究が進んでいる。通常、スライム獣人の身体は真核から離れてしまうと魔素の供給が絶たれ、時間が経たつとただの水に戻る。真核から離れた状態で身体を維持することは非常に難しいのだ。

　しかし、言われてみれば思い当たる節がある。

　ミアは自分の分ぶん身しん体たいを俺おれのポケットに長時間忍ばせ、維持していた。しかも意思の伝達までできる。これは魔素を遠隔で飛ばせる魔装具の存在があってこそだろう。

「今のミアちゃんって、スライム獣人のくせにある意味最強なんだよね。だってさ、いくら攻撃されても絶対に死なないんだから」

　言うなり、鬼火をミアの身体へと飛ばす。

「くあああああああああああああぁぁぁぁぁっ……あぐっ、ううぅぅっ……!!」

　青い炎に包まれ、のたうち回るミア。

「やめろっ！　ミア、大丈夫かっ!?」

「大丈夫だってば、九く郎ろうくんも心配性だねぇ。ミアちゃんはあの身体が全部蒸発したって、こっちにある真核が壊れない限り絶対に死なないんだよ」

「そういう問題じゃないだろ！　ミアが苦しがってるだろうがっ！」

　俺の言葉に、ベッキーノはケラケラと笑う。その瞳ひとみは狂気に染まっている。

「さて九郎くん、もうわかったよね。魔白銀光ミストベクトラであたしを蒸発させたらミアちゃんも一緒に昇天しちゃうし、殴りかかってきて小瓶に当たればミアちゃんの真核が砕けちゃう。それに、鬼火でちょっと小瓶を炙れば……」

　指先に小さな鬼火を作り、小瓶に近づけるベッキーノ。

「あぁっ……やっ、やめてくださっ……んあああああああああああぁぁぁっ……!!」

　身体を丸め、ミアが地面の上で震える。

「指先一つでこれなんだから、全力で真核を焼けばミアちゃんがどうなるか、言われなくたってわかるでしょ？　ということで今から反抗はなし、九く郎ろうくんはサンドバッグです。少しでも抵抗したらミアちゃんは即座に殺す。アーユーオッケイ？」

「……ああ、わかった」

「それじゃ九郎くん、手始めにさっき言ったキツネ風情、とかぬかしたことを謝罪してくれる？　もちろん、地べたに這はいつくばって土下座ね。誠意を見せなよ、獣けもの使つかい」

　薄笑いを浮かべながら俺おれを睥へい睨げいするベッキーノ。

　ミアの真核が彼女の手にある以上、手出しができない。ならばどうするか。

「……悪いが、火遊びと弱い者いじめが大好きなキツネ風情に下げる頭はない」

「はあぁん？　キミ状況わかってる？　ミアがどうなってもいいの？」

「お前は弱い者いじめで脅迫して俺に頭を下げさせて、それで満足なのか？　俺を地べたに這いつくばらせたいのなら自力でやってみろよ。抵抗しないぞ。約束したからな」

　ひたすらベッキーノを挑発する。

　ミアから矛先を逸そらすには俺がベッキーノの的まとになるより他はない。特定の獣人を卑下するような物言いは嫌いだったが、今は仕方がない。

「……上等だ。獣使いに生まれたからって、獣人ナメてんじゃないよ！」

　特大の鬼火──妖狐青炎セルリアン・ブルームを創り上げ、俺にぶつけてきた。

　身体からだ中じゆうの皮膚がめくれ上がるような灼しやく熱ねつに覆おおわれ、激痛に見舞われる。

　しかし、仁王立ちのまま動かない。

「魔鋼竜体ミスラルグロウってすごいね、普通の人間なら今ので消し炭になるんだけど。でもつらそうな顔してたし、痛覚はあるんだね。完全に無効化ってわけでもないんだ」

「今ので全力か？　イグナスの炎はもっと熱かったぞ」

　火を専門に扱うサラマンダー獣人の炎と比べれば、全く大したことはなかった。

「あーもう、本当に腹立つなっ！　その減らず口、ちょっと閉じてなよッ！」

　ベッキーノが跳躍し、迫ってくる。

　チャンスだった。

　彼女の体術レベルがどれほどかはわからないが、隙すきがあればミアの真核を……。

「ははは、お見通しだよサンドバッグ野郎！」

　が、目もく論ろ見みは淡くも砕かれる。

　ベッキーノは片手を服の上から小瓶に当てて突っ込んできた。これでは動けない。

「食らえ、雷らい轟ごう掌しよう──！」

　手のひらが胸に押しつけられ、瞬間。

　目の前がスパークする。

　脳天から爪先まで突き抜けるような衝撃と凄すさまじい激痛、身体中の筋肉が硬直して焼けていく感覚が伝わってくる。先ほどの鬼火とは違い、やせ我慢で耐えられるようなものではなかった。

「あ、ぐうぅっ……!!」

　気付けば、身体からだが横倒しになっていた。

「ご、ご主人様ぁっ！」

　遠くからミアの悲痛な叫びが聞こえてくる。だが言葉を発することができない。全身の筋肉が引きつり、言うことを聞いてくれない。

「いくら不死身の身体って言っても、キミは魔鋼乾竜ミスラルドラゴンじゃなくて人間だからね。痛みを感じるってことは神経が外的なダメージに反応してるってこと。そして神経は電気的な刺激を伝達して動く。過大な電流が加われば身体が動かせなくなるのも当然よね」

　俺おれの耳元で囁ささやくように告げるベッキーノ。

　そして俺の腕を取ったかと思うと、がぶりと嚙かみついてきた。牙きばを突き立てられたところからわずかに血が溢あふれてくる。

「な、何をした……？」

「ふふふ、実験だよ。魔鋼竜体ミスラルグロウで絶対に死なない九く郎ろうくんだけど、そんな九郎くんに絶対殺す呪毒を与えたらどうなるのかなー、と思ってね」

　余裕の笑みを浮かべ、俺から離れていくベッキーノ。

　呪毒……俺の身体に毒を盛ったのか？

　考えているうちに、ベッキーノに嚙まれたところが疼うずき始める。

　そして。

「あっぐ……うあああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁっ!?」

　熾し烈れつを極める疼とう痛つう。

　脈を打つ度に、全身に凄すさまじい痛みが走る。

「呪毒っていうのはね、ただの毒とはワケが違う。毒は身体を機能不全に追い込んで殺すものだけど、呪毒は身体じゃなくて精神を蝕む。だから今キミが感じてる痛みは幻覚痛みたいなものでね。身体が壊れるわけじゃないから、精神がすり減って発狂して崩ほう壊かいするまでその痛みがずっと、ずうっと続くんだよ」

　まるで全身の皮膚が一ミリ間隔で切り刻まれ、血管という血管が破裂し、骨という骨にヤスリを突っ込まれてガリガリと削られているような、激痛。

　抵抗など無意味で、どれだけ吠えても叫んでも、痛みは変わらない。

　これが続けば発狂するのは時間の問題だった。

「ふふ、どうかな九郎くん。これがキツネ風情の奥の手だよ。その名も殺生毒牙シニイタルアギト──!!」

　これは、まずい──

　俺はノエルのお陰で身体的に死ぬことはない。

　その身体からだに、死ぬまで苦痛が続く毒が盛られたらどうなるか。

　永えい劫ごうの時をこの苦痛の中で暮らすことになる。

　何とか、何とかしないと……!!

　頭の奥まで侵食してくる激痛の嵐あらしに耐えながら、必死で考える。

「あたしさぁ、運び屋を始める前は暗殺業もやってたんだ。容姿化身メタモルフオゼスで近づいて、甘い言葉で誘って嚙かみついて、呪毒で殺す。依頼達成率は一〇〇パーセント。殺し損ねたことは一度もない。世界一頑丈だと言われる竜人も、死人すら蘇よみがえらせるほどの超回復を扱う天人でさえも、あたしの呪毒には敵かなわなかった。超一級の暗殺者アサシンだったんだよね」

　大きな岩の上に腰かけ、のたうち回る俺おれを眺ながめながら語る。

「でもさ、それも飽きちゃったんだよ。だってみんなすぐ死ぬんだもん。簡単に死にすぎ。少しは抵抗してくれないと全っ然面白くない」

　ベッキーノはミアの真核が入った小瓶をもてあそぶ。

「だからね、直接殺すのはやめて仲介業を始めたわけ。誰かを殺したいって人にその手段を提供する。でも、ただ殺すだけじゃ面白くない。趣向を凝らして、最高のエンターテインメントに仕上げるの。イグナスくんは君の殺害に失敗しちゃったけどさ、でもいいんだ。ゲームだからさ。たまには失敗しないと成功した時に楽しくないからね」

「こっ……の、ゲス野郎がっ……!!」

　身体からだ中じゆうを苛さいなむ痛みに抵抗しながら、吐き捨てるように告げる。

「ちなみに今はかなり楽しいよ。さっきまであたしのことをキツネ風情とかバカにしてた九く郎ろうくんが、イモムシみたいに地べたに這はいつくばってるからさ。いやもうこりゃ愉快でたまりませんわ、あっはははは～っ！」

　考えろ、考えるんだ。

　呪毒は精神を蝕む──つまり呪毒とは精神に持続的な作用を及ぼすものだ。魔ま素そは精神に感応して固有の振動波を創り出す。ならば、呪毒にも基点ドグマに相当するものが──

　荒れ狂う疼とう痛つうの中で必死に手た繰ぐる。

　自らの精神に巣くい、苦痛を与えてくるその根源を。

　そうして自分の固有振動が創り出す、その波間に──ぼんやりと呪毒が見えてくる。

「よし、読み取ったぞっ……」

　後はこの固有振動の逆位相をブチ込めばっ……！

　すうっと痛みが引いていく。

「ふっ……はあっ、はっ……はあっ……」

　絶え間なく襲い続けてきた苦痛からようやく解放され、脱力する。

「……ん？　え、あれ、もしかしてあたしの呪毒を無効化した？　ウソでしょ!?」

　呪毒は精神に作用する。身体には何一つダメージはない。

　だから打ち消してしまえば──よろめきつつ、何とか立ち上がることができた。

「すごいじゃん九く郎ろうくん！　君はあたしが殺し損ねた初めての人だよ。おめでとう～！」

　ぱちぱちと手を叩たたいて喜ぶベッキーノ。

「まあ殺したら厳げん斗とさんに怒られちゃうからいいんだけどね。いやでも、厳斗さんにあげたくないなぁ、超逸材じゃんコレ！　一生あたしの側そばに置いといて、ずうっと虐いじめてあげたいなぁ。やだ、これってもしかして恋!?　あたし、九郎くんに惚れちゃった？」

　身体からだをくねくねさせて気色悪いことを言い始めた。

「さっきの呪毒が、お前の奥の手か？」

「まあね、所詮あたしはキツネ獣人風情だからさ。でもミアちゃんがあたしの手中にある限り、キミは抵抗できない。状況は何一つ変わってないよ」

「いいや、そうでもない」

　俺おれはただサンドバッグになっていたわけじゃないんだ。

「キミの従者は魔鋼乾竜ミスラルドラゴンのノエルちゃん、できることと言えば魔白銀光ミストベクトラで吹っ飛ばすこと。でもあたしに使えばミアちゃんごと消し飛ぶ。手のうちは全部わかってるんだよ？」

　そう、大切なのはそれ──手のうちだ。

　手のうちがわからなければ勝機を見極めることはできない。だからこそ俺はベッキーノの獣技ゾイオンを食らい続けてきた。しかし彼女は俺の手のうちに気付いていない。

「なあベッキーノ、炎は好きか？」

「もちろん好きだよ。炎は獣が最も忌いみ嫌うもの、全てを燃やし尽くして灰にするもの。形あるものが意味を失う瞬間が、世界で一番美しいからね」

　身体についた砂さ塵じんをはたき落とし、ベッキーノに向き直る。

　容姿化身メタモルフオゼスに、妖狐青炎セルリアン・ブルーム、雷らい轟ごう掌しように、殺生毒牙シニイタルアギト。警戒すべきは──雷らい轟ごう掌しようだけだ。

「じゃあ水はどうだ？」

「ああー、水もいいよね。全てを押し流す洪水とか津波とか。ゾクゾクするね！」

「それなら上を見てみろよ」

「んん？」

　ベッキーノは視線を上に向け──目を見開いて、凍りついた。

「え……なに、これ………………!?」

　七階建てのビルがすっぽり入るほどの空洞が、半分ほど水に浸つかっている。

　ただし上下逆さまにだ。

　頭上に突然現れた巨大なプールに、ベッキーノはただ啞あ然ぜんとする。

「お前の大好きな洪水を、プレゼントしてやる！」

　言うなり──何十トンもの水が一気に降ってきた。

「なっ……がぼっ……!?」

　大量の水に吞み込まれる、ベッキーノと俺おれとミア。

　しかし俺は濡ぬれない。

　身体からだを空気の薄い膜で覆おおい、超空洞現象スーパー・キヤビテーシヨンを利用して一瞬でベッキーノへと迫る。

　そのスピードは秒速一五〇〇メートル──水中の音速に近い。

　チャンスは一瞬。

　水中に没したベッキーノが体勢を整える前に肉薄。

　壊さないよう細心の注意を払って、ミアの真核が入った小瓶を奪い取る！

「っ…………!!」

　ベッキーノがこちらの意図に気付く。

　だが既に遅い。

　ベッキーノが雷らい轟ごう掌しようを放つより、なお速く。

　接近した時と同じスピードで、俺はその場を離脱した。
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　機械がうなる音がどこからか聞こえてきた。

　それに合わせて、シルヴィの獣技ゾイオンで創り出した水がみるみるうちに消えていく。どうやらこの部屋には高度な排水処理機能があるらしい。

　制御システムが水に浸つかっても平気か心配だったのだが、問題なく動いているところを見ると、どうやら大丈夫だったようだ。

「ご主人様ぁっ！」

「おう、大丈夫だったか、ミア！」

　ミアが駆け寄り、俺に抱きついてきた。

「はい、制御パネルに捕まって何とか。いきなりでびっくりしましたよぅ」

「悪かったな。真核を取り返すためにはベッキーノの意表を突く必要があったんだ」

　俺の手には燐りん光こうを放つ結晶が含まれた小瓶がある。長年ミアを縛り続けていた代物だ。

「ありがとうございます、ご主人様。ミアを助けに来て、真核を取り戻してくれて。これでやっと、ミアも自由になれますっ……!!」

　ミアは瞳ひとみをうるうるさせながら、小瓶に手を伸ばす。

　だが、その手が届く寸前──俺は小瓶を持ち上げ、ミアから遠ざける。

「ちょっ、何ですか。ご主人様、いじわるしないでくださいよっ」

「……こいつは俺が手に入れたんだ。なのに、どうしてお前に渡さなきゃいけない？」

「え？　は？　じ、冗談ですよね。マジで言ってるんですか？」

「ああ、マジだが」

「……そうですか。ご主人様もそれでミアを支配する気なんですね」

　ミアが悲しそうな顔を見せる。

「結局、ご主人様もクルーグスやベッキーノと一緒なわけですか。そんなことする人じゃないと思ってたのになぁ……」

　泣きそうな顔のミアを見ていたら、胸が痛くなってきた。

「そんな顔をするなよ。渡したくなっちまうだろ」

「だったら渡してくださいよ！　ミアはご主人様のこと信じてたのに！」

「お前はそうやって平然と人を騙だますんだな」

「えっ……？」

　ミアはたじろぎ、戸惑いの顔を作る。

「お前の基点ドグマ──根本を構成しているのは『渾こん沌とん』だ。秩序を嫌い、その崩ほう壊かいを望むもの。確かにミアは小ずるいやつだよ。でもな、それはあいつの本性じゃない。あいつは決して無闇に破壊を望むようなやつじゃないんだよ」

「そーですかぁ？　そんなことはないと思いますけどね！」

　凄すさまじい放電が辺りにほとばしる。

　俺おれに抱きついたミアが、雷らい轟ごう掌しようを放ったのだ。

「くくく、お馬鹿さんだねぇ。さっき言ったじゃん、過大な電流が加われば身体からだが動かせなくなるって。何も学習してないの？　せっかく見破ったのに意味なかったね」

　ミアから元のキツネ獣人に姿を戻し、せせら笑うベッキーノ。

　しかし、その顔が固まる。

「失礼だな。ちゃんと学習はしてるぞ」

　何事もなかったかのように小瓶をしまい、ベッキーノの腕をしっかと摑つかむ。

　ベッキーノは容姿化身メタモルフオゼスが使える。だから抱きついてきたミアから即座に基点ドグマを読み取り、すぐに正体──これがミアではなく、ベッキーノだと見破った。

「……え？　な、何で普通に動けるのよ!?」

「お前こそ何も学習してないな。呪毒を食らった俺が、どうしてピンピンしてるんだ？」

「ま、まさか……獣技ゾイオンだったら何でも無効化できるわけ!?」

　死にものぐるいで呪毒を中和する中で、気付いたことがある。

　獣技ゾイオンにも固有の振動波があるのだ。

　そもそも獣人の身体強化を構成しているのは身体を形作る無名の獣技ゾイオンだ。これが無効化できるのなら、当然、個別の獣技ゾイオンだって無効化できる。その理屈に気付いたのだ。

「ウソだよ、そんなことできるなんて聞いてない！　無効化なんてデタラメでしょ！」

　腕を振りほどこうと必死に暴れる。だが逃さない。

「……よくもミアをいじめてくれたな、ベッキーノ。絶対にお前を許さねえぞ」

　拳を強く固め、引き絞る。

「ま、待って待って！　女の子に暴力を振るっちゃダメだよ、暴力反対っ！」

「さんざん人を苦しめて、痛めつけて、殺してきて、こんな時だけ女の子面づらか？　そんなお安い道理が通ると思うなよ。それに俺おれは女を殴ることに抵抗がない」

「はあ!?　キミそれって酷ひどくない!?」

「知ったことか。ミアを苦しめた分は、のしを付けてお前に返してやるッ!!」

　鋼はがねのように固く握りしめた拳を、ベッキーノの鳩尾みぞおちに叩たたき込み。

　前のめりになった顎あごへ、砕かんばかりの一撃を食らわせ。

　浮き上がった身体からだに渾こん身しんの力を込めてかかとを落とし、地面へと叩きつける。




　それらをなす術すべもなく食らい、ベッキーノは完全に沈黙した。
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「九く郎ろう様、ご無事で何よりですっ」

　ベッキーノを縛り上げた後。

　ノエルたちに連絡を入れると、すぐに俺のいるところまで飛んできた。

　ベッキーノには『浮島から脱出した』と伝えたが、ノエルとシルヴィには俺が開けた穴の中で待機してもらっていたのだ。

「全くもう、心配していたんですのよ！」

　ここぞとばかりにシルヴィが抱きついてきた。隣でノエルが「ずるいです」などと文句を言っているが華麗にスルーしている。

「それでクロウ、ミアさんはどうなったんですの？」

「あー……水みず責ぜめをした時に流されて、まだ戻ってきてないな」

　スライム獣人だから窒息したりすることはないと思うけど、少し心配だった。

「ならわたくしが捜してきますわ」

　言うと、シルヴィは下層へと飛んで行った。




「クロウ、捕まえてきましたわよ～」

「ちょっとシルヴィさん、離してくださいっ」

　ほどなくしてジタバタと暴れるミアをつり下げてシルヴィが戻ってきた。

　何やら嫌がっているように見えるんだが……。

「なあシルヴィ、どうしてミアは暴れてるんだ？」

「さあ？　ミアさんったら、わたくしを見るなり逃げ出したんですのよ。ご主人様に合わせる顔がないとか言って、わけがわかりませんわね」

「いやわかるでしょーが！　バカですか！　言ったまんまの意味ですよ！」

　俺おれの前まで連行され、憮ぶ然ぜんとした顔を見せるミア。

「ミア、無事でよかった」

「……これは余計なお節介ですよ、ご主人様。どうしてここに来たんですか」

「お前、まだそれ怒ってるの？」

「当然じゃないですか！　ミアがどんな思いでこんなことしたのか、何も知らないで！」

　ミアが怒っている理由は定かではない。

　だが、少なくとも自分のために怒っているわけじゃないことだけはわかる。

「確かに俺たちはミアのことを何も知らない。でもな、だからって心配をしちゃいけない道理はないだろ。お前は俺たちの仲間なんだぞ」

　荒立つミアの頭を優しく撫なでる。

「ミアは、仲間なんかじゃっ……!!」

「困った時はいつもミアが俺たちに知恵を授けてくれた。お前に助けられてきた。お前には感謝してるんだぞ。出会ってからずっと、俺の相棒でいてくれてさ」

「だからって、あんなにつらい思いしてまでっ、ぐすっ……ミアに助ける価値なんてないのにっ……！　ミアはずっと、ご主人様を裏切ってたんですよっ……!!」

「お前は裏切ってなんかいない。いつでも俺のことを心配してくれてたじゃないか」

　肩を震わせ、嗚咽おえつをこらえるミアを抱きしめると、基点ドグマが伝わってきた。

　ミアの基点ドグマは『跼きよく蹐せき』──周りに気兼ねし、遠慮して。極端なほどに慎み深く、自らの所在を認められずに畏おそれ入ること。それがミアの中核を担う本質だった。

　ミアは旧市街の出身で、スライム獣人だった。

　おそらく周りに合わせて生きることしか選べなかっただろう。ミアは嫌になるほど自分の身の程を知っていた。そんなミアが防壁として作り上げたのが今の人格だ。つらいことがあっても冗談めかして笑い、そうやって笑うことで自分を守ってきた。

「この小瓶のせいで色々とつらい目に遭ってきたんだな。気付いてやれなくて、ごめん。でもこれからは俺おれがお前を守る。だからさ、もう少し俺の軍師でいてくれよ」

「だけどっ、ミアがご主人様を裏切っていたのは事実でっ……！」

「俺は気にしてない。ミア、お前も気にするな」

「もう、どこまでまっすぐなんですか……そんなこと言われたらミアは、ミアはっ……」

　ミアは潤ませた瞳ひとみで俺を見上げる。

　と、その時。

　バキィンと鋭するどい金属音が響き渡り、ポケットから強い光が漏もれてきた。

「なっ……なんだ!?　まさか瓶が……！」

　ポケットの中にはミアの真核が入った小瓶が入っている。

　慌てて取り出すと──

「んん？　これ、どうなってるんだ？」

　先ほどまで小瓶はクリスタル製の華きや奢しやなデザインだった。だが今は、その小瓶に黄金色の金属が絡みつき、大型のペンダントのような代物に変化していた。

「……文様が刻まれてますね。これ、楔紋ギアスですよ」

「えっと、つまり？」

　小瓶が楔紋ギアスに変化した、ってことは……。












「えーと……どうやらミアも、ご主人様の従者になっちゃったみたいですね……」

「わあっ、おめでとうございます、ミアさんっ」

　成り行きを見守っていたノエルが心底から嬉うれしそうな声をあげる。

「あぁ、えっと、どもです」

　恥ずかしそうにポリポリと頰ほおをかくミア。

「ってことは、俺おれと一緒に来てくれるってことでいいんだよな」

「ま、まあご主人様がどうしてもって言うなら……仕方ないので付き合いますけど」

　顔を赤くしながら、ぷいと顔を背けるミア。

「なにをツンデレみたいなリアクションしてるんですの？　似合いませんわよ」

「う、うっさいですよ、そこの元祖ツンデレ！」

「元祖とか言うなですわっ」

　ギャーギャーと言い合いを始めるミアとシルヴィ。

　ようやくいつもの光景が戻ってきた。

「じゃあ、何はともあれ。これからもよろしくな」

「……うい」

　手を差し出すと、ミアは顔を真まっ赤かにして俺の手を握ってくれた。
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「それでご主人様、これからどうするんです？」

　制御パネルに向かって作業を行いながらミアが尋ねてくる。

　ミアは厳げん斗との命令で制御システムに施ほどこした細工を解除し、防衛システムを元の状態に復元する作業を進めていた。

「お前の作業が終わったら、さっさと逃げる。とりあえずは地上へ行く」

　厳斗の強さはこの身に刻まれている。いずれは倒すべき存在だが今は分が悪い。

「よかったです。このままレオンティエラに留とどまってたらミアは銃殺刑ですからね」

「でも罪は罪ですわ。裁きは受けていただかないと」

「シルヴィさん、裁きを受けたらミアさんは死んでしまいますよ……？」

　不安げな声を出すノエル。

「ところでミア、この真核はどうするんだ？」

　ミアの真核は遠隔操作が可能な魔装具の小瓶に入っている。本来なら取り出して元に戻すべきだったのだろうが、戻せば遠隔操作ができなくなってしまう。さらに今は楔紋ギアスが絡みついていて、容易には取り出せない。

「そのままでいいですよ。真核はご主人様が持っていてください」

「いやでも、俺おれに何かあったらどうするんだ」

「その時はご主人様と一緒に死にますよ」

　にこりと笑うミア。今までとは違い、屈託のない笑顔だった。

「なんかずるいですわ！　わたくしだってクロウと生死をともにする覚悟ですのよ!?」

「ご主人様が真核を持っていてくれることで、ミアとご主人様はいつでも一緒ですから。シルヴィさんとは違って、身も心も一つなんですよ。ね、ご主人様っ」

　いや心はどうかな……。

「きー、くやしいですわっ！」

「九く郎ろう様に危険が及べば、わたしが自らの命を賭してお助けしますっ」

「やめろノエル。イグナスと戦った時の二の舞になるだろ。ったく、お前ら縁起でもない話をするなよ。俺はともかくお前らは絶対に死なせはしないぞ」

「自分はともかくって何ですか。もっと自分を大切にしてくださいよ。ミアたちに生きていて欲しかったら、まずは自分が生き残ることを考えてください」

「はい、その通りだと思いますっ」

「ミアさん、今とてもいいこと言いましたわ！」

「やれやれ……責任重大だな」

　思わず苦笑してしまう。

　でも、ミアの言ったことが真実だろう。命を預かる覚悟をした以上、自分もまた生かさねばならない。誰かを従者にするとはきっとそういうことだ。

「もうすぐ作業が終わります。終わったらさっさとおさらばしましょう」

　そうしてミアが手を速めると。

　いきなり制御パネルから、ノイズ音とともに声が聞こえてきた。

『……聞こえているか、一いち柳やなぎ九郎』

「おいミア、今のは……」

　まぎれもなく厳げん斗との声だ。どうして厳斗の声が聞こえてくるのか。

「外部からの割り込み通信です。ピンポイントでここに飛ばしてきたってことは……まずいですよ、こちらの居場所が厳斗たちにバレてますっ！」

　ミアを助けにここへやってきてから約三〇分。

　独房から脱出してからまだ二時間ほどしか経たっていない。

　理事長が時間稼ぎをしてくれている、とクリスさんは言っていた。それなのに、まさかこんな短時間で対処してくるとは。

「作業は放ほう棄きして脱出する。穴から逃げるぞ！」

「ま、待ってください……画面に、これは厳斗と、クリスティさんっ……!?」

　言われて、制御パネルに据えつけられたパネルにかじりつく。

　そこには悠然と立つ厳げん斗とと、傷だらけになったクリスさんの姿があった。

『用件だけ伝えよう。鈴すず鹿かの従者だったアラクネ獣人が手元にある。私には不要でな、欲しければお前にくれてやろう。取りに来い』

「……ご主人様、これは罠わなです。わかってますよね？」

　歯がみする。

　俺おれを逃がすために全力で戦ってくれたのだろう。

　あの強かったクリスさんが、完膚無きまでに潰されて微動だにしない。クリスさんがこの状態で捕らえられているということは、理事長もおそらく……。

「……逃げるぞ、準備しろ」

　ここで捕まれば、理事長やクリスさんの努力を無下にすることになる。

　是が非でも逃げなければならない。

『ああ、ちなみにお前が開けた穴には、既に手勢を配置してある。鬼ごっこがしたければ逃げてもいいぞ。ゴミはこちらで処分しておいてやろう』

「なんだって!?　くそ、手が早すぎる……！」

　管理室に突っ込んできた時点でリスクは折り込んでいた。最悪の場合、理事長やクリスさんを人質に取ることも想定はしていた。だが、こうも見事にしてやられるとは。

『スライム獣人を見捨てなかったお前のことだ。もちろん取りに来るだろう？』

　見透かしたように、モニターの中で厳斗が嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　その画面に、俺は拳を叩たたきつけた。
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「来たな、九く郎ろう」

　エレベータに乗って地上へ出ると、そこに厳斗たちが立っていた。

　厳斗の他に爬は虫ちゆう類るいのような外見の獣人が二人いる。片方が漆しつ黒こくの鱗を持ち、もう片方は蛇へびのような茶褐色のざらついた肌だ。黒い方は何の獣人かわからないが、茶褐色はおそらくバジリスクの獣人だ。二人とも厳斗の従者だろう。

「プリテギオ、クモ女を返してやれ」

「うっす」

　厳斗の言葉に、プリテギオと呼ばれた茶褐色のバジリスク獣人が軽く答え、ぼろぼろになったクリスさんを投げてよこした。

「ぐっ……うう……」

「クリスティさん、大丈夫ですかっ……！」

「すぐに治療しますわ！」

　俺おれたちの目の前に転がってきたクリスさんに、ノエルとシルヴィが駆け寄る。どうやらまだ生きているようだ。シルヴィが素早く治ち癒ゆ術をかけ始める。

「素直に返してくれるなんて紳士的だな。人質を解放してよかったのか」

「お前を呼び寄せるための餌だ。もう利用価値はない」

　目の前に引きずり出せば、あとは実力行使でどうとでもなる、ということか。

　完全にこちらを舐なめているな。

「そういえば管理室にはベッキーノがいただろう。あれはどうした？」

「倒したよ。浮島が落とせなくて残念だったな」

　ベッキーノは、シルヴィが持っていた獣技ゾイオンに耐性がある拘束具を使って縛り上げ、浮島管理室に転がしてきた。どんなに暴れ回っても外せはしないだろう。

「構わんよ、どうせ余興だ。お前たちの足止めになったと思えば十分に価値はあった」

「どうやって俺たちの居場所を突き止めたんだ？」

　レオンティエラの面積は三万平方キロ。日本で言えば、関東地方一都六県の全てを合わせた面積と大体同じだ。その中で逃げ回る対象を見つけるのは容易ではない。

「鈴すず鹿かが足止めに来ることは予想の範囲内でな、先んじてこいつにお前たちの追跡を任せておいた。ゆえにクモ女の手引きで脱走した時から、お前たちの行動は私に筒抜けだ」

　ぽん、とプリテギオの肩へ手を置く。

　……なんてことだ。俺たちは、最初から最後まで尾行されていたのか。

「私が鈴鹿を倒すまでの間にお前たちが追跡に気付き、逃げおおせていたら少々厄介なことになっていただろうが……杞き憂ゆうに終わってよかったよ」

　尾行に気付けなかった以上、仮にミアを見捨てて逃げたとしても見つけ出されていた。なるほど理事長を出し抜くだけあって、なかなかの策士だ。

「あのっ……理事長は、鈴鹿さんはどうなったのでしょうか……」

「あなたいま理事長を倒したとか言いましたわよね。理事長をどうしたんですの!?」

　ノエルとシルヴィが立ち上がる。

　クリスさんの応急処置が終わったようで、ミアが引っ張っていく。ミアには、事が起こったら安全な場所まで下がるよう伝えてあった。

「鈴鹿とは殺す気でやり合った。そして私がここにいる。ならば答えは一つだろう」

「……理事長は死んだのか」

　信じられない。

　いや、信じたくなかった。あの人が死んだ、なんて。

「そんな……鈴鹿さんはわたしにとって命の恩人だったのに……どうしてっ……！」

　ノエルの静かな慟どう哭こくが聞こえてくる。

　学園に呼ばれてから、理事長には世話になりっぱなしだった。なのに俺は何一つ、その恩に報いることができていない。それが悔しかった。

「……許せない」

　俺おれの隣で、ぽつりとノエルが呟つぶやいた。

「許せない……許せない、許せない、許さないっ……決して、許さぬぞっ……!!」

　その声が、低く変わっていく。

　同時に白銀の煌きらめきが身体からだ中じゆうからあふれ出してくる。

　気付けばノエル──ではなくレオーネが、憤怒の形相を浮かべていた。

「おい、ノエル……！」

「一いち柳やなぎ厳げん斗と。我の大切なものを穢けがしたその罪、決して許さぬッ!!」

　ノエルは自分の親族うからを害されることに激しく感情を高ぶらせる。ノエルにとって、理事長は家族同様に大切な人だったのだろう。今やレオーネは完全に逆上していた。

「待てレオーネ、落ち着け！」

「黙れ！　我が逆鱗に触れたものは一つの例外もなく全て滅するのみなり──!!」

　燐りん光こうを残して、レオーネが厳斗に突進する！

　しかし二人が激突する寸前で、それを阻む者がいた。漆しつ黒こくの鱗を持った獣人だ。

「貴様、邪魔をするか！」

「エラノ、これが魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの娘だ。相手をしたがっていただろう、遊んでこい」

「承知！」

　刹せつ那な、エラノと呼ばれた黒色の獣人の姿が変貌していく。

　それまでは、まがりなりにも人の形をしていた。その四し肢しがねじ曲がり、羽が生え始め、口が大きく裂けて巨大な顎あぎとに変化し、鋭するどい牙きばが伸びる。

　畏怖と崇敬の対象にもなるその姿は、見間違いようもなく竜種のそれだった。

「まさか、黒鉄鉱竜クロマテイツクドラゴンなのか……!?」

　黒の竜種。

　魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの次に希少性が高く、今まで三体しか存在が確認されていない幻の存在。

「面白い。まずは貴様を屠ほふり、その次に貴様の主あるじを屠ってやるわ！」

「大口を叩たたくな、小娘が！」

　白銀をまき散らしながら空へと駆け上がっていくレオーネを追い、エラノもまた空へと舞い上がっていった。

「く、クロウ、どうするんですの？」

　小声で尋ねてくるシルヴィ。

　……理事長は死に、クリスさんは重傷。クリスさんを抱えてみんなで逃げることができればいいのだが、厳斗がそれを許すとは思えない。おまけにレオーネは逆上し、交戦を始めてしまった。撤退しろと言っても素直に言うことは聞かないだろう。

　となれば……もう選択肢はない。

　万に一つの可能性に賭けて、厳げん斗とと戦うより他はなかった。

「シルヴィ、バジリスク獣人の相手はできるか？」

　厳斗一人の相手をするだけでも厳しいのに、他の従者にちょっかいを出されたら勝てるわけがない。シルヴィにもう一人の従者を牽けん制せいしてもらう必要があった。

「ふふっ、わたくしは雷公撃サンダーボルト級なんですのよ。あの程度のザコ一匹を相手にするくらい、わけもありませんわ！」

　笑い飛ばし、足を尾ひれに変化させて飛び上がるシルヴィ。こんな時でも一切ブレないシルヴィの堂々とした立ち居振る舞いは、いっそ頼もしくもある。

「……厳斗さん、あんなこと言ってますけど」

「九く郎ろうは飛行能力を得ているそうだな。情報にはなかったが、おそらくあのセイレーン獣人を新たに従者としたのだろう。ならば放置するわけにもいくまい」

「へえい……。やれやれ、俺おれはゴミ掃除か」

「ちょっと、誰がゴミですの!?　石トカゲの分際で生意気ですわよっ！」

　シルヴィは猛烈な風を纏まといながらプリテギオへ突進する。

　体当たりをかまし、そのまま飛び去った。

「……さて、後は我々だが」

　大空ではエラノとレオーネが、脇ではシルヴィとプリテギオが命を削り合っている。

　ここにいるのは俺と厳斗の二人だけだ。

「その様子では、素直に投降して私についてくる気はなさそうだな」

「言っただろ、お前だけは絶対にこの手で殺してやるって。冗談だと思っていたのか？」

　厳斗は俺の父さんと母さんを殺した。その罪をここで償ってもらう。

「殺してやる……か。もうどれだけの人間、あるいは獣人、獣けもの使つかいからその言葉を聞いたことか。数百、あるいは千を超えているかもしれないな。そのうち誰か一人でも実現できていたなら私はここにいないのだが……残念ながら私は生きている」

　くつくつと喉の奥で笑いながら、おどけた顔を見せる厳斗。

「九郎、私はお前を殺さない。お前を日本へ連れ帰ることが目的だからな。つまりお前は死の恐怖に怯おびえることなく、私を殺すことに全精力を傾けられる。いい訓練だな」

　どこまでも人のことを舐なめている──が、その自信は実力によって裏打ちされている。現に、理事長を相手にしてきたにも拘らず厳斗は傷一つ負っていない。

「……行くぞ、厳斗」

　決して慢心はすまい。呼吸を整えて怒りを静め、ただ相手を打ち砕くことにのみ専心。握っていた拳をゆっくりと広げて、再び強く握りしめた。

「来い、九郎」

　厳げん斗との応答を待ち、口火を切った。

　弾かれるように後退し、大きく厳斗から距離を取る。

　今までは接近戦クローズレンジに持ち込んで勝負を決めるスタイルで戦っていた。しかし手のうちが見えない厳斗を相手に、その戦法は危険すぎる。

「まずは小手調べをさせてもらうぞっ！」

　手のひらを向けて力を解き放つ──と、厳斗の胸元で大きな爆発が起こる。圧縮された空気が膨張して衝撃波が生まれ、厳斗は土砂とともに吹き飛んだ。

　が、しかし。

「……うまく獣技ゾイオンを操っているな。なかなかのセンスだ」

　まるで子供をあやすかのような態度だ。全く効いている様子はない。

「ちっ、この程度じゃダメか……！」

　次は全力だ。白銀を手のうちに生み出し、厳斗目がけて撃ち放つ！

　目も眩むような閃せん光こうがほとばしり、地面を抉えぐる。直線上に存在する全てを消滅させながら光の奔ほん流りゆうが厳斗へと伸びていく。

　これなら厳斗も、タダでは済まないはず──

「ふむ──魔白銀光ミストベクトラも使いこなすか。なるほど素晴らしい」

　宙へ浮き、厳斗は火線から退しりぞいていた。どうやら厳斗も空を飛べるらしい。

「白銀の直撃は嫌みたいだな！」

　避よけたということは、まともに食らえばダメージを受けるということだ。厳斗に対して魔白銀光ミストベクトラは有効打となり得る。後はどうやって当てるか。

「本気で行くぞッ!!」

　シルヴィの飛行能力を駆使して飛ひ翔しよう──白銀を放ちながら間合いを詰める！

　食らえば一瞬で溶けて消える白銀を、遠慮なく厳斗へと撃ち込む。

　対する厳斗は大空を旋回しながら巧みに白銀の光線を避けていく。さすがは百戦錬磨の獣けもの使つかいと言われるだけのことはある。

「様になっているではないか。わずかな期間で習得したとはとても思えんな！」

　地面ギリギリを飛行する厳斗に、急旋回で背後に食らいつく。

　今度こそ当ててやる。

　厳斗に狙いを合わせて白銀を放つ！

「抜かったな、九く郎ろう！」

　厳斗が大地に降り立ち、滑りながら振り返った。何か仕掛けてくる──

「っ…………!!」

　突然、視界が消滅した。

　地上数メートルのところを飛んでいたのに、気付けば大地に張り付いていた。

　飛んでいる最中に地面へ突っ込んだとか、そういうことではない。一瞬の間に地へ落ち、身体からだを大地から引きはがすことができなくなっていた。

「これ、は……!!」

　身体にかかる凄すさまじい負荷──重力制御か！

　かなり珍しい種の獣技ゾイオンで、対抗策は未いまだ知られていない。抵抗できない。

「九く郎ろう、お前のことは色々と調べたよ。何でも座ざ右ゆうの銘めいは『人類みな平等』なのだとか。確かお前の両親も、同じようなことを言っていたな」

　大地に這はいつくばったまま動けない俺おれを見下ろしながら、ゆっくりと近づいてくる。

「だがな、平等とは何か、突き詰めて考えたことはあるか？」

「こんな時に、何が言いたい……！」

　答えながら必死で考える。

　どうすればいい。この状況を覆くつがえすにはどうすればいい……!?

「平等──誰も人の上に立たず、誰も人の下に立たないということ。つまり統率者が存在しないということだ。社会的な活動は何一つできない、極めて無責任で非人間的な状態。要するに平等な世界とは、獣の世界でしかない」

　……確かに獣たちは平等だ。誰もが自然界の等しいルールの下に生きている。

「人類は高度な社会性を持っている。ゆえに我々は優すぐれた統率者が必要だ。誰かが知性に劣る獣人と人間どもを制御しなければならない。それは誰か？　一いち柳やなぎの血族だ。その中でも特に優れた獣けもの使つかい──そう、我らこそが、この世界の統率者にふさわしい！」

　声も高らかに告げる厳げん斗と。

「……お前の言いたいことも少しわかるぜ、厳斗」

　頭を巡らせ、厳斗を睨ねめ上げる。

「どこにだって優劣はあるし、誰かが上に立たなきゃまとまらないことだってある。それくらいはわかってるさ。でもな、優れたものが常に正しいわけじゃない。強いやつが常に正義、なんて理屈はあり得ないんだよ」

　拳で大地を突き、身体を地面から引きはがす。

「誰かが上に立つ必要があるっていうなら、そこには従う人間の納得がなきゃいけない。納得が存在しない権力なんて、暴力と何も変わらないだろ……！」

「理想論だな。全ての人民が納得する指導者など存在しない。法ですら万民の納得は得られていないのだ。九郎、支配とは競争によって勝ち取られるものだよ。そうして、勝者が作り出した法に従って今の歴史は作られたのだ」

　身体が押し潰れそうになるほどの重力の中で、膝をつき、上半身を起こす。

「だからって、納得を無視していい理由にはならねえんだよ。お前が今やってることは、一体どれだけの人間が納得する？　少なくとも、俺は絶対に納得しねえぞ……！」

「させるさ。日本に帰ったら一からそれを教えてやろう」

　俺おれの顔を、厳げん斗との手のひらが覆おおう。

　途端、指先に痺れるような痛みが走った。

「な、何を……!!」

　すぐにわかった。身体からだの末端が石化している。

「案ずるな、身体を石に変えるだけだ。後できちんと治療をしてやる」

　これは、まずい……!!

　石化ならシルヴィの持つ治ち癒ゆの獣技ゾイオンを使えば治療できる。だが厳斗に摑つかまれた状態では、治すそばから石化してしまう。まずは厳斗の手を振りほどいて──

　はっと気付く。

　今、俺と厳斗は接触している。それなら──

「っ……!?　今のは何だ。九く郎ろう、いま私に何をした……!?」

　厳斗の顔が強ばり、慌てて手を引っ込めた。

　獣けもの使つかいだからだろうか、どうやら厳斗は固有振動の読み取りを察知したようだ。

「……どうした。臆病風にでも吹かれたか？」

　厳斗が使っている獣技ゾイオン──重力制御の固有振動が判明した。

　獣人と違って振動波にノイズが多くて読み取りは難しかったが、何とか緩和はできた。

「くっそ、まだまだ重たいぜ……！」

　何とか起き上がり、さらなる読み取りのため厳斗へ手を伸ばす。

　慌てて飛びのく厳斗。

「どういうことだ、なぜ動ける。お前はいま、一体何の獣技ゾイオンを使った……!?」

「逃げるんじゃねえよ、厳斗っ!!」

　厳斗を追いかけたかったが、さらに重力が増し、再び地に膝をつく。

「計画変更だ。傷つけず石に変えて運んでやろうと思ったが、大人しくなるまで痛めつけてやるより他はないようだな……」

　手を広げる厳斗。

「ならば手て加か減げんはすまい──魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマッ!!」

　厳斗の手から、夜の闇が広がる。

　広範囲にまき散らせた闇は避さけようもなく、俺の身体を包み込み──

「あ、ぐっ…………!!」

「一〇〇年前、魔鋼乾竜ミスラルドラゴンは世界を滅ぼしかけた。その時立ち向かった獣使いは黒鉄鉱竜クロマテイツクドラゴンを従者にし、この魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマで白銀を打ち倒した。魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマは、体内に眠る魔ま素そを毒へと変える息吹──並の獣人や獣使いなら一瞬で死に至る」

　厳斗の声が遠くから聞こえてくる。

　超重力の影響から抜け出せず満足に動けず、暗黒の霧をまともに食らった。

　反転した魔ま素そにより生命の根本が蝕まれていく。

「っ……………………う、ぐっ…………………………………………………………!!」

　身体からだから力が抜け、視界がぼやけていく。

　もはや立っているのか倒れているのか、定かではなかった。

　ダメだ、意識が保てない。

　終わるのか。ここで俺おれは終わりなのか。

　理事長やクリスさんが言っていた通り、俺では厳げん斗とに敵かなわないのか。

　ノエルやシルヴィ、ミアは俺のことを信じてくれている。信じて従者になってくれた。

　なのに。

　その信頼に応えられず。願いに沿えず。こんなところで、俺は倒れるのか。

「………………そんなわけに、いくかっつんだよッ……!!」

　拳を握りしめる。

　全開で魔素を使い、身体に白銀を纏まとう。

　リンクを通じてレオーネから供給される魔素が毒となって、俺の身体を執しつ拗ように苛さいなむ。

　足を前へ。

　視界が朱あかく染まった。意識が飛んで倒れそうになる。

　骨がきしみ、筋は動くことを拒否している。身体のあちこちで血管が千切れ、外に血が吹き出してきた。それまで傷つくことがなかった身体が、ついに悲鳴をあげ始めた。

　これでいい。

　いいから黙って動け。

　ここで何を失おうとも構わない。生涯動けなくなったとしても構わない。

　俺は、絶対に、ここで倒れるわけにはいかないんだ──

「待ってろよ、厳斗……いまそこまで行って、ブン殴ってやるッ……!!」

　大地を踏みしめ、一歩、また一歩と厳斗に向かって突き進む。

「な、何だその力は……魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマをまともに食らいながら、治ち癒ゆ術も使わずに耐える、だと？　バカな、その状態で意識を保つなどあり得んことだ……！」

　厳斗が片手で黒い霧を発しつつ、もう片方の手をこちらへ差し出すのが見えた。

　さらに別の獣技ゾイオンを仕掛けてくるつもりだろう。

　いいぜ、やってみろよ。俺は負けない。絶対に、俺は倒れない……!!

「……む？　どうした、なぜ使えないのだ？」

　厳斗の表情に困惑が見えた。

　今がチャンスだ。

　さらに足を前に一歩、踏み出す。

　しかし、がくんと視界が揺らいで膝をついてしまった。

「くっ……！」

　頼む。動け、動いてくれっ……！

　足に手をつくと、びしゃりと音がした。ズボンが血を吸って赤黒く染まっている。

　立ち上がれない。

　厳げん斗とまで、あと一〇メートル。その距離を縮ちぢめることができない。

「……まあいい。仔し細さいは後で調べるとして、まずは九く郎ろう、お前と決着をつけよう」

「あと、少し……なのに……!!」

　身体からだはバラバラに砕け。

　それを薄布で覆おおい、かろうじて今の形を保っている、そんな感覚。

　ここが、俺おれの限界だった。

「この超重力の中で、竜毒をその身に受けて立ち上がれる方が不思議なのだ。お前の不屈の闘志は、賞賛に値する。それでこそ一いち柳やなぎを統べるにふさわしい」

　視界が霞んでいく。

　痛みはなく、四し肢しの感覚はもうない。もはや指一本すら持ち上げられない。

　頭を働かせることも難しい。




　ごめんな、ノエル。

　それにシルヴィとミアも。

　俺、もう……動けな、い──




「さあ、九郎。大人しく石像となるがいい。壊れないよう丁寧に梱こん包ぽうして運んでやるから心配するな。次に目覚めた時は、もう日本に着いて……」

　ふいに、厳斗の声が途切れる。

　顔を上げると、厳斗は俺の背後へ視線を向けていた。

「な、なぜだ…………？」

　瞳ひとみが大きく見開かれ、驚きよう愕がくの相をなしている。

　何をそんなに──

「なぜだ、なぜお前がいる。お前は、お前はっ……!!」

「よく耐えたな、九郎。本当によく頑張った。でも、もう大丈夫だ」

　その声には聞き覚えがある。

　だが、思い当たるその人物は死んだ、はずだった。

「馬鹿な……馬鹿な、馬鹿な馬鹿なッ！　お前は私が殺した！　石像にしてバラバラに砕いたのだぞ、そこからどうやって蘇よみがえった、獅子堂鈴鹿ッ!!」

　振り返ると、そこには。

　髪を解き、ボロボロの格好で立っている、理事長の姿があった。

「私が何と呼ばれていたか、忘れたのか？　一騎当千の不沈戦士──倒しても倒しても、蘇よみがえるから不沈なんだよ。石にして砕くまではよかったんだが、その場に放置しておいたのは失敗だったな」

　おそらく理事長は石化能力で石像に変えられ、粉々に砕かれたのだろう。そこまで行くと天翼人セラフの蘇そ生せい術をもってしても蘇るのは難しい。

　だが世の中には種々雑多な獣人がいる。中には細胞が一つでも生き残っていれば、元の形状に復元することが可能な獣人もいるという。

「この、バケモノめが……!!」

「おいコラ、女性に向かって失礼なこと言うんじゃねえよ」

　ブチ切れる理事長。いつもの理事長だった。

「笑止だ。石になって砕かれてもなお死なぬ存在など、女性どころか、この世の生き物ではない。獅し子し堂どう鈴すず鹿か、お前は魔鋼乾竜ミスラルドラゴンと同様、この世にあってはならない怪物モンスターだ。この場で滅するのがふさわしい！」

「怪物モンスターはこの世にあってはならない、同感だね」

　理事長は淡く笑みを浮かべる。

「だが本当の怪物モンスターはお前だよ、厳げん斗と。どんな獣人にだって人の情がある。情がある限り、どんな能力があろうと、どんな見てくれだろうと、そいつは人だ。真の怪物モンスターって言うのは情を失った、お前みたいな生き物のことを言うんだ」

　厳斗と理事長が睨にらみ合う。

　その間、俺おれは相変わらず黒い霧に晒さらされ、身体からだは摩耗を続けていた。

　しかし気付いたことがある。

　身体が軽い。

　知らぬ間に──超重力の影響がゼロになっていた。

「まあいいだろう、九く郎ろうを無効化した後でもう一度お前を倒してやる。今度は分子レベルまでバラバラにして宇宙にその粉をバラ撒いてやろう」

「ああ、頑張ってくれ。ところで厳斗、何か変わったことはないか？　たとえば日々衰えを感じるようになったとか、あるいは、獣技ゾイオンの出が悪くなってきたとか」

「はっ、何を言って……」

　理事長の軽口を鼻で笑って──厳斗の表情が固まった。

「重力制御の獣技ゾイオンを使う獣人でサイとトラと狼を足したキメラみたいな外見の……あいつなんて名前だったかな。ほら、ベヘルモスの獣人でお前が浮島に来る時使った、ティルトローター機を護衛してたやつだよ」

「お前……まさか、私の獣人をっ……!!」

　厳げん斗との顔から赤みが失われていく。

「重力制御は確かに強い。だが、さすがに三〇対一では多勢に無勢だな」

　獣けもの使つかいが従者の獣技ゾイオンが使えるのは従者との間にリンクがあるからだ。そのリンクが断たれれば、従者の獣技ゾイオンは使えなくなる。超重力が消えたということは、重力制御を司つかさどっていた従者が斃たおされたことを意味していた。

「でたらめな……！　お前の従者は五人、それ以外に動かせる手駒などないはずだ！」

「私は百ひやく獣じゆう学園の理事長でな、これでも意外と人望が厚いんだ。中には命がけで働いてくれる教師や生徒もいる。従者しか信じられないお前にはわからないだろうが」

　ゆっくりと拳を開き、再び握りしめる。

　竜毒は相変わらず身体からだを蝕んでいるが、俺おれを大地に縛り付けていた超重力はなくなった。

　これなら行ける。まだ俺は、動ける──!!

「おのれッ……！　だが、それでもお前に私は倒せん。私にはまだ黒鉄鉱竜クロマテイツクドラゴンが残っている。あらゆる獣技ゾイオンを退しりぞける黒くろ鉄がねの竜鱗がある限り、お前に勝ち目はない!!」

「ああ、そうだな。私では、残念ながらお前を倒せそうもない」

　気安く答える理事長。

「でも九く郎ろうならお前を倒せる。そうだな、弟よ！」

　一瞬の隙すきを突いて。

「……ああ、何も問題はない」

　シルヴィの風を操る能力と縮地を組み合わせ、たった一歩で一〇メートルを詰め──

　厳斗の腕を、摑つかむ！

「ちっ……未いまだこれだけの力を残しているか……!!」

「九郎は強いぞ、厳斗。そいつはただの獣使いじゃない。鏑かぶら城ぎ鹿か角づのの教えを受けて獣じゆう巴は拳けんの真意を体得した、世界にただ一人の獣使いだからな」

「ふん、獣人相手の体術を学んだくらいで何が変わるというのだ！」

　厳斗が俺の腕を摑み返してきた。どうやらまた俺を石化させるつもりらしい。

「くくっ、素す手でで摑みに来るとは愚おろかだな。私に石化の獣技ゾイオンがあることを忘れたのか？」

　しかし、いつまで経たっても石化の進行は始まらない。

「獣使いっていうのは不思議な存在だな、厳斗。複数の基点ドグマを持っているみたいだ」

　獣人には──いや、魔ま素その働きにはそれぞれ固有の『波』がある。

　俺はその波を読み取ることができた。

　最初はそれが何なのかわからず、獣人が醸し出す雰ふん囲い気きのようなものだと思っていた。しかし師匠と出会って獣巴拳を学んでいく中で理解した。その波は、獣人それぞれを表す固有の精神的因子──基点ドグマなのだということを。

「……お前、もしや……魔ま素そを読み取れるのか!?」

　先ほどまで固有振動にノイズが混じっていると思っていたが、それは間違いだった。

　これはノイズじゃない。複数の固有振動が同時に発現しているのだ。

　エラノの魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマとプリテギオの石化能力──厳げん斗との固有振動は、その両方の基点ドグマが入り交じったものとして表れていた。複数の固有振動が混在する基点ドグマの解析は初めてだったが、そうとわかれば対処できる。

「読み取れるだけじゃない。九く郎ろうは相手の獣技ゾイオンを無効化できる。鹿か角づのがそう言っていた」

「馬鹿な……そんなことできるわけがない!!」

　逆位相をぶつけると、身体からだを苛さいなんでいた竜毒の効力が失われて一気に力が戻ってきた。

　厳斗は暴れ、多種多様な獣技ゾイオンを繰り出して俺おれを攻撃してくる。

　だが、全て徒労に終わった。

　厳斗が獣技ゾイオンを切り替えて使おうとした瞬間、俺にはその基点ドグマが伝わってくる。

　俺はただその逆位相を計算し、ぶつけてやればいい。

「なぜだ、なぜ獣技ゾイオンが発動しない！　こんなことが……!!」

「九郎がやっていることは本来、獣けもの使つかいなら誰もが潜在的に有している力だ。様々な獣人の魔素を理解し、感応する──それこそが獣使いの能力なんだよ。だから獣使いは従者の獣技ゾイオンを使えるんだ。だが九郎は獣使いとして自覚するのが遅く、長らく従者を持たずに己の肉体のみで獣人を制する修行を続けてきた」

　俺は師匠との厳しい修行の中で、獣人と戦う技を鍛きたえてきた。

　視線を読み、呼吸を読み、筋の動きを読み、思考を読み、手のうちを読み、未来を読む。そう欲しているうちに、俺は獣人の基点ドグマを読み取ることができるようになった。

　読み取った獣人の基点ドグマに合わせ、打ち勝つ術すべを模索しているうちに、いつの間にか獣人の持つ固有振動の逆位相を創り出すことができるようになった。

「……厳斗、覚悟は決まったか」

「待て、九郎！　お前、私に何をする気だ……!?」

　厳斗は逃げられない。俺の左手にがっしりと摑つかまれ、離れることができない。

　俺の拳に、まばゆい白銀の輝きが生まれる。

「言ったよな、お前だけは絶対にこの手で殺してやるって」

　厳斗への攻撃を阻んでいるのは、黒鉄鉱竜クロマテイツクドラゴンのあらゆる獣技ゾイオンを退しりぞける黒くろ鉄がねの竜鱗だ。

　これに逆位相の波をぶつけることで、厳斗は一瞬だけただの人間に戻る。

　そこに、魔白銀光ミストベクトラを撃ち込めば。

「私を殺しても何も変わらない！　お前も私と同じだ、一いち柳やなぎの血が流れているのだッ！」

「いいや、違うね」

　厳斗に照準を合わせ、白銀を纏まとった拳を限界まで引き絞る。

「俺おれの名は、鏑かぶら城ぎ九く郎ろうだッ……!!」

　──一いち柳やなぎで欄らん外がいとして扱われ。両親に非難と罵声を浴びせ、その上、命までも奪われ。連中を皆殺しにしてやると誓った日々を思い出す。

　それら全ての元凶は、一柳厳げん斗とにあった。




「父さんと母さんが受けた苦しみ、今こそ受け取れッ──!!」




　その厳斗がいま恐怖に顔を歪ゆがませている。

　俺は万感の思いを拳に乗せ。

　厳斗の鼻っ柱へ、固く、巌いわおのような拳を叩たたき込んだ。





　　　　４






「ご苦労さん。ほらよ、九郎」

　水平線の向こうから朝日が昇ってくる。

　学園の高台でぼんやりとその光景を眺ながめていると、後始末を終えた理事長が缶コーヒーを持ってやってきた。そのうち一本を俺に投げて寄よ越こしてくる。

「理事長、さっきはありがとう。お陰で助かったよ」

「こっちはハラハラしたぞ。本当に厳斗をブチ殺すつもりなのか、とな」

「……正直、迷った」

　拳が厳斗に当たる直前、俺は魔白銀光ミストベクトラを引っ込めた。視界の端に、レオーネたちと戦う黒翼の竜とバジリスクの姿が映ったからだ。

「厳斗は俺の両親を殺した。絶対に許せない、そう思っていた。だけど、あいつにも従者がいる。心から信じ合う仲間がいるんだって思ったら……殺す気が失せたよ」

　厳斗は許しがたい人間だ。今でもそう思う。

　だが、厳斗を失ったら従者になった連中はきっと悲しむ。そして厳斗を奪った俺を憎むだろう。俺が厳斗や一柳に抱き続けた気持ちと同じものを背負うことになる。

「それでいい。よく我慢したな、九郎」

　理事長が優しく俺の頭を撫なでてくれる。何だかむずがゆかった。

「どうだ、憑つき物ものは落ちたか？」

「……さあ、どうだかな」

　憑き物とは、きっと一柳や厳斗に対する恨うらみ辛つらみのことだろう。

「わからないけど、今は誰かを斃たおすことより仲間を守ることの方が大切だと思ってるよ」

「仲間を守ることの方が……そうか、そうだな」

　遠くを見つめて寂しそうに微笑ほほえむ理事長。

　クリスさんから聞いた話を思い出す。理事長はかつて多くの従者を抱えていたが、恋人を失った際にそのほとんどが去っていったのだという。

　どうして理事長は従者たちと袂たもとを分かったのか、聞いてみたかった。だが同時に、踏み込んではいけないことのような気がした。

「ん？　どうしたんだ」

「いや、別に……。そういえば厳げん斗との従者たちはどうなった？」

　ごまかしつつ、何となく気になっていたことを尋ねる。

「やつの現状を聞いて全員投降したよ。見ての通り緑陽樹呪カース・トレントで雁がん字じ搦がらめにされてるからな、さすがに分が悪いと思ったんだろ」

　俺おれの拳で倒れた厳斗は理事長の緑陽樹呪カース・トレントで拘束された。この獣技ゾイオンは身体からだの一部を植物に変えてしまうという、何とも恐ろしい呪いだ。ヘタに治ち癒ゆ術などかけるとかえって植物化が促進されてしまい、解除が非常に難しいことで有名な獣技ゾイオンだった。

　厳斗は木の根っこに絡め取られたような外見になって、高台の中央付近に転がっている。周囲を屈強な浮島警備隊ガーデイアンががっちりと固めており、もはや逃げようもない。

「それより九く郎ろう、お前の処遇についてだ」

　理事長曰いわく、俺の浮島退去は元老院による決定事項で簡単には覆くつがえらないという。

「ただ首謀者のクルーグスは死んだし、厳斗の所業を考えると付け入る隙すきはあると思う。もしお前がこの浮島に残りたいというなら全力で阻止してみるが、どうする？」

「いや、出ていくよ」

　俺が何とかなったとしても、ミアが犯した罪は消えない。それに、理事長の世話になりっぱなしなのも何だか悪い気がした。そのことを理事長に伝える。

「あー……ミアは確かにな。しかし、ここを出てどこへ行くつもりなんだ？」

「師匠を見つけて一緒に旅をするのもいいかなって思ってる。あの人、多分いまも世界中を旅して回ってると思うからさ」

　俺とノエルとシルヴィとミア、そして師匠で、世界中を巡る旅をする。

　何だかわくわくする話じゃないか。

　そんな話をしていると。

「……た、大変です、ご主人様ぁっ!!」

　ミアがシルヴィに抱えられて飛んできた。その後ろからクリスさんが走ってくる。

「どうした、クリス」

「緊急事態です。現在レオンティエラに高速飛ひ翔しよう体が接近中、飛翔体はフロートシグナルを発信している模様」

　クリスさんの言に、理事長の顔つきが一気に厳しくなる。

「ミア、どういうことなんだ？」

「フロートシグナルとは浮島の識別信号、つまり高速飛ひ翔しよう体は浮島です！　大きな浮島がレオンティエラに向かってまっすぐ突進してきてるんですよっ！」

　……ようやく事態が吞み込めた。

　浮島は地球上空に存在するものの中で最大の質量を誇る。その巨大な質量同士が高速でぶつかったらどうなるか。目を覆おおいたくなるような大惨事が巻き起こる。

「どこの浮島だ。向こうの浮島管理者に連絡は？」

「識別番号は JPN-39A230、日本国一いち柳やなぎ所有の浮島『八ヤ咫タ烏ガラス』です。先ほどからエマージェンシーコールを飛ばしていますが応答はありません」

「厳げん斗との仕業だな。あの野郎……!!」

　人を殺しかねない目つきで厳斗の元へ向かう理事長。慌ててその後を追いかける。

「おい厳斗、浮島を止めろ。止めなければ殺す。脅しじゃねえぞ！」

　理事長は絡みついた木々の蔦つたごと、襟えり首くびをひっつかんで厳斗をねじり上げる。見ているこっちが恐れを抱いだくほどの、凄すさまじい剣けん幕まくだった。

「くくく、気付いたか。どうやら浮島管理室の制御を取り戻したようだな」

「そうか……これを隠しておくことが真の目的か！」

　浮島管理室の制御をミアに奪わせたのは、レオンティエラを落とすためじゃなかった。

　接近してくる浮島を察知させないようにするためだったのだ。

「だ、騙だましたんですね、ミアをっ……！」

「借りた子飼いに真実を伝える馬鹿がどこにいる？　もはや誰にも……ぐああぁっ！」

　厳斗の身体からだにクリスさんの足爪つめが刺さった。まるで容赦がない。

「御託はいい、浮島はどうやって止める。さっさと吐け」

「ふ、浮島は自動制御で、レオンティエラを追尾するようプログラムされている。ゆえに私もコントロールできない。あれは誰にも止められん」

　クリスさんに腹をえぐられながらも、笑ってみせる厳斗。

「回避策があるはずだ。このままだと貴様も衝突に巻き込まれるぞ」

「元よりそういう計画なのだよ、クモ女。たとえ浮島が衝突して微み塵じんになったとしても、私と私の従者、九く郎ろうは生き残る。目的を達するに何の支障もない」

「だから一部の従者しか連れてこなかったんだな。どこまでも小こ賢ざかしいやつだ……！」

　歯ぎしりする理事長。

　と、そこにノエルが駆け込んできた。

「九郎様っ……た、大変なことがっ、浮島が接近しているらしくっ……」

「話は聞いたよ。どうにかしないとな」

　理事長とクリスさんが厳斗への尋問を続けているが、厳斗は薄く笑うのみで何かを語る様子はない。おそらくこのままでは有益な情報は得られないだろう。

　今はどう対処するかを考えた方がいい。

「たとえばですけれど、闘牛のように浮島が近づいてきたところでひょいっと避よけることはできないんですの？」

「レオンティエラには何百万という住人がいるんですよ。急制動をかけたら慣性で街も人もメチャクチャになって尋常じゃないほど被害が出ます。それに急制動をかけてもおそらく衝突は避さけられません。向こうの浮島には住人なんていないと思うので、どんな無茶もできます。こちらが軌道を変えても追従してきますよ」

　対空ミサイルからロックオンされた場合、基本的に戦闘機は逃れることができない。戦闘機には人が乗っていて、耐えられるＧジーに限界があるからだ。一方、対空ミサイルは強いＧジーに耐えられるため、旋回性能がまるで違う。これと同じ理屈だ。

「ミア、向こうの浮島はどうやってこっちを捕捉していると思う？」

「おそらく複数の手段を用いてます。フロートシグナルやＧＰＳだけなら浮島全体を電波遮断すれば対応できますが、千里眼の機能を持つ魔装具が追尾に組み込まれてたら、攪かく乱らんはまず不可能です。日本は技術立国ですからね。念には念を入れてるでしょう」

「つまり、対処のしようがないってことか」

　ミアが両手を広げる。お手上げ、ということらしい。

「じゃあどうするんですの？　このままでは衝突しますわよ。何とかしないと！」

「わかってますよ。このままじゃ打つ手がないから、鈴すず鹿かさんやクリスティさんが必死で厳げん斗とを追及してるんじゃないですか。そのくらい察してください」

　やいのやいのとやり出すシルヴィとミア。はあ、本当にどうすればいいのやら。

『ふん、論ずるに値せぬな』

　と、いきなりレオーネの声が聞こえてきた。

「レオーネさん、何か策があるのですか？」

『我を誰だと思っている。浮島など、我が一撃で如い何か様ようにでもなるぞ』

　ノエルの問いかけに、つまらなさそうな声で返すレオーネ。

「そうか、魔白銀光ミストベクトラなら……！」

「あっ、それですよご主人様！　レオーネさんなら浮島も木こっ端ぱ微み塵じんじゃないですか！」

　質量兵器は対処が極めて難しい。巨大な隕いん石せきが地球に降ってきたら、今の人類には対応ができない。膨大な質量を伴う物体を破壊し尽くすことなど不可能だからだ。

　だが、レオーネの魔白銀光ミストベクトラならそれが可能かもしれない。

「できればそれは避けたかったんだがな、時間もないし仕方ないか」

　俺おれたちの話を聞いていたようで、理事長がしぶしぶという顔で近づいてきた。

「鈴鹿さん、この方法に何かデメリットってあります？」

「九く郎ろうが一躍有名人になるな」

　ミアの質問に苦笑して答える理事長。

「あー……なるほど、確かにいいことはなさそうですねぇ」

「はあ？　有名人になって何が悪いのか、さっぱりわかりませんわ」

「ほんっとシルヴィさんはおバカですねっ。いいですか、浮島を破壊できるだけの実力を持った獣けもの使つかいがいるってことが世界で認知されれば各国が黙ってません。ご主人様を獲得するため謀略を巡らす連中のターゲットになるんですよ。要するに、厳げん斗とみたいな存在が山ほど出てくるってことです」

「確かにそれはイヤですわ。それはいいとしてまたバカとか言いましたわね！」

　再び言い合いを始める二人。まったく、懲りないなぁ。

「くくくっ、浮島を破壊する、か。ははっ、はははは、はははははははははっ……!!」

　ふいに俺おれたちの背後で、厳斗が哄こう笑しようを始めた。

「何がおかしいんだ」

「いや、実に的確な判断だ。八ヤ咫タ烏ガラスを破壊すればレオンティエラの住民が危険に晒さらされることはない。被害は最小限で済むだろう。ただし、ゼロではないがね」

　ゼロではない？　つまり被害は出る……。

　って、まさか。

「もしかして飛んできてる浮島に、誰か人が乗っているのか……!?」

「一週間ほど前に、クルーグスが中型旅客機をチャーターした記録が残っているはずだ。主催は浮島連合難民支援センター、乗員は一〇〇名ほど。全てここの旧市街にいた孤こ児じたちだ。彼らの行き先がどこか、調べてみるといい」

　血の気が引いていく。

　もし彼らの行き先が飛んでくる浮島、八ヤ咫タ烏ガラスだったら──

「……鈴すず鹿か様、裏を取ってきます」

「いや、必要ない」

　理事長から表情が消えていた。

「厳斗が言っていることは全てデタラメだ。九郎、気にせず浮島を破壊しろ」

「ま、待ってください鈴鹿さん、調べもせずにそんなの……！」

　慌ててミアが抗議する。

「ミア、あの浮島には誰もいない。そうだな？」

「そ、それはっ……」

　……理事長は、こう言いたいわけだ。

　もし向こうの浮島に誰かがいたとしてもやるべきことに変わりはない。レオンティエラの住人、数百万の命には代えられないのだ、と──。

「正しい選択だよ、鈴すず鹿か。旧市街の孤こ児じたちは不法滞在者だ。国を圧迫する塵ちり芥あくたのような存在に気を遣って住民が危険を被るなど、統治者として許しておけるものではない」

「フカしてんじゃねえぞ、厳げん斗と。お前はその塵芥にも満たない存在だ」

　厳斗の髪を摑つかみ、殺気を漲みなぎらせる理事長。

「言い忘れていたことが一つある。八ヤ咫タ烏ガラスには孤児たちと一緒に私の旧友が一人、乗り込んでいてね。浮島を破壊するとなれば、あれも一緒に死ぬことになるな」

「……お前、何を言っている？」

　理事長に睨にらまれても、厳斗は全く意に介さなかった。

「だが愛まな弟で子しに殺されるのなら、あれも本望だろう。我ながらいいことをしたものだ」

　愛弟子に、殺される。

　じゃあ八ヤ咫タ烏ガラスに乗っている厳斗の旧友って。

「……待ってくれ。もしかして八ヤ咫タ烏ガラスには、師匠が乗っているのか？」

　俺おれの問いに厳斗は答えず。

　ただ口の端を、にいっとつり上げるのみだった。






第六章　獣使いと愛を叫ぶ獣たち







　　　　１






「ミア、残り時間はどれくらいある!?」

「八ヤ咫タ烏ガラスが現在の時速一五〇キロメートルを維持するなら、およそ六〇分でレオンティエラに衝突しますっ！」

　俺の背中に張り付いたミアが激しい風に煽あおられながら答える。

「そんなにスピードを出して、浮島に乗っている人は吹き飛ばされてしまいませんの!?」

「日本は最新鋭の浮島制御システムを開発してて、高速航行時はエアシールドを展開させます！　八ヤ咫タ烏ガラスは一いち柳やなぎが所有する浮島なので、これが標準搭載されてるはずです！」

　ノエルを抱きかかえて隣を飛行するシルヴィの問いかけに返答するミア。

　俺たちはいま浮島『八ヤ咫タ烏ガラス』へ向けて飛行している。メンバーは俺とミア、シルヴィとノエルの四人。八ヤ咫タ烏ガラスに人がいるか、調べるためだった。




　厳げん斗とを獣技ゾイオンで強制的に眠らせ、黙らせた後。

　皆が顔を揃そろえた学園の高台は重苦しい空気に包まれていた。

「……九く郎ろう、八ヤ咫タ烏ガラスを落とせ」

「それが理事長の結論か？　本当に、それしか方法はないのか……？」

　レオーネの力、魔白銀光ミストベクトラを使えば確かに八ヤ咫タ烏ガラスは破壊できるかもしれない。しかし浮島に誰かがいればもろとも吹き飛ばすことになる。

「お前がやらないなら他の者にやらせる。犠牲者は増えるだろうが致し方ない」

　眉まゆ一つ動かさず冷酷に告げる理事長。

　それが癪しやくに障った。

「何の罪もない子供たちと師匠を見殺しにするのかよ！」

「すまない、九郎……」

　理事長を責めても仕方がない。こんなのはただの八つ当たりだ。頭ではわかっている。

　それでも言わずにはいられなかった。

「鈴すず鹿かさん、ご主人様。お二人に提案があります」

　沈黙する俺おれたちにミアが口を開いた。

「厳斗がホラを吹いてる可能性もありますし、八ヤ咫タ烏ガラスに乗り込んで調査を行いませんか。誰もいなければご主人様も心置きなく浮島を破壊できるでしょう？」

「まあ、そうだな」

　本当に誰もいないなら、の話だが。

「希望的観測ですね。誰かがいた場合は？　一人や二人なら救出してからの破壊も可能でしょうが、本当に一〇〇名の子供が浮島に取り残されていたらどうするのですか？」

　と、クリスさん。

「……その時は覚悟を決める。理事長、俺に行かせてくれ」

「いいだろう。しかし、これだけは伝えておく。八ヤ咫タ烏ガラスは中型の浮島だ。もしこれが衝突すればレオンティエラは多大な損害を被る。誰を助けて誰を見殺しにするのか。いざとなった時、お前は選ぶ覚悟があるんだな？」

　理事長が俺の瞳ひとみを見据えてくる。

「ああ、もちろんだ」

　即座に頷く。ここで迷ったら終わりだ。

　こうして俺は、ノエルたちを伴ってレオンティエラを飛び出した。




「ミア、あとどれぐらいで到着予定だ！」

　風を切り、速力を上げて八ヤ咫タ烏ガラスへ飛ひ翔しようしながらミアに尋ねる。

「えっと……このペースならおよそ二〇分後に八ヤ咫タ烏ガラスと接触できるはずですっ！」

　調査に使えるのは四〇分弱。時間に余裕がない。今は一分一秒が惜しかった。

「シルヴィ、スピードを上げるぞ！」

「む、無理ですわ～っ！　だってノエルさん、重いんですもの～っ！」

「うう、お荷物ですみませんすみませんっ……」

『なぜ我に替わらぬ。我ならば、魚ぎよ人じんの世話になる必要などないものを』

　謝りたおすノエルにレオーネが愚ぐ痴ちる。

　魔白銀光ミストベクトラを推力にして飛べることは黒鉄鉱竜クロマテイツクドラゴンとの戦いでレオーネが実証した。だから封印を解いてレオーネに替わればノエルも飛べるのだが……。

「レオーネさんは何をするかわからないので、表に出すわけにはいきません！」

　というのがノエルの言い分だった。まあ俺おれに襲いかかってきたり、短気を起こして厳げん斗とに突っ込んでいったりと、何かとトラブルを起こすので気持ちはわかる。

　しかし、それなら別の手段を考えなくてはいけない。

「……シルヴィ、俺の足に摑つかまれ。ミアはシルヴィに飛びうつるんだ」

「はあ!?　飛びうつれって、ミアはそんな曲芸みたいなことできませんよ。それにミアはご主人様と一緒がいいんですっ！」

「クロウに考えがあるのですわ。ワガママ言ってないで早く来なさいっ！」

「きゃああっ、引っ張らないでください、落ちる～っ！」

　近づいてきたシルヴィがミアを引きはがし、無理やりに自分へと摑まらせる。シルヴィが俺の足を握り、その身体からだにノエルとミアがしがみつく格好となった。

「それでクロウ、どうする気なんですの!?」

　今は周辺の空気圧を上げて推進力に変えているが、シルヴィの能力を駆使すればもっと高速な飛行が可能なはずだ。

　まだ一度も試したことはないが、脳内でのシミュレートはできていた。

「しっかり摑まっていろ。振り落とされるなよ……！」

　自らの眼前に鋭するどい円えん錐すいを思い浮かべ、内部の空気圧を一気に落として真空へと変える。

　と、その途端。

　一気に身体が真空へと引き込まれ、凄すさまじい勢いで加速を始める！

「わ、っきゃああああぁぁぁぁっ……!?」

「さっ……寒い、寒いですよ～っ！」

　空気は、圧の高いところから低いところへと流れる。真空は気圧ゼロ、周囲の空気が一気に流れ込む。この流れをうまく推進力に変えるのだ。

「く、九く郎ろう様っ……大丈夫なのですかっ、身体が凍っていますよ!?」

　ノエルの言葉通り、前に突き出した俺の腕は霜が降り、白く染まっていた。

　俺は今、流動体創生操御フルイド・フラクチユエートで自分の前方に真空を創り続けている。俺たちは周囲の空気もろとも、その真空に吸い込まれる形で加速を続けていた。

　ただし、俺おれたちの身体からだがそのまま真空に入り込んだら息ができなくなってしまう。なのでシルヴィたちを含む周囲にカプセル状の保護ゾーンを創り、内部は圧を一定に保つ。このカプセルが真空に吸い寄せられるよう制御するのだ。

　だがカプセル前方の空気は絶えず膨張する空気に晒さらされているため、凄すさまじい勢いで冷えていく。今や真冬の北極にいるかのような極寒と化していた。

「こ、こんなに寒くてご主人様は平気なんですか!?」

「ああ、心配すんな」

　俺はノエルのお陰で決して傷つかない。低体温で死ぬことも、凍傷になることもない。寒かったり痛かったりするのは、単に我慢すればいいだけのことだ。

「少しの間、耐えてくれ。すぐに着くはずだからっ……!!」

　視界が狭まっていき、あっという間に音速を超える。それでもなお加速は続いた。
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　凄まじい加速により五分ほどで八ヤ咫タ烏ガラスと接触、首尾よく上陸することができた。

　八ヤ咫タ烏ガラスは二つの大きな頂いただきを擁した浮島だ。山やま裾すそは木々で青あお々あおとしており、二つの山の間には小さな湖がある。その周りは別荘地のようになっていて建築物が点在していた。

「……怖おそろしいくらいに静かだな」

　ミアの見立て通り、八ヤ咫タ烏ガラスはエアシールドを展開していた。そのためか、雲を切り裂きレオンティエラに向かって突き進んでいるにも拘らず、風を切る音は全くしない。

「思ったよりも広いですわね」

　上空から浮島を眺ながめ、呆ぼう然ぜんとした顔をするシルヴィ。

　湖の周囲だけでも建物は一〇〇以上、小規模ながら空港もある。細く延びた道が山を取り巻くように走っており、その道に沿ってぽつぽつと民家も存在していた。

「八ヤ咫タ烏ガラスの地表面積は六四平方キロ、普通に探してたら確実にタイムオーバーですね」

　日本で言えばちょうど山やまの手て線せんの内側くらいの広さだろう。対する俺たちは四人。しらみつぶしに探す、というわけにはいかない。

「では、どうするのでしょうか」

「浮島管理室を探します。管理システムで浮島全体の監視網にアクセスできるでしょうし、制御システムを掌しよう握あくできれば衝突が回避できるかもしれません」




　浮島の浮力を担う礎そ石せきは通常、周囲へ均等に力を与える。つまり礎石はほぼ必ずと言っていいほど浮島の中央にあり、これを管理する管理室も同じ場所にある。

「よっしゃあ、ビンゴですよご主人様っ！」

　ということで、その辺りを熟知したミアは、ものの六、七分ほどで地下にあった八ヤ咫タ烏ガラスの管理室を見つけ出してしまった。

「すごいです、ミアさんっ」

「あれだ、蛇じやの道は蛇へびってやつだな」

「ですわね」

　シルヴィと一緒に苦笑する。

　八ヤ咫タ烏ガラスの礎そ石せきはレオンティエラのそれより小さく、三階建てのビルほどの大きさだ。管理室も五〇人が座れる小規模な劇場程度の広さしかない。

「さあ、行きますよ。ご主人様、見ていてください。ここからミアの正念場ですっ！」

　ミアは浮島の制御パネルに取りつき、凄すさまじい勢いで操作を始めた。

「……ファックですね。システムがメチャクチャですよ。本来なら存在しなきゃいけないモジュールの一部が削除されてます。これは復旧に時間がかかりますね」

「どれくらいかかりそうなんだ？」

「普通の技術者なら半月はかかります。ただ、ミアなら三日で復旧可能です」

「三日って、もう一時間もないんですのよ!?」

　シルヴィには答えず、ミアは異常なスピードでキーボードを叩たたき続ける。嵐あらしのような打だ鍵けんの中で、ミアがおかしなことを言い出した。

「……このままじゃ間に合いません。ぶっつけ本番ですけど試してみたいことがあります。ご主人様、シルヴィさんの能力でミアに水をかけてください」

「み、水を？　どうしてだ？」

「それからレオーネさんがプールしている膨大な魔ま素そを、ご主人様をバイパスしてミアに供給することって可能ですか？　っていうかご主人様ならできます。お願いします」

　よくわからないが、ミアに何か策があるらしい。

「やってみる。ノエル、封印を緩めてくれ」

「は、はいっ、わかりました」

　シルヴィの獣技ゾイオンで水球を創り出し、ミアへと近づけていく。

　同時に、レオーネから魔白銀光ミストベクトラの力を引き出し、ミアへのバイパス供給を開始。

「来た来た、力がみなぎってきましたよ！　これならいけるっ!!」

　ミアは振り返り、水球の中に飛び込む。

「なっ……み、ミアさんが!?」

　ノエルが悲鳴をあげた。

　ミアの身体からだが巨大な水球の中に溶けて消えた、と思ったら。

　パンッ、と巨大な水球が弾けて。

「すらら～っ」「すらら～っ」「すらら～っ」「すらら～っ」「すらら～っ」

　等身大のミアが大量に現れ、大地に降り立った。

　その数三〇、五〇……全部で一〇〇体。

「同時に操る数はこれぐらいが限界……さすがに頭がおかしくなりそうですね」

「こ、これは……もしかして全部、分ぶん身しん体たいなのか!?」

「ええ、そうです。ミアもご主人様の従者にしてもらいましたからね。魔ま素そさえあれば、こういうことも可能なんですよ。ミア一人じゃ七二時間かかる作業も一〇〇人で分担すれば一時間で終わるって寸法です」

「そ、そんな単純な計算で何とかなるものなんですの？」

「何とかなる、じゃなくて何とかするんですよ。作業期間は頭数で割れる、これがプログラマ名物、人にん月げつマジックというやつです！」

　にやりと笑うミア。何だかわからないがとにかくすごい。

「さあ、分身体のみんな！　時間がないですよ。作業を始めなさいっ！」

「すらら～っ！」

　ミアの号令に従い、ばっと散っていく分身体のミアたち。

　制御パネルで凄すさまじい勢いでキーボードを叩たたくミア、管理システムへと取りつくミアに、監視網へのアクセスを試みるミア。












　部屋は、縦横無尽に行き交うミアたちで溢あふれかえった。

「ここからは忙しくなりますよ、ご主人様。ついてきてくださいね！」

「お、おう！」

「すららら～っ」

　さっそくミアの元に一人の分ぶん身しん体たいが駆けつけてきた。

「ご主人様、八ヤ咫タ烏ガラスの通信機能が復旧しました。現在位置の把握、プラス衝突までの正確な時間、出ます！」

　大きなディスプレイにカウントダウンが表示された。残り四二分を切っている。

「すらら～っ」

「ご主人様、鈴すず鹿かさんとコンタクトが取れました。クルーグスがチャーターした中型旅客機の乗員リストを入手、こちらも画面に出します！」

　ざざっと一〇〇名ほどの名前の一覧がディスプレイに表示された。

「すららら～っ」

「ご主人様、八ヤ咫タ烏ガラスの監視網を掌しよう握あくしました。二〇名の分身体を割り振ってモニター監視と検証を行います。シルヴィさんは分身体を乗せて捜索に。ご主人様、許可を！」

「わ、わかった！」

「シルヴィさん、分身体と一緒に捜索へ行ってきてください！」

「な、何ですのこれ。目が回りそうですわっ……！」

　ミアに追い立てられ、シルヴィは分身体を背中にくっつけて飛び出した。

「すげえ……どんどん進んでいくな」

「ミアさんがわたしたちと一緒にいることを選んでくれて、本当によかったですね」

　呆ぼう然ぜんとする俺おれに、ノエルが微笑ほほえみかけてくる。

　……クリスさんに「ミアは裏切り者だから見捨てろ」と言われたあの時。俺はミアを助けに行くか、少しだけ迷っていた。

　俺一人が厳げん斗とに捕まるだけならいい。だがノエルとシルヴィをそこに巻き込むわけにはいかなかった。誰かを守るためには時に非情な決断も必要になる。

　だが悩んでいる俺に、ノエルとシルヴィは即答した。

「九く郎ろう様、ミアさんのところへ行きましょう」「ミアさんを助けるべきですわ！」

　人生は決断の連続だ。失敗すれば一生消えない後悔を背負うことだってある。もし厳斗に負け、全てを失っていたら俺はどうしただろう。

　俺たちは一緒に暮らした仲間を見捨てて行けるほど賢くはなれなかった。それは迂う闊かつで甘い決断だ。でも、その決断のお陰で俺たちは今こうしてミアと一緒にいられる。

「すらら～っ」

「ご主人様、空港の監視カメラの履歴から、子供たちの映像を確保しました。リストとの照合を始めます！」

　ミアの跳ねるような声が響く。小さなミアが、やけに頼もしく見えた。

「すらら～っ」

「ご主人様、同じく空港の監視カメラから要人と思わしき人物の映像を発見。確認してください、ディスプレイに回します！」

　めまぐるしく切り替わる大きなディスプレイに、その映像が出る。

「……師匠だ」

　四方から銃を向けられ歩くその姿は、まぎれもなく俺おれの師匠──鏑かぶら城ぎ鹿か角づのだった。

　そして、この映像があるということは。

「どうやら厳げん斗とは、口からでまかせを言ってたわけじゃなさそうですね……」

　そう。この浮島のどこかに旧市街の子供たちと師匠がいるのだ。

「ご主人様、監視網の映像から子供たちと鹿角さんが連行されたと思われる施設を特定。シルヴィさんを急行させます。いいですか!?」

「ああ、頼む！」

　ディスプレイに表示された時間は、刻一刻とゼロへと近づいていく。

　カウントが残り四〇分を切った。

「す、すららら～っ」

「……そうですか」

　報告に来た分ぶん身しん体たいの話を聞き、ミアが暗い顔をする。

「どうしたんだ？」

「ご主人様、悪い報告です。浮島制御システムの掌しよう握あくまで最短でも二九分四七秒。すみません、衝突は避さけられそうにありません……」

「……そうか」

　ミアを責める気はない。普通の技術者なら半月かかるものをミアは三〇分でやると言っている。そんなことは他の誰にもできない。

　しかし、気になることがある。衝突まで四〇分、その前に制御は取り戻せるのだ。

「衝突前に制御システムの掌握ができても止められないのか？」

「浮島ってすごく重いんです。中型浮島の八ヤ咫タ烏ガラスは推定質量一五〇〇ギガトン、この浮島の出力だと限界まで礎そ石せきを稼働させても完全に制止するまで二日かかります」

　絶望的な数字だった。

　石油タンカーなどは急ブレーキをかけてから止まるまで四キロメートルほど進む。それより桁違いに重い浮島だ。止まるまで二日かかったとしても不思議ではない。

「止めるのが無理なら、子供たちと師匠を島外に救出してから破壊だ。人を乗せて輸送が可能なボートか、その代わりになるものでもいい。探してくれ」

「イエッサ！　すぐに調べます！」

　すぐにミアが分ぶん身しん体たいに指示を出していく。

　現在、八ヤ咫タ烏ガラスは太平洋上を飛行中だ。ボートなり何なりに乗せて、十人単位でピストン輸送を行えば十回ほどの往復で済む。残り四〇分弱、かなり厳しいが俺おれとシルヴィで力を合わせれば何とかなるはずだ。

「すらっ、すらら～っ！」

　と、分身体のうちの一人が大慌てでこちらへやってきた。

「どうしたんですか……って、は、はあ!?　マジで言ってるんですか!?」

　話を聞くミアの顔色が、みるみるうちに変わっていく。

「どうしたんだ」

「ご主人様……施設に急行したシルヴィさんが、子供たち全員と鹿か角づのさんを発見しました。ただ、問題がありまして。全員の首に魔装具が装着されていて、同行した分身体によると魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマが仕込まれている可能性が高いそうです」

「竜毒の、首輪……」

　──厳げん斗とは実に用意周到な人間だ。

　理事長との戦いに備え、保険としてレオンティエラの浮島管理室を占せん拠きよさせ。

　万が一のことがあった時のため、八ヤ咫タ烏ガラスをレオンティエラに衝突させる手はずを整え。

　簡単に浮島を破壊させないため、人質として子供たちと師匠を乗せた。

　しかし、人質を降ろす手段があったら浮島は破壊されてしまう。

　ならばどうするか。

「……状況から判断すると、この首輪は、浮島から離れた装着者を死に至らしめるために作られたものではないかと思われます」

「ちっくしょうッ……!!」

　答えは簡単。人質を浮島から出せないようにすればいいのだ。
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「やあ、九く郎ろう。久しぶりだね」

　子供たちと師匠が連行された施設とは小学校だった。ミアやノエルとともに学校へ急行すると、職員室でのんびりとコーヒーを楽しむ師匠に出迎えられた。

「……や、やけにくつろいでますね、師匠」

「まあ事を急いても仕方ない。九郎もゆっくりするといいよ」

　こざっぱりと切りそろえた灰色の髪、細身ながら引き締まった身体からだ。刀の鍔つばのような、いかつい眼帯も含めて数年前に別れた時から何も変わっていなかった。日本製のジャージを着込んでおり、一見すると体育教諭のように見えなくもない。

「わあっ、鹿か角づの様！　お久しぶりでございますっ！」

「ノエルくんも来ていたのか。相変わらずかわいいなぁ、おいでおいで」

　そういえば師匠とノエルは面識があるのか。

　握手を求めるノエルを捕まえ、強制的に抱きしめて頭をなで始める師匠。そんな二人を横目に、先に到着していたシルヴィが俺おれに近づいてきた。

「……あの、クロウ。一つよろしいですこと？」

「なんだ？」

「クロウの師匠……鏑かぶら城ぎ鹿角さんって、女性だったんですの!?」

「ああ、そうだぞ。知らなかったのか」

　俺の師匠、鏑城鹿角は女性だ。年は二十代後半だったはずで、まだ若々しい。

　俺が女性を殴るのに抵抗がないのは師匠を相手にさんざん組み手をやってきたからだ。女には手をあげない主義だ、なんて生ぬるいことを言うやつは一度師匠と組み手をやってみればいい。きっと五分で考えが変わるだろう。

「もう、女性なら女性だと先に言っておいてくださいまし！　施設に来てみれば一人だけ大人の女性がいて、やけに余裕ぶった態度で、これがクロウの師匠のわけがないと思って全力で攻撃を仕掛けてしまいましたわ！」

「お、おう……悪かったよ。ちなみに攻撃を仕掛けたらどうなった？」

「全部かわされた上、接近戦に持ち込まれてこてんぱんに叩たたきのめされましたわよっ！」

　よく見れば、シルヴィの服がよれよれになっている。手ひどくやられたものだ。

「やー、ごめんねぇ。だって君、人の話を聞いてくれないんだもの」

　苦笑いを浮かべる師匠。

「あんな動きがただの人間にできるなんて、とても信じられませんわ……」

「師匠は人間じゃないぞ。人類を超越した何か、だっ!?」

　言った瞬間──何かに足が払われ、バランスを崩したと思ったら身体からだが逆さまになっていた。勢いよく回転した俺の身体は職員デスクに激突して止まる。

「いっ、てええぇぇっ……！」

「自分の師匠を『人間じゃない』だなんて、ちょっと見ないうちに九く郎ろうも酷ひどいことを言うようになったね。私は君をそんな子に育てた覚えはないよ？」

　微笑ほほえみながら悠然とコーヒーをすする師匠。俺の身体を二メートルほどすっ飛ばしたくせに、手にしたカップからは一滴たりともコーヒーがこぼれていない。

「く、九郎様、大丈夫ですか？」

「あわわわわ……今の攻撃、全く見えませんでしたわっ」

　ノエルとシルヴィに助け起こされた。ああ、情けなさすぎる……。

「それで九く郎ろう、君たちは何をしに来たのかな？」

「何って、師匠と子供たちを助けにきたに決まってるだろ。状況を把握してないのか？」

「大体はわかっているよ。一週間前に厳げん斗とから聞かされた通りなら、もうすぐ別の浮島にぶつかって私たちは浮島とともに木こっ端ぱ微み塵じんになるんだろう？」

　先ほどと変わらない、のんびりした調子で答える師匠。

「わかっているのでしたら、もう少し危機感を持ってもらいたいですわね。このままではみんな死んでしまいますのよ!?」

「そうは言っても、これがあるしねぇ」

　師匠は、自らの首にはまっている金属製の輪っかを指先でコンコンと叩たたく。

「大丈夫だ。首輪はミアがいま調べてくれてる。もう少し待っててくれ」

　俺おれと一緒についてきたミアは、子供たちの中から一人を選び、首輪の解析に取りかかっている。五分で終わらせる、と言っていたので間もなく終わるだろう。

　その間、師匠に尋ねておきたいことがあった。

「なあ、師匠ってもしかして厳斗と知り合いだったのか？」

　厳斗と顔を合わせた時、あいつは『お前は鹿か角づのに預けておいただけ』なんてことを言っていた。もし面識があるんだとしたら二人はどういう関係だったのか。

「覚えていないのかい？　一いち柳やなぎの家を出る時、私たちを見送ってくれたのが厳斗だよ」

「え……!?　そうだったのか？」

「まあ、あの頃の九郎はまだ小さかったし、両親が亡くなったばかりで周りを見る余裕がなかったからね。誰が見送りに来たかなんて覚えているわけがないか」

　緩やかに微笑ほほえむと、師匠はゆっくりとした口調で語り出した。

　師匠と厳斗は獣人管理庁特殊部隊の元同僚で、よくペアで活動をしていたのだという。

「鈴すず鹿かとはその頃知り合ってね。当時のあの子は『獣人に管理官なんざ必要ない、お前らの作った決まりなんざ私は知らん』って感じのきかん坊で、そりゃもう手がつけられないほどの不良娘だったんだ。厳斗と二人で挑んでも、全く歯が立たなかったよ」

「す、鈴鹿さんもやんちゃをされていた頃があったのですね」

「今でも十分に不良だと思いますわ」

　俺もそう思うが、口に出すのが怖いので黙っておく。

「厳斗と私はいい相棒だったよ。彼も鈴鹿と同じ獣けもの使つかいだけど、実力では鈴鹿に遠く及ばなかった。だから厳斗は鈴鹿を羨うらやんでいてね。いつかは鈴鹿よりも強くなって、日本を人間と獣人ともに幸せに暮らせる国にするんだって言っていたよ」

　人間と獣人ともに幸せに──それは俺が願ってやまないことだ。

　厳斗も昔は俺と同じ夢を抱いだいていたのか。

「けどねぇ、彼が所属する一柳というのはややこしいところでさ。あそこは排外主義者の巣窟なんだよ。彼らは、獣人はもちろん、獣けもの使つかいも一いち柳やなぎから排斥しようとした。獣使いである厳げん斗とが力をつけることに強い危機感を持っていたんだ」

　厳斗も言っていた。イグナスをけしかけたのは一柳の中でも獣使いを排斥したいと考える一派だと。厳斗の存在がありながら、なおも獣使いを排斥する活動は続いている。

「で、ここからがえげつない話でね。どんな腕利きの暗殺者を雇っても、強力な従者を数多く従えている厳斗には到底敵かなわない。だから彼らは獣使いの弱点を突いたんだ」

「獣使いの弱点……？」

「従者だよ。彼の従者を殺していったんだ。一人ずつね」

「な、なんてひどいことを……」

「卑劣ですわ！　そのような仕打ち、到底許されることではありませんっ！」

　ノエルが息を吞み、シルヴィが激げつ昂こうする。

　仮に俺おれを狙う人間がいたとして。そいつが俺ではなくノエルやシルヴィ、ミアを狙い、次々と殺されたらと思うと背筋が寒くなる。

「当然だけど、厳斗は怒り狂ったよ。彼は従者の殺害に荷担した人間、獣人を一人残らず返り討ちにした。情け容赦なくね。それから厳斗は人が変わってしまった。劣った人間は獣人と同じく強いものが支配しなければならない、そんな危険な思想に傾倒していった。必死で諫いさめたけど、もう元には戻らなかった」

　やりきれないという顔で目を伏せ、重い息を吐く師匠。

「それでも昔なじみだからね。十年間、私は彼に背中を預けてきたんだ。何とか引き戻せないものかと色々と手を尽くした。けどね、新年会で豪華客船を沈めたあの日。さすがにもう無理だと悟ったよ。だから私は九く郎ろうを引き取って、彼の元を離れたんだ」

「……船を沈めたのは厳斗だってこと、知ってたんだな」

「ああ。だけど教えなかった。君には普通に生きて欲しかったからね」

　その判断は正しい。当時の俺が厳斗の仕業だと聞いていたら、俺は復讐に燃える悪鬼と化していたに違いない。従者を殺された厳斗と同じように。

「九郎、私も君に聞きたいことがあるんだ。君がここに来た、ということは、君は厳斗に打ち勝ったんだろう。彼を殺したのかい？」

「いいや、殺せなかった。理事長には『憑つき物ものは落ちたか』なんて聞かれたよ」

　俺の言に師匠は目を丸くし──笑い出した。

「ははははっ、そうかぁ、鈴すず鹿かがそんなこと言っていたのかい。いやあ、これは面白い。あの不良娘が保護者らしくなったものだ。彼女もようやく大人になれたのかな」

　ひとしきり笑った後、師匠は優しげに微笑ほほえむ。

「これで私が君に教えることは、もう何もなくなったね。免許皆伝だよ、九郎」

「えっ、免許皆伝って？　それはどういう……」

「ご主人様っ！」

　そこに、ミアが飛び込んできた。

「首輪はどうだった？」

「……状況はかなり悪いです。覚悟して聞いてください」

　ミアは硬い表情のまま報告を始める。

「鹿か角づのさんが厳げん斗とから聞いた通り、首輪は浮島から離れると起動、竜毒を装着者に注入して対象を死に至らしめる機構を備えています。さらに一〇一個のうち、どれか一つでも機能が停止すれば他の一〇〇個が起動します。つまり魔装具の機能を維持しながら首から外す作業が必要で、これは分ぶん身しん体たいの手に負える作業じゃありません。ミアなら外せますが、一つに最低でも五分はかかります。ですから、その……」

「助けられたとしても五人が限界ってことか」

　手元にあるスマホでタイマーを確認する。衝突まで三〇分を切っていた。

「ど、どうするんですの、クロウ！」

　どうも何もない。

　浮島制御システムの掌しよう握あくは衝突直前で、回避はもはや不可能。

　八ヤ咫タ烏ガラスに連れてこられた人質は魔装具の首輪が仕掛けられており、残された時間で全てを外して島外へ退たい避ひさせることはできない。

　かといって、このまま手をこまねいていればレオンティエラに衝突、人質は全員死亡し、レオンティエラの住人にまで被害が及ぶことになる。

　犠牲を払わずに解決する手段は、もはや残されていない。

　理事長の言葉が、頭の奥から響いてくる。

『誰を助けて誰を見殺しにするのか。いざとなった時、お前は選ぶ覚悟があるんだな？』

　もちろんだ、と俺おれは答えた。

　ならば、選ばなければならない。どれだけ残酷な決断になるとしても。

「……師匠」

「なんだい？」

「すみません、ここでお別れです」

　まっすぐ師匠に頭を下げる。

「どういうことですの？　まさかクロウ、師匠を見捨てる気なんですの!?」

「ああ、そうだ」

　一〇一人のうち五人は助けられる。

　ならば、その中に師匠を入れることはできない。子供より師匠を優先するなんてこと、師匠は絶対に許さないだろう。この人はそういう人だ。

「ふふ、それでいい。君は私が見込んだ、唯一で最高の弟子だよ。私は君を誇りに思う」

「そんな……そんなことって……！」

　ノエルが涙ぐむ。

　気持ちは痛いほどわかるが、ここで感傷に浸っている暇ひまはない。

「ミア、子供たちの中からランダムで五人を選んで、首輪を外す作業に入ってくれ」

「……はい、わかりました」

　子供たちの中から、誰を助けて誰を見捨てるか選ぶなんて、そんな烏お滸こがましい真ま似ねはできない。ならばいっそくじ引きの方が公平だろう。

　誰も助けないよりは、たとえほんの一部だったとしても助けた方がいい。

　少しでもマシな選択をするより他はない。

「シルヴィはノエルを連れて、先に浮島から退去していてくれ。ミアと五人の子供は俺おれが連れて行く。その後で、俺がこの浮島を破壊する」

　時間的にはギリギリだ。しかし、もうこれ以外に選択肢はない。

「……すわ」

　シルヴィの声がかすれて響いた。

「シルヴィ、聞こえたのか。ノエルと一緒に……」

「嫌ですわっ！　お断りいたしますっ!!」

　シルヴィがかぶりを振る。その瞳ひとみが烈火のごとく燃え盛っていた。

「クロウの師匠を見捨てて、自分たちだけ逃げる？　子供たちの中からランダムで助けるか助けないかを選ぶ？　ふざけんなですわッ!!　そんなこと、そんな残酷な選択！　わたくしは絶対に、ぜぇったいに、認めませんわッ!!」

　部屋中に、シルヴィの怒号が轟とどろく。

「認めないって……他にやりようがないだろ」

「いいえ、わくたしは諦めません！　絶対に、何か他の方法があるはずです！　誰か一人でもここに残すというのなら、わたくしも一緒にここへ留とどまりますわ！」

　俺もシルヴィと同じ気持ちだった。

　自分一人の命で他のみんなが助かるなら、そうしたいとさえ思う。

　でも俺が命を捧ささげたところで、状況は何一つ変わらない。

「……いい加減にしてくださいよ、シルヴィさん。さっきから聞いてれば好き勝手なことばかり言って。ご主人様がどんな気持ちで選択したかわからないんですか!?　ご主人様はこの最悪の状況の中で、最善を尽くすために苦渋の決断をしたんですよ!!」

　ミアは憤怒の形相で、シルヴィの胸ぐらを摑つかむ。

「夢を語ってヒーローを気取るのはいいですけどね。だったらシルヴィさんが何とかしてくださいよ、この状況を！　手をこまねいてたらあと三〇分でレオンティエラに突っ込んでみんなお陀だ仏ぶつです。何か他の方法があるはずだ？　甘っちょろいこと言ってんじゃないっすよ！　どうやって衝突を回避するんです？　どうやってここにいるみんなを退たい避ひさせるんです？　どうやって全員の魔装具を外すんですか？　そこまで言うなら教えてくださいよシルヴィさん、誰も犠牲にならずに済む方法をッ!!」

「……わかりましたわ。わたくしが何とかします」

　シルヴィが毅き然ぜんとして言い放つ。

「何か方法があるのか？」

「浮島を押して、止めますわ」

「……へ？」

　思わず呆ほうけた声を出してしまった。一体何の話をしているのか。

「あの、シルヴィさん。何を言ってるんです？」

「風の獣技ゾイオンを使ってわたくしがこの浮島を押し留とどめてみせる、と言っているのです」

「……すみません、前からシルヴィさんはバカだとは思ってましたけど、まさかここまでだとは思いませんでした。もう話をするだけ無駄なので、ミアは行きますね」

　シルヴィの服から手を離し、盛大なため息をつくミア。

「わたくしは冗談を言っているわけではありません。止めると言ったからには自らの命を賭けてこの浮島を止めてみせます！」

「止められなかったら？」

「その時は、いさぎよく死んで見せますわ！」

「いさぎよく死ぬだけですね」

　真剣なはずなのに、まるでコントでもやっているかのようなやりとりだった。

「ちょっと！　やってみなければわからないでしょう!?」

「やらなくたってわかりますよ！　八ヤ咫タ烏ガラスの重量は一五〇〇ギガトン、時速一キロ減速させるのに六〇テラジュール必要なんです。原子力爆弾を炸さく裂れつさせた時のエネルギーを全て推進力に使って、初めて達成できる数値ですよ！　それだけのエネルギーを使って、ようやく時速一五〇キロメートルが一四九キロになるんです。この浮島を止めるのにどれだけ途方もない力が必要か、まるでわかってないじゃないですか！　シルヴィさんのそよ風なんかじゃ一ミクロンだって動きませんよ！」

　その通りだ。浮島を押して止めるなんて、そんなことできるわけがない。

「……あの、ミアさん。質問してもよろしいですか？」

　おずおずとノエルが手を挙げた。

「何ですかノエルさん、この期に及んでバカシルヴィさんの肩を持つとか、頭の痛くなるような真ま似ねはやめてくださいよ。バカは一人で十分、もうお腹いっぱいです」

「バカバカ言わないでくださいましっ！」

　というか、こんなことをやっている場合じゃない。

　ミアには急いで子供たちの首輪を外してもらわないといけないのに──

「原子力爆弾があれば浮島を止められるのですか？」

「いや止められませんて。さっきのは一〇〇パーセント運動エネルギーに変換できるんだったら、という話です。原爆はほとんどが熱エネルギーに……って、細かい話はどうでもいいんですよ。とにかく、原爆一五〇個分のエネルギーなんてどうやっても用意できるわけがないんですから」

「いえ、レオーネさんでしたら原爆一五〇個分くらいの力は持っていると思います」

「…………あっ」

　きょとんとするミア。

　まるで時が制止したかのようにミアは黙り込み、しばし静寂に包まれる。

「えっと、あの……ミアさん？　す、すみませんっ、やはりわたしは変なことをっ……」

「……やってみますか、それ」

　ミアが俺おれに向き直る。

「ご主人様。レオーネさんの力を使って浮島を押せば衝突を回避できるかもしれません」

「う、ウソだろ!?」

　そんな荒唐無稽な話、とてもじゃないが信じられなかった。

「クリアしなければならない課題は三つ。まず、レオーネさんの魔白銀光ミストベクトラを指向性のある運動エネルギー、つまり推進力として出力できるようにすること。レオーネさんは白銀で空を飛んでましたよね。あれを応用して推力に変えます」

　人差し指を立てるミア。どうやら本気らしい。

「次に、推進力を浮島に伝でん播ぱさせる方法を確立すること。魔白銀光ミストベクトラから得られる推進力は凄すさまじいものになるはずで、力を伝播させようとすると普通なら身体からだがぺちゃんこに潰れちゃいます。ノエルさんの力があれば死にはしないでしょうが、うまく力が伝えられなければそもそも浮島は動きません」

「な、なるほど……」

　たとえば俺の足に推進力があったとして、手で浮島を押すとしたら。

　俺の身体は浮島一五〇〇ギガトンとそれを押す凄まじい推力の間に挟まれ、一瞬で肉片ミンチと化す。そうならないように力を伝える方法を考えろ、ということだ。

「最後に、分ぶん身しん体たいを使って複数の推進力を連動させること。一カ所を押すだけだと浮島が回転してうまく動かせないので、複数箇所、最低でも三点から同時に押す必要があります。そのためご主人様にはミアの獣技ゾイオンを使って分身してもらう必要があります」

　聞いているだけでも難易度が高そうだ。俺にそんなことができるのか……？

「その方法でしたら浮島を止めることができるんですのね!?」

　目を輝かせ、ミアに詰め寄るシルヴィ。

「レオーネさんに浮島を破壊するほどのエネルギーが出力できて、それを運動エネルギーに転化できるのだとしたら、理論上は可能です。あとはご主人様次第です」

　ミアが俺おれに向き直る。

「残り二六分三五秒、選んでください。数人の子供を助けて他を見殺しにするか、全員が助かるかもしれない可能性に賭けるか。前者は五人助かりますが九五人は死にます。後者は失敗すれば一〇一人とミアたち、あと多数のレオンティエラの住人が死にます」

　誰を助けて誰を見殺しにするのか。

　理事長なら、迷うことなく前者を選ぶだろう。

　レオンティエラの住人を助けることを第一に考えて決断を下すはずだ。

　ならば俺は、何を第一に考えるべきか。

「クロウ、差し出がましいかもしれませんけれど、それでも言わせていただきますわ」

　シルヴィが歩み出る。

「わたくしはここにいる全員を助けたいですわ。できるかできないかではなく、そうしなければならないのです。でなければ、わたくしの魂はここで死んでしまいますわ。クロウ、やりましょう。必要ならこの命、クロウのために捧ささげますわ」

　シルヴィの言葉には何の装飾もない。いつだって彼女は偽りなく本心を言う。だから、命など惜しくないと言うのなら、シルヴィは本当に命を投げ打つだろう。

「わたしも、可能性があるのでしたらそちらに賭けるべきだと思います。失敗を、行動することを恐れて大切な人を失えば、必ず後悔します。それがどれだけつらいことか、わたしは知っています。わたしは九く郎ろう様に、そんな後悔を背負って欲しくありません……！」

　ノエルは、いつでも周囲のことを気遣っている。そして俺のことを一番に考えてくれている。その深い慈いつくしみは、いつだって俺を癒してくれた。

「ミアはご主人様の選択に従いますよ。ご主人様に拾ってもらった命ですし、どこでどうやって使うかはご主人様の好きにしてくれて結構です。ご主人様がどんな選択をしたとしても、ミアは無条件でついていきますから」

　ミアは慎み深い。そうだと気付くのに随分と時間がかかった。

　ここにいる誰よりも賢く、誰よりも知恵があるのに、ミアは決して意見を押しつけない。可能性を提示するだけで後は無条件で従う。それは、誰にでもできることじゃない。

　シルヴィ、ノエル、ミア。

　三者三様でいて、三人に共通することが一つだけある。

　それは、俺を信じてくれているということ。

　俺も三人を信じている。

　ならば俺は何を第一に考え、選ぶべきか──答えはもう決まっている。




「……みんな、八ヤ咫タ烏ガラスを止めるぞ。準備を始めろ!!」

「イエッサ、ご主人様！」「クロウっ！」「さすがです、九く郎ろう様っ！」

　みんなの声が今、一つにまとまった。
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『……ご主人様、準備はいいですか？』

「ああ、大丈夫だ」

　通信機を通じてミアの声が届く。

　俺おれはいま八ヤ咫タ烏ガラスにそびえ立つ山の中腹あたりに来ていた。

　雲の向こうには、既にレオンティエラの姿が見えている。その姿は視界に収まり切らないほど大きく、霞かすみの向こうまで延々と岸壁が続いていた。

『分ぶん身しん体たいの調子はどうです？　なかなか面白い能力でしょう？』

　ミアの獣技ゾイオン『身体分裂セルデイバイド』──身体からだの一部を切り離し、分身体として動かすことが可能な能力を使い、いま俺は浮島の三カ所に分散して存在している。

　この分身体、完全に独立した存在というわけではない。ある程度は勝手に動いてくれるが、思考するのは俺一人だ。指示を伝えなければ分身体は何もしてくれない。三つの身体を同時に動かすためには三倍の思考が必要なのだ。

「面白いというか……お前、あんなたくさんの分身体をよく同時に動かせるな」

『ミアは天才ですから。小さなバディに一〇〇人分の思考能力が詰まってるんですよっ』

「マジか、すごいなお前」

　俺なんて二人でパンク気味だ。自分含めて三人分の五感が一気に脳へ押し寄せてくる。そのせいで頭の中はもうメチャクチャだった。

『現在、レオンティエラとの距離は約五〇キロ。このままだと二〇分後にレオンティエラに衝突予定です。八ヤ咫タ烏ガラスを制止させるには、毎分時速八キロメートルの減速が必要です。減速すればするほど衝突までの時間を稼げるので、最初から全力でやってください』

「わかった」

　ミアが挙げた課題、魔白銀光ミストベクトラを推進力に変える方法と、エネルギーをうまく伝でん播ぱさせる方法をクリアにするため少々時間を使ってしまった。

　ここからは時間との勝負だ。

『シルヴィさんの獣技ゾイオンで人数分のエアクッションを用意、対ショックの準備ができました。それじゃご主人様、お願いします！　三、二、一、ゴー!!』

「行くぞ。レオーネ、力を貸してくれ……！」

　身体が白銀の輝きに包まれていく。

　イグナスと対たい峙じした時にレオーネが見せた極光と同じ規模のものを周囲に展開。

　全てが白銀に塗りつぶされた世界の中で、天と地の境を見出す。

　そうして、正しい方向を見定め──

「いっっっけえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええぇぇぇぇぇっ!!」

　力の限りに、魔白銀光ミストベクトラを吐き出した。

　身体からだが千々に吹き飛んでなくなりそうなほどの、圧倒的な負荷が襲ってくる。

　レオーネの司つかさどる白銀は破壊に特化している。その力を推力に変えるためシルヴィの能力で白銀を凝集させ、出力する先を定めて吐き出す必要があった。これはロケットエンジンが燃焼室で圧を高めてノズルから出力するのと同じだ。

　ゆえに、その中心に位置する俺おれは、ロケットエンジンの燃焼室にブチこまれたのと同じ状態で力の制御を行わなければならない。

「この状態で、二〇分も耐えるのかッ……!!」

　力の解放を始めてまだ一分も経たっていないにも拘らず、身体を襲う凄すさまじい衝撃に、早くも意識が遠くなってきた。しかしここで諦めたら、師匠や子供たち、レオンティエラの住人、そしてミアやシルヴィまで失うことになる。

「見てろよ、理事長ッ……!!」

　たとえ脳みそが焼き切れて、身体からだ中じゆうの細胞が死に絶えても。

　絶対にこの浮島を止めてみせる。
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「……鈴すず鹿か様、ミアから連絡が入りました」

「おう、何だって？」

　レオンティエラの岸壁で双眼鏡を覗のぞき込んでいる鈴鹿に、クリスティが静かに告げる。既に八ヤ咫タ烏ガラスは目視で確認できる距離にあり、着実にその大きさを増していた。

「弟様は八ヤ咫タ烏ガラスの破壊を拒否。浮島を押して止めるそうです」

「……くくくっ、浮島を押して止める？　あっはははははっ、頭悪いなぁそれ！　本気で言っているのかよ。いや面白い、今世紀最大のふざけたジョークだ！」

　八ヤ咫タ烏ガラスへ視線を送りつつ相好をくずす鈴鹿。

「笑い事ではありません。八ヤ咫タ烏ガラスは既に危険領域へ突入しています。これ以上接近されると破壊時にレオンティエラにも被害が及びます。元老院は全会一致で撃墜を支持、鈴鹿様もどうか早急にご決断を」

　八ヤ咫タ烏ガラスのような中規模の浮島を、跡形もなく消滅させることは極めて難しい。できるとしたら魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの力を借りるより他はないだろう。

　しかし被害を最小限にする努力、例えば手持ちの迎撃ミサイルを片っ端からブチ込んで浮島の破断を狙う、くらいのことはできる。元老院メンバーの言う撃墜とはそれだ。

「撃墜ねえ、できもしないくせに威勢だけはいいな。私の国では、そういうのを『焼け石に水』って言うんだ。クリス、想定被害を教えてくれ」

「八ヤ咫タ烏ガラスは現在、時速九七キロメートルでレオンティエラに接近中。毎分時速四キロメートルで減速していますが間に合いません。このままではフェルテシティの沿岸部に衝突、半径二〇キロに被害が出て約二〇万戸の住宅が損壊。避難ができない者、現場を離れることができない者等、死者は一万人を超える模様」

「ううん、一万人を見殺しにするわけにはいかないよなぁ」

「……鈴すず鹿か様、何を迷っておられるのですか？」

　八ヤ咫タ烏ガラスまでの距離は未いまだ二〇キロ以上あり、双眼鏡を覗のぞき込んでも九く郎ろうの姿を確認することはできない。しかし、ここからでもはっきりと見えるものがある。

　それは山腹から、冗談のように伸びている白銀の煌きらめき──それが全部で三つ。

「クリス、あの光が見えるか？」

「ええ、見えます」

　目ま映ばゆい輝きは肉眼でも確認できた。

　いま九郎は、文字通り死力を尽くし、浮島を押し留とどめようとしている。

　浮島に残された鹿か角づのと一〇〇人の子供を救うために。

「あれを見なかったことにしろと？」

「先ほど鈴鹿様は、弟様に浮島を破壊しろとおっしゃいました。元老院も撃墜を支持しています。八ヤ咫タ烏ガラスの破壊はレオンティエラの総意ではなかったのですか？」

　確かにそうだ。レオンティエラの住人を守るためには、あの浮島を破壊するしかない。だが九郎は、浮島に残された鹿角と子供たちを守ると決断した。

「なあ、クリス。仲間とは何だ？」

「……鈴鹿様は百ひやく獣じゆう学園の理事長で、レオンティエラ元老院の一員です。ですから鈴鹿様の仲間は学園の職員と、元老院メンバーでは？」

　どうしてそんな質問を、と訝いぶかしげな顔をしつつ、クリスティは律りち儀ぎに答える。

「学園の職員は部下で元老院の連中は政敵だ。仲間じゃない」

「でしたら私ほか四名、鈴鹿様の従者が仲間です」

「確かにお前たちは私の仲間だ。でもそうじゃない。仲間とは何か、と聞いているんだ」

　九郎は厳げん斗とを倒した後で言った。

　今は誰かを斃たおすことより仲間を守ることの方が大切だと思っている、と。

　その言葉に、図らずも心が揺らいだ。

　一いち柳やなぎ青せい嵐らんに出会う前、鈴すず鹿かはまだ若く、人を疑うたがうことを知らない人間だった。その大らかさ、ざっくばらんさに惹ひかれて多くの獣人が集まり、彼女の従者となった。

　だが青嵐に恋し、最悪の形で彼を失ってから、鈴鹿は人を信じなくなった。一時はクリスティも従者でなくなった。多くの従者が鈴鹿の元から去っていった。

　その隙すき間まを埋うめるように、鈴鹿は政治の世界に手を出した。獣けもの使つかいの力を駆使して権力を手にし、学園を作り、理事長に納まった。

　だが、本当に自分が欲していたものは未いまだわからずにいる。

「改めて思ったよ。私にとって仲間とは、守るべきものは何か。九く郎ろうはレオンティエラではなく、何か別のものを守ろうとしている。しかし九郎がしているあれは、仲間を危険に晒さらす行為だ。そこまでして九郎は一体何を守ろうとしている？」

「……私は弟様ではありませんので、本当のところはわかりません。ですが想像することはできます。今から言うことは、全て私の憶測ですが」

　鈴鹿の疑問に、クリスティは一呼吸を置き──答える。

「おそらく、弟様が守ろうとしているものは曖あい昧まいで漠然としたものです。もしこれに名前をつけるのだとしたら……それはきっと、絆きずなというものでしょう」

「絆……」

　クリスティの言葉を繰り返す。

「仲間とは本来、想おもいを一にするものを指します。仲間の想いと自分の想いを繫つなぐもの。それが絆です。獣使いと従者を繫いでいるのも、つまるところは絆でしょう。そしていま弟様が守ろうとしているのは、まさにそれなのだと思います」

　生命は元来、わがままにできている。

　生きるために食べる。食べるために殺す。『我が思う儘まま』に生きる。わがままではない生き物などこの世界では生きていけない。だがそれだけでは独りだ。

「弟様も大変でしょうね、あんな連中を従者にしてしまって。あれだけ癖のある連中が、なぜ弟様の元に集まったのか。そこにこそ弟様の美点があるのかもしれません」

　遠く霞む八ヤ咫タ烏ガラスの、三つの輝く白銀に視線を移すクリスティ。

「周りにいるのはロクでもないやつばかりだと腐したり、他にもっといい人がいるはずだと目の前の出会いをないがしろにしたりする連中が多くいる中で、弟様は出会った皆と、真剣に向き合ってきた。だから面倒事に首を突っ込む羽目になったり、死にそうな目に遭ったりもする。それでも弟様は手にした絆を決して手放さなかった。きっと従者になった彼女たちは、そんな彼をこそ愛しているのだと思います」

　ふいに、三つの輝きが消える。

　力尽きたのか、それとも諦めたのか──

　そう思っていると。

　白銀が、再び灯った。

　三つ、四つ、五つ……見る間にその数が増えていく。

　そうして、合計九つの白銀が、円を描くように八ヤ咫タ烏ガラスの上に現れた。

「……泥臭いやつだな」

「まったくです。ですが獣けもの使つかいとは、きっとそういう生き物なのでしょう」

　そうかもしれない。

　すとんと腑ふに落ちる言葉だった。

　獣使いが守るべきものは何か──その答えが、九く郎ろうには見えているのだ。

「やれやれ、弟に人生を教わるなんて冴さえない姉もいたものだ」

「互いに影響を与え合う、それが家族でしょう？」

　クリスティが微笑ほほえむ。

「おいクリス、お前ちょっと生意気だな。私のことバカにしてるだろ」

「何を言っているのですか。私は誰よりも鈴すず鹿か様を愛し、誰よりも鈴鹿様のことを考えています。だからこそ見えてくるものがあるのですよ」

　悪びれないクリスティに鈴鹿は吹き出す。

「そうかよ。……じゃあ私が何をしようとしているか、もうわかっているな」

「はい、もちろんです」

　クリスティは手元にある通信機を操作し、鈴鹿へと差し出す。

「レオンティエラの緊急放送網に繫つなぎました。百ひやく獣じゆう学園、元老院、浮島管理室、および関係各所に直通で鈴鹿様の声が届きます。これでよろしいですか？」

「ああ、上出来だ」

　鈴鹿は通信機を受け取り、大きく息を吸い込んだ。

「……作業中の者、少しの間でいいから聞いてくれ。私は獅し子し堂どう鈴鹿だ。既に聞き及んでいると思うが、現在レオンティエラに高速飛ひ翔しよう体が接近中だ。簡単に言えばここに浮島が突っ込んでくる。元老院は撃墜すると言っているが、破壊は不可能だ。中型以上の浮島を完全に破壊できる兵器など存在しないことは諸君らも知っているだろう」

　かつて地上と浮島が大々的に争っていた時代、地上から浮島への大規模な攻撃が何度かあった。しかし、それで中型以上の浮島が落ちた記録は一度たりともない。核を落とされた浮島もあったが、表面を焼かれたのみで落ちはしなかった。

「いま、飛翔体では我が学園の生徒が衝突を防ぐべく尽力している。これより私は、彼らをバックアップしようと思う。だが今の私では力不足だ。そこで、虫のいい話で恐縮だが諸君らの力を貸してもらいたい！」

　何かを為なそうとするなら自分から動き出さなければならない。想おもいを繫ぐためには想いを伝えなければならない。信じてもらうためには自分が信じなければならない。

　それは鈴すず鹿かが長い間、封じ込めてきたものだった。

「かつて私の従者だった者たち！　我が百ひやく獣じゆう学園の生徒たち！　そして私を信じてついてきてくれる、全ての者たちにお願いだ！　君たちの名を教えてくれ。私も君たちを信じ、死力を尽くすと誓おう！」

　鈴鹿は声の限りに、その想おもいのたけを投げかけた。
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「っ…………!!」

　自らが生み出す爆音の中で、必死に意識を繫つなぎとめ続ける。

　ミアの報告で、想定より減速が遅れていることを聞き、二つで限界だと思っていた分ぶん身しん体たいを一気に八つへ増やした。自分含め合計九カ所で、白銀を吐き出している。

　今はもう何も考えていない。ただひたすら力を放出することのみに専心していた。

　それでもなお、レオンティエラは近づいてくる。もはや目の前と言ってもいい距離だ。

　浮島は止まらない。

　どれだけ力を尽くしても、それをあざ笑うかのように浮島は動き続ける。

　レオンティエラの岸壁の凹凸がくっきりと見え始めた。

　……もう、無理なのだろうか。

　心のうちに絶望が這はい上がってくる。

『ご主人様、制御システムの掌しよう握あくに成功しました！　これから全開で逆推力をかけます。あともう少しですから耐えてください、ご主人様っ!!』

　どこからかミアの声が聞こえてきた。制御システムがどうとか言っていた気がするが、今さら関係ない。俺おれがやることに変わりはないのだ。

　と、その時。

　迫ってくるレオンティエラの岸壁の上で、何かが光った気がした。

「……なんだ？」

　最初は小さな点だった光は、回転しながら見る間に大きくなっていく。

　それは魔法陣だった。

　真正面に展開されたそれは、あっという間に八ヤ咫タ烏ガラスを凌駕し、到底視界には収まらないほどのサイズにまで成長した。

　さらに、その後ろに魔法陣が展開される。

　一層、二層……全部で五層。

　多重に張り巡らされた巨大な魔法陣は、まるで八ヤ咫タ烏ガラスを待ち構えるがごとく、穏やかな輝きを放っていた。

『ご主人様、鈴すず鹿かさんから入電！　そのまま伝えます！　……九く郎ろう、必ず受け止めてやるから心配するな、どんと来い！　だそうですっ!!』

　……ああ、そうか。

　あの魔法陣は、理事長が用意してくれた防護壁なんだ。

　理事長は俺おれたちの意図を汲くんでくれた。その上で、俺たちがやろうとしている荒唐無稽な計画を、全力で支えてくれようとしているのだ。

　思わず涙がこぼれそうになる。

　ったく、心配するな……なんて、そんなこと言われたらさ。

「……踏ん張るしか、ないだろうがよッ!!」

　余裕なんて初めからない。

　それでも、どこかで自分にリミッターをかけていたと思う。

　だが、今度こそその限界を外す。

「止まれ、止まれよッ、このっ……!!」

　ここで踏ん張らなければ俺は師匠やミア、シルヴィを失うことになる。

　冗談じゃない。

　せっかく、みんなが俺を信じて力を託してくれたんだ。

　だったら焼き切れて、灰になるまで。

　力を出し尽くせ──!!

「止まれ、止まれっっ……止まれ止まれ止まれ止まれっ、このクソがっ、止まりやがれええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっっ!!」

　巨大な魔法陣に俺の放出する白銀が当たり、激しく振動を始めた。

　レオンティエラとの距離が縮ちぢまる。

　あと五〇メートル、四〇メートル、三〇、二〇、一〇──

　魔法陣が激しく歪ゆがみ、白銀が煌きらめく。

　轟ごう音おんと振動。

　巨大な岩塊同士が接触、レオンティエラへ八ヤ咫タ烏ガラスがめり込んでいく。

　そして。

　およそ一〇〇メートルほど、互いの領土を削り、抉えぐられ、砕きあった後。




　浮島、八ヤ咫タ烏ガラスは──制止した。
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　ほのかな草木の匂いとともに、柔らかで甘い香気が鼻をくすぐっている。

　これは畳の香りだ。新調したばかりなのか、漂うイグサの香りは清すが々すがしく何とも心地がいい。長年慣れ親しんだ匂いだった。

　しかし、レオンティエラに畳の部屋なんてなかったはずだ。

　だとしたら俺おれは……。

　浮島が衝突し、砕け散る岩石の中に巻き込まれたところまでは覚えている。

　その後、どうなったんだろう。

　俺は死んだのか。

　ノエルの獣技ゾイオン、魔鋼竜体ミスラルグロウがあれば死ぬことはないだろうと思っていたが、どうやらそうもいかなかったようだ。

　まあそれもいい。衝突が止められなかったのなら生きていても仕方がない。

　だとすれば、このイグサとフローラルな懐なつかしい香りは天国の香りということになる。日本で生まれた俺に合わせてこんな演出をしてくれるなんて、天国には随分と小粋な連中が住んでいるらしい。

「……さぁて、ご主人様。キレイキレイしましょうね～♪」

　囁ささやくような声が聞こえ、温あたたかいものに包まれていく。ぬるいお湯に浸つかっているような、得も言われぬ快感だ。あまりの心地よさに身体からだの力が抜けていく。

　ああ……俺このまま死んでもいい。

「って、もう死んでるか……」

「……んん？　あれ、ご主人様、ひょっとして起きてます？」

　ぬるりとした感触が身体から離れていく。

　もう終わりか……とがっかりしつつ、やけに重いまぶたを開けると。

「あっ、ご主人様っ！　目を覚ましたんですね！」

　ミアの顔が間近に見えた──と思ったら、がばっと俺に抱きついてきた。

「……え、あれ……ミアなのか？」

「はい、ミアですよ。よかったぁ、本当によかったですっ……！　ご主人様ったら一週間も眠りっぱなしだったんですよ！　もう、本当に心配したんですからねっ！」

　ミアは俺の身体にすがりつき、離そうとしない。

「はあ……？　一週間も……俺おれ、そんなに眠ってたのか」

　ゆっくりと起き上がり、辺りを見回す。

　障子に襖ふすま、床は畳。その上に布団が敷かれている。黒塗りの座卓が部屋の隅に置かれているだけで他には何もない。全く見覚えのない場所だった。

「ミア、ここはどこだ？」

「後で全部ご説明しますよ。とにかく今はみんなに知らせに行かないと」

　俺から離れると、潤んだ瞳ひとみで俺を見つめてくるミア。

　心配してくれていたのだろう。

　華きや奢しやな身体からだを震わせ、ミアは一糸まとわぬ姿で俺にしがみついている。

　って、待て。

「は!?　おまっ……服はどうした!?」

　あろうことか、ミアは下着一つつけず、俺の布団に入り込んできていた。

「あ、忘れてました。でもまあ、さっきまでお互い裸でくんずほぐれつしてたわけですし、今さら恥ずかしがる間柄じゃないですよねっ」

　よくよく見れば俺も半裸状態だった。

「お、お前ぇ！　俺が寝てる間に何をした……!?」

「そんなぁ、皆まで言わせないでくださいよ、恥ずかしいなぁっ……」

「恥ずかしがるタマか！　いいから全て吐け！」

「単に眠りっぱなしのご主人様を、ミアが綺麗にしてあげてただけですよ？」

「綺麗にって……そっか、身体を拭いてくれてたのか」

　なるほど、それなら仕方ない。俺の服がはだけているのは、濡ぬれたタオルか何かで俺の身体を清めてくれたからだろう。

　……と思うのだが、そのタオルが見あたらない。

　あと、さっきの全身がぬるま湯に浸つかったような感覚──人肌のようなぬくもりが一体何だったのか、少し気になった。

「ところでミア、どうやって俺の身体を綺麗にしてたんだ？」

「そりゃもちろん、ミアはスライムですから。ご主人様の全身をミアで覆おおって、くまなく舐なめ尽くして汚れを取り除きました。ミアにかかれば除菌も完璧ですからね。ご主人様の身体は全身をアルコール消毒したのと同じ状態ですっ」

「え、おい、ウソだろ……？」

　ミアは全身が粘膜みたいなものだ。その身体で俺の全身を覆ったってことは、キスとかそういう次元じゃなくて、もはや夜の営みレベルなわけで。

「えへへへ、レッツくんずほぐれつ！」

　だっていうのに、ミアは笑ってごまかしやがった。

「こっの腐れ外道スライムがぁっ！　俺おれの貞操を返せ、こん畜生がっ!!」
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　大きな湖を囲むように家々が点在する別荘地から坂をのぼり、丘の上へ。俺が寝ていたのは、それら別荘のうちの一つだった。

　ミアに連れられ、眼下に別荘地を見下ろす場所に建てられた学校へとやってくる。魔装具の首輪をつけられた師匠と子供たちがいた、あの小学校だ。

「なあ、ミア。どうして俺たちは八ヤ咫タ烏ガラスにいるんだ？」

「後で説明しますって。ほら、来てください」

　ミアは勝手知ったるという感じでずんずんと学校の中を進んでいく。そうして校長室と書かれた札の前までやってきた。

「失礼しまーす」

　ガラガラと引き戸を開け、中へと入ると。

「あっ、九く郎ろう様っ！」

「クロウっ、無事に目覚めましたわねっ！」

　そこにはノエルとシルヴィがいて──同時に抱きついてきた。

「ノエル、シルヴィ……お前たちも無事だったんだな！」

　さっきまで二人の姿がなくて不安だったのだが、ようやく一安心できた。

「来たか、九郎」

　そして部屋の一番奥。

　黒革の椅い子すに座って俺を待ち構えていたのは、理事長だった。

「えっと、どうしてここに理事長が？」

「今はもう理事長ではありません。校長兼、国王代理です」

　当然のごとく脇に控えたクリスさんが答える。

「……は？　校長？　国王代理？」

　いつの間にか理事長が謎の肩書きに変わっていた。

「なあ、わけがわからないぞ。一体何がどうなっているんだ。衝突は回避できたのか？　厳げん斗とはどうなった？　レオンティエラは？　誰か説明してくれ！」

　目が覚めたら一週間経たっていて。

　みんなレオンティエラではなく八ヤ咫タ烏ガラスにいて。

　理事長は理事長ではなくなっていて。

　急に色々と変わりすぎて、寝ぼけた脳みそでは理解が追いつかない。

「はいはい、今ミアがご説明しますっ！」

　ぴょんと机の上に飛び上がり、ミアが話し始めた。

「まず、レオンティエラから島外退去を命じられたことは覚えてますか？」

「そういえばそうだったな」

　俺おれは厳げん斗とと結託したクルーグスの画策により島外退去を命じられた。しかしそれを良よしとしなかった理事長に、俺は匿かくまってもらった。

「結論から言えば、あの命令は撤回されてません。同じくミアも色々とやらかしちゃったせいで、レオンティエラにはいられない身です。でも地上では、ミアもご主人様も管理官の元で窮屈な暮らしを余よ儀ぎなくされます。それは絶対イヤだ！　ということで、ミアと鈴すず鹿かさんで一計を案じました。その名も浮島奪取計画っ！」

「……浮島奪取？」

　何やら不穏なことを言い出した。

「八ヤ咫タ烏ガラスとレオンティエラは衝突こそ避さけられなかったものの、幸いなことに少し陸地が削れただけで浮島としての機能は無傷でした。そこでこの八ヤ咫タ烏ガラスをありがたくちょうだいすることにしたわけです」

「ちょうだいするって、それ犯罪じゃないの!?」

　さらっととんでもないこと言いやがった。

「ま、普通は浮島を実効支配したりすれば戦争待ったなしですね。ただ、こっちには武器があります。一いち柳やなぎ厳斗は日本の外交官の身分で、レオンティエラの管理妨害を行いました。これは浮島連合に対する宣戦布告に等しく、日本としては何してくれてんだ状態です。浮島連合とガチでケンカしたらただじゃ済まないことはわかってますからね」

　そりゃそうだ。獣帯浮島ゾデイアフロートの十二島から総攻撃を受けたら、地上のどんな国も敵かなわない。日本なんて影も形もなくなるだろう。

「そこで外交取り引きだ。一柳厳斗の行為を黙って吞み込む代わりに、この浮島を寄よ越こせと言ってやった。そしたらあっさりと引き下がったよ。まあ厳斗の身柄と交換してくれというから、ヤツはくれてやったが。生かしておいて正解だったな」

　ミアに代わって理事長が話を続ける。

「くれてやった……ということは、厳斗は日本に戻ったのか」

「ああ、そうだ。何か問題があるか？」

　厳斗のしたことは許せないが、両親のことは、俺の中では既に決着がついている。

　だが理事長はどうなのか。

「俺は別にいいけど理事長はどうなんだ？　厳斗は恋人の仇かたきだったんだろ？」

「……は？　おい待て。九く郎ろう、どうしてそれを知っている？」

　すっと目を細める理事長。

「え？　そ、それはクリスさんが」

　言い終わる前に、一陣の風が舞い起こり。

　次の瞬間には理事長のボディーブローがクリスさんにめり込んでいた。

「お前な、余計なこと言うなよっ」

「ぐはっ……ご、ご褒美ありがとうございます、鈴すず鹿か様ぁっ……」

　腹を押さえて幸せそうにのたうち回るクリスさん。とても不気味な光景だった。

「え、ええと、聞いちゃいけない話……だったのか？」

「そうだ、今の話は忘れろ。いいな」

　ギラリと睨にらまれた。超怖こええ。

「わ、わかったよ。でもその前に一つだけ聞かせてくれ」

　どうしてもこれだけは尋ねておきたかった。

「理事長も、憑つき物ものは落ちたか？」

「はは、落ちたよ。だから心配するな」

　照てれたように笑う。その仕草がやけに可愛かわいらしく、ちょっとドキっとしてしまった。

「あとな、私はもう理事長じゃない。元老院は浮島の撃墜を支持していたが、私の独断で無視したからな。あと九く郎ろうを匿かくまったこともバレて、私も島外退去の身分だ」

「そ、そうなのか……何だか悪いことをしたな」

「別に弟様がわびる必要はありませんよ。元老院からは残留を望まれていたのに、それを蹴ってこちらに来たのは鈴鹿様のご意思で……ぐぼふうぅっ!?」

　地面でもぞもぞしていたクリスさんに、容赦なく踏みつけストンピングをかます理事長。

「まあそういうわけで、私も八ヤ咫タ烏ガラスで厄介になることにした。あと私の従者も五〇名ほど連れてきたが、問題はないか？」

「そりゃ従者は獣けもの使つかいと一緒にいるべきだし、全然いいけど……って、五〇人？　理事長の従者って五〇人もいるのかよ!?」

「ああ、ちょっと増えた」

　いやいや、ちょっとどころじゃない増え方だろ!?

「鈴鹿さんって元々は従者が一〇〇人くらいいたそうですよ」

　ミアが苦笑しながら告げる。

「つまりですね、鈴鹿さんは百ひやく獣じゆうの王と言われた、伝説の獣使いと同レベルの強さを誇る、最強の獣使いだった、てことです」

　納得がいった。そりゃ厳げん斗とも羨うらやむはずだ……。

「で、その世界最強の獣使いが、理事長から校長になった理由は？」

「私の従者は学園の生徒や教師が多くてな、彼らのためにここで学校をやることにした。あと厳斗に連れてこられた孤こ児じたちも一から教育を受けさせようと思っている。彼らには戻る場所がないからな。というわけで、一週間前から私はここの校長なのだ」

　なるほど、確かに学校運営は理事長改め、鈴すず鹿かさんが最も適している。

「それじゃもう一つの国王代理っていうのは？」

「実は八ヤ咫タ烏ガラスを譲り受ける際に鈴鹿さんが色々と細工をしてくれて、この浮島は独立国として認められる運びとなりまして。ここにいるみんなで話し合い、新たに王制国家を樹じゆ立りつすることに決定しました。ちゃらららーん！」

　ちゃらららーんて。

　国ってそんな簡単に作れるものなのか……？

「で、国として成立したからには公務を行う長おさが必要でしょう？　そこで鈴鹿さんに国王代理として執務をしてもらっていたんです」

　どうして王制にしたのか、なぜ俺おれのいない間に決めてしまったのかなど、疑問はいくつかあるが、ミアの説明で大体のことはわかった。

　しかし大きな疑問が一つある。

「鈴鹿さんが国王代理なのはどうしてだ？　誰か他に国王がいるのか？」

　俺の質問に、みんなは顔を見合わせ、吹き出す。




「国王はお前だよ、九く郎ろう」





　　　　３






　八ヤ咫タ烏ガラスには大きな二つの山がある。そのうちの一つにやってきた。

　山頂の木々は切り払われており、展望台になっている。眼下には手つかずの山林が広がっており、視線を降ろしていくと先ほどまでいた学校、そして湖がぽつりと見えた。

「九郎様、見てください」

　清すが々すがしい山風が吹く中、一緒に来たノエルが雲間の向こうを指差す。

「あれは……レオンティエラか」

「はい。九郎様がお休みになっている間に分離して、どんどん遠ざかっています」

　はるか遠く、空に溶けるようにレオンティエラがぼんやりと霞んで見える。

「これでレオンティエラともお別れか……」

「寂しいですか？」

「まあな。師匠と旅を終えてから、ずっとあそこで暮らしてたからさ。……っと、そういえば師匠は？　どこにいるんだ？」

　起きてから色々と驚く出来事が続いたせいで、今の今まで忘れていた。

「鹿か角づの様でしたら、また旅に出られましたよ」

「は!?　俺が寝てる間にか？」

「鹿か角づの様から言づてを預かっています。あの時、免許皆伝だと言ったのは本当だよ、もう一人でもまっすぐに生きていけるね。それじゃ達者で──だそうです」

「免許皆伝、か……」

　そういえば鹿角さんは俺おれの師匠になってくれた時、こう言っていた。

『私は誰かに戦う術すべを教える気はない。でも、九く郎ろうがまっすぐに生きていく手助けはしたいと思っている。それでよければ教えてあげよう』

　そんな師匠が免許皆伝だと言ってくれた、ということは。

「よかったですね、九郎様」

　俺の隣で、ノエルが温あたたかな笑みを浮かべている。

　きっとノエルは、師匠の言づての意味を知っているのだろう。

「ったく、別れの挨あい拶さつくらいしていけばいいのに」

「必要ないと思ったのでしょう。多分、またすぐに会えますよ」

　ああ……そうだといいな。

「そういえばさっき俺が国王だとか言ってたけど、あの話はマジなのか？」

「はい。数日前に九郎様を国王にすることが決まりました。誰も反対しませんでしたよ」

「もし俺が起きてたら間違いなく反対するんだが」

「そ、それは……すぐに決めてしまわないと独立が危うくなるという状況だったそうで。あと、鈴すず鹿かさんが『本人が起きていようが結果は同じだ』とおっしゃって、それもそうかなと思いましたので」

「結果はともかく俺の納得を置き去りにすんなよっ！」

「はううっ!?」

　ノエルが仰のけ反ぞる。

　あの後、一応は反抗して「鈴鹿さんが国王をやってくれ」と言ったら「姉には絶対服従って法律を作るぞ」などと脅されたのでやめた。あれはトップに据えたらダメだ。

「九郎様は、国王はお嫌ですか？」

「嫌ってわけじゃないけど、ピンと来ないな」

「九郎様が望むような国にすればいいと思います。ここをどんな国にしたいですか？」

　どんな国にしたい、か。そうだな、もしできるのなら。

「人類みな平等──人間でも獣人でも、強くても弱くても、どんな生まれでも。手を取って笑い合うことができれば、俺とそいつは同じ……なんて、夢みたいだけどさ。そんな国があったらいいなって思う」

　甘い幻想だってことはわかっている。

　それでも俺は信じたい。同じ夢を持っている人が、この世界にはまだいると。

　その想おもいを繫つなぐことができれば、きっと力が生まれる。

「では作りましょう！　ここに九く郎ろう様の想おもう、夢のようなその国を！」

　ノエルは立ち上がって、大きく手を広げる。

「わたしも見てみたいです。強いも弱いもなく、人間も獣人も関係なく、皆が笑って手を取り合う世界を。九郎様と一緒に作っていきたいですっ」

　そうか、見てみたいか。

「……ついてきてくれるか？」

「当然です。全てを委ゆだねてついてこい、とわたしに言ってくれたのは九郎様ですよ？」

　ああ、忘れてた。くそう、返す返すも恥ずかしいことを口走ったもんだ。

「ふん、俺おれが王様ならノエルはお姫様に逆戻りだな」

「ええぇ～、お姫様なのですか？」

　ぷくっとノエルが膨れた。

「な、何だよ、嫌なのか？」

「だって、お姫様は王様の娘ではありませんか。わ、わたしは、その……お姫様よりも、九郎様のお后きさきになりたいですっ……」

　……顔が熱くなってきた。まったくこの元お姫様は、いきなり何を言い出すんだか。

「あのな、お后ってお前それ、結婚するってことだぞ？」

「は、はい。わたしでは……ダメでしょうか」

　ぎゅっと手を握りしめ、真剣な面持ちで俺を見つめてくるノエル。

　どうやら本気で言っているらしい。なら、ごまかすわけにはいかないか。

「ま、まあ、今はまだ早いと思うけど……そのうち、な」

「本当ですか!?」

　ぱあっと顔を輝かせ、俺の手を握ってくる。

「男に二言はねえよ、約束だ」

「くすんっ……嬉うれしいです、九郎様っ……！」

　目に熱いものを湛え、ノエルは俺の手を取って自らの胸のうちに押し抱いだく。

　俺もいつかはノエルと恋人に、そしてそれ以上の関係になれたらいいなと思っていた。言い出すきっかけが摑つかめなくてこんな形になってしまったが、気持ちは本物だ。

「ノエル、好きだぞ」

「ありがとうございます、わたしも九郎様のことがっ……！」

　互いに顔を近づけ、そのままキスを──




「ちょ─────っと待ったああぁ─────────ですわ───────っ!!」




　近くの草むらからシルヴィが飛び出してきた。

　……っておい。どこかで見たことがあるぞ、この展開。

「ずるいですよ、ノエルさんだけお后様だなんて！　そしたらミアはどうなるんです!?」

　ミアが一緒にいるところまで同じだった。

「おいミア、歯を食いしばれ」

「ちょっ！　待ってください、今回ミアは何も悪くないですよぅ！」

「ええ、その通りですわ！　わたくしだってクロウと触れ合いたいのに、ノエルさんだけ連れてどこかに行ってしまうクロウが悪いんじゃありませんの！」

　な、何だよ、俺おれのせいかよ。

　山頂まで来たのは、国王とか何とか言われて、少し静かに考えてみたいと思ったからだ。でも、こいつらがいたら静かに考え事なんてできない。ほら俺悪くない。

「それよりノエルさんがお后様に立候補するのでしたら、わたくしたちにもチャンスをくださいな。二人で勝手に決められても困りますわ！」

「そうですよ、ミアとご主人様はくんずほぐれつした仲じゃないですか！」

「くく、くんずほぐれつとは何でしょうかっ」

　ノエルが顔を真まっ赤かにしている。おおよその予想はついているらしい。

「待ってくれよ。ノエルもミアもシルヴィも、俺にとっては同じだけ大切な仲間なんだ」

「じゃあノエルさんだけ優遇しないでくださいよ。おかしいじゃないですか」

「うぐっ……そ、その通りだな……」

　ミアに突っ込まれた。ぐうの音も出ない。

「誰かを選ぶ必要などないと思いますよ」

「……え？」

　ノエルを見上げる。

「以前もお話ししましたが、わたしの祖国では複数の妻を娶めとることができます。ここは九く郎ろう様の国なのですから、九郎様の望みに適う形にすればいいのではないでしょうか」

　ああ……なるほど。

　選べないならそれに適した法を作ってしまえと。そういう理屈らしい。

「いいじゃないですかそれ！　ご主人様、ここを重婚オーケーな国にしましょうっ！」

「まあ自分が選ばれないリスクを考えるなら重婚で手を打つのもアリですわね」

「いや待て！　お前ら、本気で言ってるのか!?」

「みんなで結婚すれば、みんな家族ですね。そうなったらわたしは嬉うれしいです」

　嬉しそうに、はにかむノエル。

「えへへ、末永くよろしくお願いしますね、ご主人様っ」

　ミアにしては珍しく顔が赤い。

「わたくしはもう絶対にクロウから離れませんわ。いつまでも一緒にいてくださいなっ」

　シルヴィが瞳ひとみを潤ませながら見つめてくる。

「お前ら……」

　どうやら、誰一人として冗談で言っているわけではないようだ。

　……ま、なんだ。

　確かに同じだけ大切だ、と言ったのは俺おれだし。

　重婚と言ったって結局は今までと大して変わらないんだろうし。

　今までの倫理観を捨て去ることができれば、意外と冴さえたやり方なのかもしれない。

「……ああもう！　わかったよ！」

　あとは、覚悟の問題だ。




「俺がお前らを幸せにしてやる。

　だから、みんなまとめて、俺についてこい──!!」




　浮島の空は、快晴だった。












あとがき




　ヒロマス二巻、いかがでしたでしょうか。

　一巻では無事にノエルが従者となりましたが、本巻ではあのコやあのコが九く郎ろうの嫁──もとい従者となります。いやあ、着々とハーレム王国に近づいてきましたね。




　しかし作中でミアが言っていたように、ハーレムというのは作るのも大変なのですが、維持するのはその何倍も大変なモノだと思っています。

　カワイイ嫁たちが自分を取り合って喧けん嘩かなど始めた日にはもう大変です。どちらの味方をしても角が立つし、味方をしなかったらシクシク泣き出したり、プンプン怒ったりするわけです。頭痛いですね。これぞ嫁よめ姑しゆうとめ問題ならぬ─嫁よめ々よめ問題。さらにその嫁が五人も六人もいて、しかも─獣技ゾイオンを使って暴れ始めたりしたら……。

　うん、九郎くん大変だね。




　さてさて、本巻では浮島も九郎も大変なことになりますが、とりあえず落ち着くところに落ち着いたように思います。

　九郎くんはこの先も苦労しかないですが。クロウだけに。

　ここから先、彼らがどうなるか。

　それは残念ながら僕にもわかりません（笑）。




　ということで書きたいことはまだ色々とあったのですが、ヒロインテイム・マイスターはここでひとまず店じまいです。

　たった２巻ではありますが応援いただきありがとうございました！




　謝辞です。編集の皆様、ミアの可愛かわいらしいビジュアルを届けてくださった racer 様、ほか関係者の皆様、本当にありがとうございました。

　この本を手にとってくださった皆様にも厚くお礼を申し上げます。

　それではまたどこかでお会いしましょう！





2016.11 Toishi Hiroki ─ Thank you for reading !
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